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狐の婿入り




～再会したあやかしの彼は大切なことを思い出させてくれました～









［著者］鳴澤うた

［イラスト］ちょめ仔
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　遮光カーテンで閉めきった部屋は暗く、開いたパソコンの画面のバックライトだけが闇を照らす。

　小花こはな咲良さくらはパソコンに向かって座っており、背中を丸め、しきりにマウスだけを動かしていた。

　パソコンに向かうときは、肩まである焦げ茶色の髪をクリップで上げるか結ぶのに、今回は垂らしたままで鬱陶しそうに頬にかかっている。

　いつもはそれを気にするのに、他のことに夢中だ。

　髪の毛のことなど気にしている余裕はないと、充血した茶色の目が物語っている。

　指がマウスをクリックする際に鳴る音だけが唯一、部屋にある音だった。

　咲良が一心に読んでいるのは、電子掲示板と呼ばれているサイトだ。

　日本最大級といわれているこの掲示板。専門分野から一般の話題に、ひたすらくだらないものまで幅広く投稿されている。匿名で書き込めるとだけあって、たくさんのスレッドが毎日飽きることなく立ち上がり、または消え、文字の羅列の賑わいを見せていた。

　咲良はそのうちの一つのスレを、二日前からずっと追っている。

　ものすごい勢いで埋め尽くされる言葉たちのほとんどは、黒琉クロルというイラストレーターに対する誹謗中傷だ。

　黒琉は、小花咲良の仕事名義である。






〝黒琉って絵師が描いたこの構図ってトレパクじゃない？　これとこれ、写してるよね？〟

〝だったら許せない！　最低！〟

〝検証検証〟

〝これでプロとして仕事もらってるの？　うわぁ……骨折絵じゃん〟

〝誰かの絵をトレースして描いてるから、何もないとそうなるんでしょ〟

〝プロとしてのプライドないのかね〟






　レス内で画面を張って比べ『こことここ、一緒だよね』『ここもそう』『見てトレース先、またまた発見！』と、どんどんレスが進んでいく。

　最初から『トレパク作家』扱いで、一つや二つ擁護するレスが出たら『本人乙！』と黙らせている展開だ。

「違う……こんな絵、知らない……」

　ようやく口から出た言葉は、トレパクを否定する言葉だった。

　誰かのイラストを下敷きにして描いたことなんて、一度もない。

　幼い頃から描き続けてきた咲良のプライドだ。

　第一、このポーズはよくある構図だ。男に女が背中を預け、前で手を絡ませているものや、サンダルを持って波打ち際を歩く少女の後ろを見守るように歩く少年。気持ちの良さそうな木陰に寄りかかり、女性に膝枕をされている男性に、手をつないで仲良く階段を歩くカップル。自分の絵と他人の絵を重ねて検証しているが、どれも微妙で首をかしげざるを得ないのに、『同じ』と決めつけている。

　酷いものは腕だけ角度を調整して合わせて『トレパクだ』と騒ぎ立てているのもある。

　どれもこれもライトノベルの表紙を飾るのに『あるある構図』だ。

　よくある構図にその絵師の個性や、小説家の個性が出るように描いていく。

　小花咲良こと――黒琉の絵は、構図も色彩の豊かさも人目を惹き、それが読者たちの本をとる手となった。

　評判を呼んで黒琉は、いまや売れっ子イラストレーターだ。

　それが今、こうして電子掲示板のイラスト板で叩かれ、悪口や皮肉交じりの言葉が尽きることなくスレが埋まっていく。






『ちょっと、咲良。大変なことになってるよ』

　友人で同じイラストレーターである野上のがみ鈴すず、ペンネーム『ＲＩＮ』から連絡を受けて届いた掲示板のＵＲＬをクリックしたとき、心臓の鼓動とともに世界が止まったように固まった。

　――どうして、こんなことになっているの？

　――どうして、こんな目に遭っているの？

　事実無根の内容が次々と更新されていく。自分の知らない不特定多数の誰かが自分を破滅させようと画策している。

　怖い。なんだ、この集団は。

　検証するといって、嬉々として誹謗中傷を楽しんでいるだけじゃないの。

　人を奈落の底に落とすことがそんなに面白いのか。

　冷や汗が背中に流れ、ずっと心臓が激しく鼓動を打ち続けて痛いくらいだ。

　このままじゃあ、心臓が壊れそう。見るのを止めればいいのに、流れるスレを読むことを止められない。

　この二日間、部屋から出ずに食事も摂らず、ただただ掲示板を見続け、おかしいと感じた咲良の母が無理矢理パソコンを取り上げ、内容を知り、電源を切ったのだった。

　ほとんど食事も水分も摂らず、二晩の徹夜で精神的ショックも手伝ってパソコンを切ったと同時、咲良もコトリと意識を失った。

　それからの咲良の生活は、一変する。

『黒確実』『トレパクイラストレーターは止めろ』と短文投稿サイトでも書かれ、自分がイラストを請け負った本の評価にも厳しいものがつく。

『好きな作家さんの本ですが、担当したイラストレーターが最悪。もう二度と買いません』

『こんなパクリ絵師を採用した出版社の神経を疑う』

　などと中傷付きのレビューが次々と出てきた。

　出版社は、フリーのイラストレーターなど守ってはくれない。

　順調にいっていた仕事に暗雲が立ち込めた。






　――それから一ヶ月。






　なぜか咲良は、山の中にいた。
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　神奈川県相模さがみ郡喜代ヶ谷きよがや村。

　咲良の住む横浜市から、車で町田インターに入り約四十分。

　喜代ヶ谷村の玄関口である喜代ヶ谷を抜けてしばらく車を走らせると、神奈川県の水源を支えている一つである綾ヶ瀬湖に到着する。

　湖畔エリアにはカヌー場やバーベキュー場にキャンプ場など、多彩なアミューズメントを楽しめるようになっており、また春夏秋冬に変わりゆく風光明媚な景観は、観光客の目を楽しませていた。

　咲良が今いる山は祖母、小花春代はるよの所有している山林である。

（初日からこれ……）

　自分の度重なる不運に、大泣きしたくなるのを必死に堪え、目の前にいる男と対峙していた。

　山の中腹ほどの場所で、男はテントを張っていたのだ。

　しかもご丁寧に邪魔な木の枝を伐採し、その木で火まで焚こうとしていた。

（これはいけない、駄目でしょう！）

　しかも単純に生木に火をつけようとしたものだから煙だけが上がり、湿っぽい臭いとともに白いモヤが漂っている。

　生の木を燃やしたらこうなると知らなかったらしい。煙を吸ってゲホゲホとむせていたところに咲良が現れて急にシャンと背を伸ばし、格好をつけ始めた。

　男は三十代くらいだろうか。サングラスをかけてアウトドアの格好を決め込んでいるが、どれもこれも真新しい。

　まだ値札の付いている道具もあるところから、キャンプ初心者なのかもしれない。

　だからといって、この暴挙は許しがたい。

　いや、そもそもここは『関係者以外立ち入り禁止』の山だ。

　だって私有地だから。

　咲良は煙いのを我慢して、決死の覚悟で男に告げた。

「人の山で何してるんですか！　しかも、焚き火するなんて！」

　しかし、男はまるで咲良がこの場にいないかのように無視をし、白い煙を出しているたき火に小枝を突っ込んでいく。

「止めてください！　消して！　燃え広がったらどうするんですか！」

　煤が宙を舞っている。まずいと咲良は焚き火に近寄り、足で踏み消そうとした。

　慌てた男が咲良の体を押して止める。

「何すんだよ！　ようやく火をつけたのに！」

「ここは私有地です！　祖母の山です！　祖母の山に勝手に入って火を熾さないでください！　山火事はおっかないですよ！」

　どつかれて、よろめいた足にふんばりを入れて咲良はさらに言い返す。

　止めてもらわなくては。

　本当に火事になってしまったら、足の骨折で入院している祖母春代に申し訳がない。

　連なっている山に燃え広がってしまった、なんてことになったら大惨事になってしまう。

　二十三の咲良にもわかることなのに、自分より生きてきただろうと思われるこの男にはわからないのだろうか？

「はぁ？」と男は咲良を上から下までまんべんなく見つめると、鼻で笑った。

「お嬢ちゃん。きみ、アウトドアのことよくわかってないでしょ？　本で読んだ知識だけで物を語るのはよくないよ。こんな小さな火、一つで山一つ燃えるわけないでしょ？　その前に火を消すに決まってるじゃないか」

「火を熾した場所が悪いと言ってるんです！　さっき言いましたけれど、ここは私有地！　個人の山なんです。私の祖母が持っている山で、最近ブームかなんだかで勝手に山林に入って環境破壊したり、山の物を持って帰ったり、あまつさえ怪我をして所有者のせいにしたりと迷惑被ってる持ち主が増えてきたので見回りをしているんですよ！」

　一気にまくし立てた。

　よかった、まだこうして感情を出せる余力が残っている。

　咲良は、ここ一ヶ月の自分の様子を思いだして内心ホッとした。

　といっても、安心したのも束の間だった。

「あっ、そうかよ。消せばいいんだろう、消せば！」

　男は吐き捨てるように言うと、車から水の入ったポリタンクを持ってくると、

「ほらよ！」

　と、たき火にでなく――咲良に水をかけた。

「きゃあああっ！」

　油断していた。頭からジャバジャバとかけられて、全身びしょ濡れだ。

　予想外の出来事に咲良の頭の中は真っ白になり、その場に立ち尽くす。

　男は何がおかしいのか、ゲラゲラと腹を抱えて笑う。

「第一よ、祖母の山だ？　きみ、本当にここは祖母の山だって言う証拠、持ってるの？　違ったら言いがかりだよ？　それに俺、ここの関係者だし」

「……嘘！」

「嘘じゃありませーん。そう思うなら聞いてこいよ、その祖母ってやつにさ」

　自信ありげに言ってくる男に、咲良は迷い出す。

　迷いが顔に出た咲良に、男は威圧的な態度をとってくる。

「君も黙って人様の山、登りに来たんじゃないの？　春だし、山菜採りにでも来たんでしょ？　それなのに正義感振りかざして人のこと悪く言うんだ？」

　違う。違う。

　違うのに。どうしてそう決めつけるの？






〝トレパク作家のくせに〟

〝人の構図盗んで、それでお金稼ぐなんてね〟






「ちが……う、私は……、怪我をした……お祖母ちゃんに頼まれて……」

　正当な理由なのに。

　足を怪我して入院生活に入っている春代に頼まれて、しばらく滞在することになった。

　春代の家から山に入り、登ってきたのだ。

　あんたみたいに勝手に車ごと山に乗り込んできた奴と違う！

　祖母はそんな奴に、山へ入る許可なんて出さない！

　そう言えばいいのに――ネット上でされた誹謗中傷の言葉の羅列が次から次へと浮かんできて、咲良を蝕んでいく。

　胸が痛くなって俯くと、水を含んだ髪が重たそうに前に下がり、水滴を地に落としていく。

「――いてっ！」

　突如、一陣の風が咲良の横を通り過ぎた。

　刹那、男が声を上げ、指をおさえる。

「な、なんだ……？　風で指が切れた……」

　男の周辺だけ風が舞っている。

　ビックリした咲良は顔を上げ、その様子を不思議な面持ちで見つめていた。

「……？」

　風の中に何かいる。咲良は目をこらす。

　何か動物？　鳥？　ううん、尻尾が鳥のものじゃない。フサフサしている。

　あんまり速い速度で男の周辺を飛んでいるので、それくらいしかわからない。

　男は、しつこく自分の周辺を舞う風を不気味に思い始めたらしく、肩を縮めながらゆっくり車に向かって下がっていく。

　そんな中、

「おーい。煙が上がってるが、そこに誰かいるのかー？」

　と、こちらに向かって声をかけてきた者がいた。作業着に長靴に、迷彩色のキャップを被った男たちが祖母の山に登ってきたのだ。

　三人はそんな姿で、初老一人と中年二人。

　それともう一人、そして二十代くらいの青年。オレンジ色のマウンテンパーカーに黒いスラックスという出で立ちだ。

　男たちはずぶ濡れの咲良と、男を見てギョッと立ち尽くしたが、すぐに状況を理解した青年がパーカーを脱ぐと、それを咲良の肩にかけた。

　咲良は突然やってきた集団にホッとしながらも、どう説明したらいいのか、どこから説明したらいいのか戸惑う。

　この青年の姿にも咲良は戸惑っていた。

　目は切れ上がり、鼻筋は通っている。瓜実顔だが優男のような印象ではない。

　きりりと引き結んだ大きめの唇が精悍さを際立たせている。

　黒髪は闇のように真っ黒で、後ろの髪をまるで小さな尻尾のように後ろで縛っていた。

　もっさりとした田舎くささはなく、都会でスーツでも着てバリバリ働いているような、そんなイメージの湧く青年だ。

　要するに、滅多にお目にかかれないイケメンに優しくされて戸惑っているのだ。
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「ちゃんと着て。風邪引いてしまうから、すぐに山を降りた方がいい」

　少し低めでゆっくりめに語りかけてくるボイスは、泣きたくなるほど優しい。

「で、でも……」

　できれば青年の言うとおりにしたいが、ここは祖母の山だ。その山で起きた問題を放っておくことはできない。

　男の方は何かを察したのか、つむじ風が止んだ途端、せっせとキャンプ用具を片づけ始めていた。

「ちょーっと待った。この火を熾したのはあんたでしょ？　残り火があると山火事になりかねないからね、ちゃんと消して。教えるから」

　登ってきた中年が男に注意をする。

「いや、その、俺じゃあ……」という男の言葉を遮って初老の男は詰め寄る。

「あんた以外、誰がいるの？」

「ここ、所有者が入院中で見回りを頼まれてんだよ。そもそもこの山は『特別』だから、他人に入山許可なんて出さないよ？」

「じゃ、じゃあ！　その子はなんなんだよ!?　山菜採ってるんだぞ！」

　男は咲良を指さす。

　初老の男は眼鏡をかけ直しながら咲良をしげしげと見つめ、声をかけてきた。

「あんた……何？　山菜を？」

　違う、そう声を上げようとしたら、

「咲良さんだよ。小花さん――春代さんのお孫さんの。しばらく小花さん宅に泊まって家と山の管理するからよろしくと」

　と代わりに青年が話してくれた。

　初老の男はビックリして思わず青年を見上げる咲良と、まっすぐに見据える青年を交互に見つめると「ああ、ああ……！」と眼鏡をかけ直しつつ頷く。

「咲良ちゃんか！　いや、わからなかったよ！　大きくなったなぁ！　覚えてないかな？　お隣の加藤かとうだよ！　加藤のおじちゃん！」

「隣の……？　ええと……お祖母ちゃん宅から出て百メートルくらい右にある、一軒家の加藤さん……？」

　咲良と両親が住んでいる横浜の住宅街と祖母の家のある喜代ヶ谷村では人口が違う。そして一世帯の所有面積も。

　隣家との距離が一メートルもない都市の住宅に比べて、村の一軒家と一軒家の距離は長いのだ。

「そうそう」と豪快に笑いながら、咲良の濡れた頭をポンポン叩く。

　ああ、そうだ、小さい頃、こうやってことあるごとに頭ポンポンしてくる人だった。

　知り合いが来た。それだけでも咲良はホッとして腰が抜けそうになった。

　クラリと揺れた体を青年が支えてくれる。

「マジで身内だったのかよ」という男の呟きが聞こえたが、それに応えたのは加藤さんを含む三人の見回り団だった。

「しっかりと火を消して！　それ終わったら車に乗って綾ヶ瀬湖まで行ってもらうよ。そこでみっちりお説教するから！　第一、湖にキャンプ場あるでしょう？　なんでわざわざ山に入ってんの？　しかも車ごと。道できちゃってるじゃないか！」

「いや、その……キャンプ場は人が多いから……」

「はぁ？　だからって勝手に山に入っていいわけないでしょ！　ほら、さっさと動く！」

「おじさんたちがしっかりと、キャンプのノウハウを教えてあげるから！」

　三人がかりで捲し立て、男はすっかり萎縮している。大人しくキャンプ道具を片づけ始めていた。

　それを横目で見ていた青年が加藤さんに声をかける。

「咲良さんずぶ濡れなんで、家まで送っていきます」

「ああ、頼むよ。……って、なんで咲良ちゃん、濡れてるんだ？」

　加藤さんの問いに咲良は、じろりと男を睨みつけ、

「その人に聞いてください」

　と答えた。

「ああああん？」加藤さんたちが一層凄みを増す。

「風邪引くから、さっさと下りよう」

　青年に促され、咲良は彼の後をついていく。

　加藤さんら三人にヤキを入れられている男の様子は、山に木霊している声で十分に想像できた咲良だった。






　祖母の家の裏に山がある。

　いや、この辺りは自宅の横や裏が山という場所はいくらだってある。

　大抵は何のこともない低山で、「そのままにしておくのもなんだから」と、果物の生る木を植えたり、傾斜をならして家庭用の小さな畑を耕したりする。

　祖母の山もそうだが、一つだけ違う。

　――それは、小さな赤い社があるところだ。

　社は山の頂上にあり、咲良は見回りにそこまで登り、反対側から降りている途中で先ほどの男と遭遇したのだ。

「まさか、あそこまで車で上がってくるなんて……」

　確かに祖母の家がある斜面に比べたらずっとなだらかだが、獣道ですらないところを車で入ってくるなんて、咲良には信じられないことだった。

「あれって四駆だろう？　無理にでもいけると思ったんだろう。もしかしたら以前来て、目星をつけておいたんじゃないか？」

「そうか……そうかも」

　青年の言葉に咲良は力なく同意する。

　加藤さん含む地元の人が、いいタイミングで見回りに来てくれたことに改めてホッとしたのだ。

　同時に、頭から水をかけられ、びっしょり濡れた体が冷えてきた。春先の山の木陰はまだ寒く、ますます体温を奪われている。

「ちょっと急ごうか」

「――えっ!?」

　咲良の様子に気づいた青年が、彼女を抱き上げて走り出した。

「だ、大丈夫です！　歩けますから！」

「体が冷えすぎてる。早く家に戻って温まらないと風邪引くぞ」

　反対側から降りるとぐるりと回っていかなくては家に着かないので、元来た道を下っているが、その速さといったらまるで山の中を自由自在に走り回る獣のようだ。

「舌噛むから。口、閉じといて」

　咲良は大人しく青年に従うことにした。下ろしてもらえないし、確かに速いが揺れがあって本当に舌を噛みそうだ。ムキになって「下ろして」と言っていたら舌を噛むこと間違いない。体力のなくなったことを恨みがましく思いながら、ヒーヒー言って登った山道も駆けて下りるとあっという間だった。

　十分もかからずに祖母春代の家に着いた。

　祖父が亡くなって一人になった祖母が、好きに建て直しした平屋の日本家屋。

　ダイニングキッチンに和室四つ。

　それとベッド生活に憧れた春代が、寝室用にと出窓付きの洋室を注文。

　しかし、ダイニングキッチンに直結している和室二つでおさまっている生活で、結局そこにベッドを移動して２ＤＫの生活をしていた。

　咲良は使われなかった洋室に、折りたたみ式のデスクとパイプベッドを購入して置かせてもらった。

　洋室は玄関から入ってすぐ右にある。

「すぐにお風呂を沸かすから、着替えちゃって」

　青年は咲良に言うと、さっさと家に入っていってしまった。

「ちょ、ちょっと……？」

　青年は玄関から上がって廊下をまっすぐに歩いて行く。その突き当たりが風呂場なのだ。

　お風呂場の位置を知ってる？

　彼はこの家の間取りを知っているっていうこと？

　お祖母ちゃんから聞いてない、この人のことを。咲良は首を傾げた。

「クシュッ」

　鼻がむずむずしてきた。とにかく濡れた服を脱いで着替えないと。

　持ってきた荷物の中にお気に入りのバスタオルも入ってるはずと、トランクを開け着替えを出した。

　モデル並みのイケメンがいるからそれ相応の着替えを――などと服を選んでいる余裕なんて、今の咲良にない。

　春代の家に帰ったという安堵から、急に寒気が襲ってきた。

　急いでバスタオルで体を拭うと、すぐに着られる物！　とセットアップのスウェットを着込む。

「咲良さん、開けるよ？　いい？」

「あ、は、はい……！　どうぞ！」

　扉を叩く音と青年の声がけが同時にあり、咲良は返事をする。

　ちょっと心配そうに眉を寄せる彼が顔を覗かせる。

　さすがに若い女性が使っている部屋にズカズカと入る勇気はないらしく、扉を二十センチほど開けるだけだ。

「風呂、沸いたらすぐに入るんだよ。俺は加藤さんのところに戻るんで」

　と、扉を閉めようとするので咲良は慌てて引き止める。

「――あ！　あの……！　ありがとうございました！」

「いえ、小花さんにはずっとお世話になってるし」

　と、口角を上げる。

　照れくさそうな笑みがいい。切れ長の目がより一層細くなって幼く見える。

　ちょっとドキドキする。三次元の男に興味を持てない自分が胸を高ぶらせるなんて、すごく珍しい。きっと熱でもあるんだ。

　落ち着こう私、と咲良は青年にさらに声をかけた。

「祖母に何も聞いていないので、あ、あの祖母と仲良くしていただいてありがとうございます！　あとでお礼に伺うので、お名前を教えてください！」

　ペコリ、と頭を下げ上げると、彼は訝しげな表情を咲良に向けていた。

　どうしてそんな顔するんだろう？　何かおかしなことを言っただろうか？

　脳内で『？』マークが乱立する中、青年は窺うように咲良に尋ねてきた。

「俺のこと、覚えてない？」

「え……？　いえ」

　咲良はブンブンと勢いよく頭を横に振る。

　こんなイケメンに会ってたら、忘れるわけないじゃないの。

「だからか……俺を見てボーッとしていたわけだ」

　青年は、髪を掻き上げながら「はぁ」と、溜め息を吐いた。

　先ほどのはにかんだ笑顔は消え失せて、失望感漂う表情になり、咲良は申し訳なさでいっぱいになった。

「ご、ごめんなさい……。どこかでお会いしてたんですね」

「まったく覚えていない？」

「はい」

「名前も？」

「はい……」

　トレースパクリでネット炎上されて一ヶ月の間、咲良の記憶は朧気になっていて、よく覚えていないことが多い。

「ここ一ヶ月の間にお会いしました？　私、ちょっと記憶が朧気で……」

「いや、ずっと昔。咲良がここに住んでいた頃だよ」

「咲良」と思わず呼び捨てで呼ぶと言うことは、親しい間柄ってことだ。

　それなのに思い出せないなんて。咲良は頭を抱える。思いだそうと懸命になったら酷い頭痛が起き始めたのだ。

「ごめんなさい……思い出せない」

「咲良に何があったのか聞いてる。それに今、調子悪くなってきてるようだし、無理しなくていい。体温めて横になってな」

「でも、祖母の山で起きたことなのにお任せしちゃうなんて」

「言っただろう、春代さんに頼まれてるって。大丈夫、任せてくれ」

　また来る、と青年は扉を閉めた。

　玄関の引き戸を開けて閉める音がする。行ってしまった。

　本来なら玄関まで送るのが礼儀だろうけど、今の咲良はそんな余裕もないし、気遣いもできなかった。

　頭が痛い。冷えすぎて血流が悪くなっているだけなのかもしれないし。本格的に風邪を引く前に、お風呂に入って体を温めよう。

　今の咲良は、自分の体調管理だけに精一杯の状態なのだ。







◇　◇　◇








「うーん……。お祖母ちゃんの山に登ったのって……私が小学校に上がる前だから……わぁ、十七年くらいぶりじゃないの？　安請け合いしなきゃよかったなぁ……山の見回りなんて」

　咲良はブツブツと呟きながらベッドに潜る。

　風呂に入って体が温まると、少し頭痛が治まった気がする。

　念のためにと頭痛薬を飲んだので、一寝入りすれば治っているだろう。

「お祖母ちゃんももういい歳なんだから、山なんて売っちゃって横浜の家に来ればいいのに」

　またポツリと言う。

　婿養子として小花家に入った父も、祖母の娘である母も「そうしろ」と言っているのに、春代は頑なに首を縦に振らない。

　たいした資産にもならない山だろうけど、それだって欲しがる業者はいるのだという。

　神奈川県の山は都心に近い位置にあるだけに、海外からも欲しがる者が結構いるらしい。

『でもねぇ、日本の山なのに。それにこの山は特別なの。小さなお社があるでしょう？　先祖代々祀ってきたそれを、外国の人が大事にしてくれるとは思えないの』

　と春代。

　祖母の山に対する愛情は、今回の彼女の怪我でよくわかった。

　去年から無断で私有地の山に入り、アウトドアとしゃれ込む家族連れや旅行者が増えてきているとニュースでも話題に上がり、ここ、喜代ヶ谷村でも問題になっていた。

　管理されている山とはいえ、整備されていない場所がほとんどだ。

　山林を伐採し、階段を造り、登山コースやキャンプ場を切り開くようなことはしない。アウトドアを楽しむための山ではない。生活の一部の山なのだ。

　藪を抜ければそこは崖、という場所だって少なくないし、危険な野生の動物だって潜んでいるかもしれない。それは山林の所有者だからこそ、どこが危険だとわかっているから普通に歩けるだけ。いや、油断すると所有者だって怪我をすることもある。

　そんな山林にズカズカと入り込み、あまつさえ怪我なんてされたら、こっちはたまったものじゃない。

　切々と涙ながらに病院で語られて、骨折し、ギプスで固められた痛々しい右足を見せられては、咲良も両親も「もう山を売れ」と冷たいことなど言えなかった。

　家族で話し合い、母は仕事を休み、しばらく春代の付き添いで病院の近くに住む知り合いの家に間借りすることにして、父は横浜の実家で留守番を任され、咲良は祖母の代わりに山の見回りをすることになったのだ。

　理由は至って簡単。

『咲良が一番若いから。山を行き来する体力はあるだろう』

『フリーのイラストレーターだから、道具が揃っていればどこでも仕事ができる』

　というわけだ。

　仕事がフリーだから、どうにか時間を割いて山の中を見回りしろ、というのもわかる。

　家族の中で自分が一番若い。二十三歳だし、小さい頃に患っていた喘息も今はすっかり良くなり、健康優良児となった。

「だけど、部屋に引きこもってやる仕事を甘く見過ぎだって……毎日通勤で満員電車に揉まれているお父さんより体力ないよ、私」

　自慢にならないことを呟く。

　それに勝手に山に入ってくる人に遭遇したら、若い女性の私が注意したって大人しく言うことを聞くわけないじゃない、とぼやきながらも春代の家に来て、山を見回りしていた。

　そして、そのとおりになったのだから。

　しかも、タンクの水を頭からかけられるという嫌がらせまで受けて。

　あそこで加藤さんたちが来なかったら、どうなっていたか。

　あとでお礼に行かないと。……それから、家まで送ってくれた上にお風呂まで沸かしてくれた人にも。

『俺のこと、覚えてない？』

　全然、覚えてない。

「あんなイケメン、さすがに一度でも会っていたら覚えているよねぇ……」

　もしかしたら出版社の人？　そう思い立ったら急に頭痛が酷くなり、また胸がバクバクしてきた。

　これは駄目なやつだ。眩暈まで襲ってきた。

　あのトレパク疑惑の炎上騒ぎのとき、締め切りが近いイラストの仕事は提出したものの、短文投稿サイトや各電子書籍サイトで名指しの誹謗中傷が書かれ、また出版社にもクレームのメールや電話が来たと連絡を受けた。

『有名税というものだから気にしなくていい。依頼した仕事はそのままお願いします』

　と、励ましてくれる出版社もあれば、

『申し訳ないけれど、うちは弱小だからクレームは直接打撃になる』

　そう断ってくるところもあった。

　といっても、そのまま依頼した仕事の続行を申し出た出版社も、次回の仕事はキャンセルにされた。

　自分は真っ白でやましいことなどしていなくても、検証スレを見て「黒に近いグレー」と判定されたのだろう。

　それか『嵐が過ぎるまで待つ』、という姿勢なのか。

　どれにしたって出版社側としたら妥当な判断なのだろう。だからこそ咲良はそれを受け入れていた。

　自分も嵐が過ぎるまで待とう。そう思えるようになっても、自分の心にはいまだ傷があり、生命がこぼれ落ちているように感じられた。

　体中が痛くなって眩暈がして、ネットに書かれた罵詈雑言が頭に次々と浮かんでくる。

　聞こえないはずの声が自分を怒鳴りつける。






〝このパクリ絵師！　描けないならイラストレーターやめちゃってよね！〟

〝あんたなんて捕まっちゃえばいいのに〟

〝最低。あんたのせいで作品が汚れちゃったじゃないの！〟






　息が荒くなってくる。

「いけな……。過呼吸」

　咲良は袋を広げ口に当てると、呼吸を繰り返す。

　落ち着いたら眩暈の薬を飲もう、と思いながら。

　咲良がどうにかこうして外に出て、動けるのは母のお陰だ。

　二日目で母がパソコンを取り上げて、しばらく彼女に見せなかったから現実に戻ることができた。

　仕事が滞ったけれど、さいわい、咲良の心が壊れる前だった。

　それでも『たった二日、されど二日』なのだ。

　短文投稿サイトの自分のアカウントも、サイトも消すことになった。直接、クレームを入れてくる者が多かったから。

　いまだに自分の心の傷は癒えていない。

　ジクリ、ジクジク、とゆっくりと少しずつ血が流れている――そんな気がする。

　どうにかしなきゃ、どうしたらいいんだろう？

　自答自問の一ヶ月。

　そんな折りに祖母春代の怪我。

　きっと両親も、話を聞いていた祖母も「咲良の転機」と、この山の見回りを頼んだのだろう。

『仕事、まだ一社分残ってる？　じゃあ、お祖母ちゃんの家でやって、あとはゆっくりしとき。お祖母ちゃんは入院するし。一人でのんびりすりゃあ、心も晴れる晴れる』

　咲良の現状を知って、励ますようにカラカラと病院のベッドの上で笑う春代。

　遠回しに気を遣っていることがわかり、それもまた申し訳ない気持ちになる。

「……あれ？　なんか変なことも言っていたような」

　そのときに付け加えて言った春代の言葉に、ん？　と咲良は首をかしげる。

『いくらお祖母ちゃんの家でも、当分一人で暮らすのはちょっと怖いかも』

　と、ポツリと呟いたら、

『お狐様が守ってくださるから大丈夫だよ、むしろ咲良だと知ったら、お世話しに来るかもねぇ』

　と春代。

　昔からおとぎ話のようなことを言うのよね、お祖母ちゃんは。

　そんな春代の話すおとぎ話にワクワクと胸を躍らせ、想像して、スケッチブックに描いていたことがイラストレーターを目指すきっかけになったのだから、むしろ感謝するべきか。

　しかしながら、これからはイラストレーター以外の仕事を見つけなくてはならなくなるだろう。

「……今受けているイラストの仕事を提出したら……晴れて無職……か……」

　この先どうしようか？　しばらくお祖母ちゃん家にいて、それから……

　薬と、初めての山の見回りでの事件で疲れたのか、目を瞑ると咲良はあっという間に闇に落ちた。










　祖母と手を繋いで山を登る。

　疲れた私は『おんぶ』と甘えて、祖母は『仕方ないねぇ』と言いながらもしゃがむと、背中を貸してくれる。

　私は喜びのあまり小さい子特有の高い笑い声を出しながら、祖母の背中に抱きつく。

　高くなった視界は別世界にやってきたようで、ドキドキと胸を高ぶらせた。近くなった空を仰ぐと、青空に唐草の模様をつけるように細い梢が見えた。

　春の陽気に目覚めたばかりの山中の木々は、まだ萌黄色の葉芽ようががあるばかりだ。

　土と木の匂いが空気に溶け込んでいるようで、山の匂いを嗅ぐ。

　目を瞑ると、どこか遠くから鳥の声が聞こえるだけで何の音もない。

　静かだ。

　別の世界に来たみたいと言うと、祖母は愉快そうに笑った。

　そうしてたどり着いた先は山の頂上。

　三畳分ほど拓けた場所には、朱色の小さな祠とそれを守るように植えてある桜の樹。

　私を背から下ろすと家から持ってきたリンゴをお供えし、手を合わせる。

　私も祖母の真似をして、一緒に手を合わせた。

　毎日、喘息で寝込んでいるとき以外はこうして、祖母と山の頂上にある社までお参りに行っていた。

『喘息が治りますように。お熱が出ませんようにとお祈りしようね』

　いつもそう話してくれた。

　そう言う祖母に私はいつも、

『きつねが祈ってくれてるよ？』

　と返す。

　祖母は決まって渋い顔をするのだ。






　――狐に名前があった気がするけど、なんだっけ？
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「風邪……引いた……」

　熱くて咲良は目が覚めた。頭はぼんやりとするわ、喉は痛いわで熱を測ったら三十七度八分。咳が出ていないだけまだマシだろうが。

　持ってきた風邪薬の瓶を持って台所に向かう。辺りはもう暗い。お風呂に入ってベッドに潜り込んだのが午後二時くらいだった。

　今、何時だろう？

　春代が気に入って購入した、熊のお腹が文字盤になっている木工の掛け時計の時刻を見ながら薬をのむ。

　時計の針は七時十分を示していて、夕飯時だと気づく。

「ご飯食べなきゃ。……いいか、食欲ないし」

　風邪で食欲がないというより、ここずっと食べる気がしない。

　両親や友人の鈴がいる前では心配するから無理矢理口に押し込んでいるけれど、何を食べても美味しくない。

　春代が買い込んであるスポーツ飲料のボトルを一本冷蔵庫から取り出すと、口飲みする。

　半分一気飲みして、これだけで十分と咲良はキャップを閉めて冷蔵庫に戻した。

「汗かいたから……着替えよう」

　フラフラと覚束ない足取りで部屋に向かう。

　ちょうど玄関の前まできたときだ――

「咲良、起きてるか？　勝手に上がらせてもらうぞ」

　カラカラと引き戸が開き、誰かが入ってきたので咲良は驚いて「ヒィッ！」と声を上げた。

　引きつった叫び声に影が引いたが、「あ、暗くて誰だかわからないか」と、玄関の明かりのスイッチを点けてくれた。

「……あ」

　声の主が例の青年だとわかり、咲良は安堵の息を吐く。

　彼は片手に持っていた買い物袋を掲げる。

「夕飯作りに来たんだ。もしかしたら体調悪くなってるかもしれないと思って」

「正解です……」

「やっぱりそうか。……あの野郎、祟っておく」

（え？　祟る？）

　祟るって物騒な、と、でも顔は本気だ。「冗談を」と笑った方がいいのか、どうしようかとワタワタしているうちに、青年は玄関から上がり、台所に向かっていく。

「あ、あの……！」

「夕飯できたら呼ぶから、それまで横になってなよ。あと、自室だけでも暖房付けたほうがいい。この辺りは春でもまだ朝晩寒いから」

　間髪を容れずに指示され咲良は「はい」としか言えず、スゴスゴと部屋に戻りエアコンを付けてベッドに潜る。

　何やってるの私、彼の名前さえまだ聞いていないのに。

　お祖母ちゃんや加藤さんと顔見知りだということだけで安心して、家に入れてしかも夕飯まで作ってもらって。

（そうだ！　お祖母ちゃんにメールして聞けばいいんじゃない！）

　無料Ｗｉ－Ｆｉを利用できる病院が増えてきている。確か春代が入院している病院も利用できるはずだ。面倒見ている母が動画配信好きの祖母のために設定しているだろう。

　咲良は早速リュックからスマホを取り出すと、春代にメールを打つ。







件名：知らないお兄さんが夕飯を作りに来てるんだけど

おばあちゃん、足の具合はどう？　今日、早速山に入ってきた不届き者にえらい目に遭わされて風邪引きました。そこで加藤さんたちと会って事なきを得たんだけど、一緒に二十代くらいの男の人がいて、親切にしてもらってる。しかも今、夕飯作りに来てくれてる。彼は私のことを知ってるらしいんだけど、ぜんっぜん覚えてないの。おばあちゃん、知ってる？　背が高くて目が切れ長の人。髪は真っ黒でちょっと伸ばして後ろで縛ってる。狐顔かな？　でもめっちゃイケメンなんだ。といっても私一人だし、本当におばあちゃんの知り合いなのか心配なので確認のためにメールしたの。








「送信！」

　これで返ってくれば彼の名前も詳細もわかる。ちょっと安心したら気持ちの問題か体が楽になった気がする。気がするだけなのはわかっているが。

（……あ、お出汁の匂い）

　心に余裕ができたせいか、鰹節と醤油の香りが咲良の部屋まで漂ってきているのに気づいた。きちんと出汁を引くのだと感心してしまう。

（変なの、嗅いだだけなのになんだか体が温かい）

　同時、懐かしいとも感じる。小さい頃によく嗅いだ匂いだ。

　母は春代の娘なのに、出汁を引く、取るという手間が苦手で市販の出汁や汁を使っている。

　ずっと働いていて、そういった手間をかけられないことも咲良は承知の上だ。

　父と二倍力でやってくれたからこそ、咲良の喘息の治療も、授業料の高い私立の学校にも美術の専門学校にも通わせてくれて、その上、横浜の今の家も建てることだってできた。

『老後の資金も貯めてあるし、勿論、咲良の結婚資金も貯めてあるからいつだって彼を連れてきていいからね！』

　と胸を張る母の横で父が『まだ嫁は早い！』とブスッたれていたのは去年の話だ。

（……いや、彼氏いるどころかできたことないから）

　侘しい人生だ。恋人は空想上の二次元の男たちだと豪語していた十代が懐かしい。

　シミジミとしていたらスマホが振動する。

　メール受信を確認すると春代からだった。







件名：Re:知らないお兄さんが夕飯を作りに来てるんだけど

あら、さっそく会えたのね。顔立ちがイケメンの狐みたいでしょう？（笑）咲良の書いた表現で誰だかすぐにわかった。でも咲良、その人の名前を忘れたの？　あんなにまとわり付いてたのに。それも試練なのかしらねえ？　彼はね、野狐やこさん、て呼ばれてるの。『やこ』って読むんだよ。まあ、よかったね。野狐さんの作るご飯は美味しいの、来てすぐに作ってくれるなんてやっぱり嬉しいのね、野狐さん。大丈夫よ。安心して。








「野狐さん……ていうんだ」

　春代の知り合いだと確認がとれてホッとする。

（あんな若い男の人がこの村にいて、仲良くしてるんだ。お祖母ちゃん若いな！）

　お祖父ちゃんが亡くなって七年。最初の頃こそ何かあると思いだしては泣いていたけれど、三回忌には吹っ切れていた様子だった。

　今年で六十七歳。確か加藤さんと同い年の幼なじみだったはず。

　それにしたって春代は見かけとても六十代に見えない。髪型のせいなのかそれとも幼げな顔立ちのせいなのか、十は若く見える。

　動きもキビキビしているし。だからこそ玄関先で転んで足を折ったと聞いて、驚いたものだ。

　見かけは若く見えても、中はそれ相応に歳を取っているのだろうか。

　いや、出産や閉経でカルシウムが足りなくなっていたのか。

（日頃から気をつけるよう言っとかないと、というか、メールを送っておこう）

　寝ながらポチポチと春代に返信する。

　しかし、十分過ぎても返事はかえってこなかった。内容が内容なものだから拗ねたのかもしれない。やれやれと咲良は布団を頭から被る。

　ちょっと無理したかもしれない。野狐さんの作ったご飯を食べられるか不安になってきた。

　残したら申し訳ない。ガッツリ系でないことを祈る。

　祈っていたら扉を叩く音がした。

「夕飯できたよ。起きてこっちに来れる？」

「あ、はい」

「冷えないように上着を着て。こっちで待ってるから」

「わかりました」

　確か厚手のカーディガンを持ってきたはずと、咲良はベッドから出るとトランクを開けてカーディガンを取り出す。

　他の着替えは段ボールに入れて車に積んである。快癒したら出さないと。

　何せこの部屋にはまだ二、三日必要な衣類と洗面用具に、仕事道具のノートパソコンとイラスト機材しか置いていない。

　土日だから山の見回りを先にした方がいい、と考えたのが運のつきだった。

「野狐さんたちが来てくれてよかった。もっと酷い目に遭っていたかもしれないし」

　呟きながらノロノロとダイニングキッチンに向かう。

「咲良、こっち。こっちの和室に」

　ふすまを開けて野狐が顔を出す。

　ダイニングキッチンに続いている四畳半の和室だ。春代が日常的に使用している部屋でもある。

　まだまだ必要な気候のせいか、入るとこたつが置いてある。

　こたつの横に小さなローテーブルがあり、そこにはお茶セットが。

　そしてテレビとテレビ台。座椅子が二つ。

　そのうち一つは立派なもので、普段春代が使用しているものだろう。

　その座椅子の前に一人用の土鍋が置いてあった。

「座ってて。箸とレンゲ持ってくるから」

「はい」

　春代の座椅子に座ると、目の前に鎮座している鍋を見つめる。

　蓋をしてあるが、匂いからしてうどんだとわかる。斜め前のキッチン側の面にも一人前用の土鍋があるから、野狐さんも一緒に食べるのだろう。

　すぐに野狐が色々載せたトレーを運んできた。

　一皿一皿テーブルに載せながら説明してくれる。

「タラの芽の天麩羅。ちょっと育ちすぎてるけど、まだやわらかいから。それと野蒜の酢味噌。あと、すりおろした生姜ね。これは好みの量をこれに入れて」

　と、鍋の蓋を外す。

　フワン、と湯気が天井に上がって出汁の匂いだけを残して消えた。

　ニラを刻んだような青いものが卵に絡まっている。よーく見ると小ネギの青い部分じゃなかろうか。見た感じとろみもあるようだ。

「野蒜の青葉を入れた、卵あんかけうどん」

「これ、青ネギの部分じゃないんですね」

「ネギ属だから、同じようなものかな。匂いはニラっぽいけどね。生姜はお好みで入れて」

「私、薬味系好きなので大丈夫です」

　咲良はうどんの真ん中に一匙、ちょこんとのせる。

「食欲なかったら無理して食べきろうとしなくていいから。俺が食べるし」

「はい」

　そう言いながら小分け用の小皿を咲良に手渡す。

　いつもだったらタラの芽の天麩羅なんて好物で、春になったら絶対に食べるが今回は無理な気がする。

　野蒜は小さい頃よく食べた記憶があるが、久しぶりだし、何よりニラのような匂いが胃に厳しそうだ。

　申し訳ないけれど、うどんだけ食べようと決意。

「ありがたくいただきます」

　咲良は箸を持って手を合わせると、いただきますと挨拶をする。

　小皿に取り分け、まずは汁からとフーフー吹きかけてから口にいれる。

　途端、口の中から喉へ、そして胃へと向かう温かな汁が、冷えた体内に内側から熱を与えてくれる。

　もう一口。今度はほんの少しおろした生姜を絡めて飲む。

　かすかにくる生姜の辛みは、一気に咲良の体に熱を噴き出させる。

　薄味に仕立て上げているのに、醤油と出汁の味がしっかりと伝わってくる。

　たまらずうどんに食らいつく。

　うどんはもちもちとしていながら、噛みやすい。生うどんを茹でたんだ、とわかる。

　とろみで、溶きほぐした卵と野蒜の青葉がうどんについてくる。咲良はかまわず吸い上げる。

「――あつっ！」

　勢いよく吸ったので熱々が口の中で暴れた。

「水。とろみがあってなかなか冷めないから、気をつけて食べて」

「す、すみません……」

　恥ずかしさに頬を赤らめながら、水の入ったグラスを受け取る。

　しかもにこりと微笑まれて、咲良はどう返したらいいのかわからず、咄嗟に出た言葉が、

「美味しいです、とても」

　という、うどんに対する感想だった。

　気の利いた言葉がちっとも出てこない自分をますます恥じたが、彼はそう思っていないようだ。

「よかった。心身ともに疲れ切ってるようだったから、思い切って山の幸を使ってみたんだ。山の滋養は今の咲良にきっといい効果を出してくれる」

「少し食べただけなのに、元気出たような気がします」

「でも、残さず食べようとしないでいいからね。無理しないで」

　こっちの思惑は見透かされていた。

　顔に出ていたのだろうか？　そう思いながら「はい」と小さく返事すると、うどんをすする。

　胃袋が温まってきて活発に動く。そうなると目の前にあるタラの芽の天麩羅が気になり、一つ箸をつける。

　店では売っていない、ちょっと育ってしまったタラの芽は、左右に広がって手の平のような形に揚げられている。咲良はにんまりと笑った。

「懐かしい……。自分で採ったものとか、青空市場とかに置いてるものってこういうの！」

「ちょっと育っちゃってるけど全然食べられるよな――塩がいい？　天つゆにするか？　作ってくるけれど」

「ううん、お塩で大丈夫です」

　小皿に載せて塩をパラリと振ってから一口。

　噛むと衣がザクッと口の中でほぐれる。一噛み二噛みするとタラの芽の濃厚な甘さとカラッと揚げた衣が混ざっていく。

「は……春の恵みぃ～！　美味しい！」

「食欲はあるようだな。食べられるならすぐに元気を取り戻すさ」

　野狐は励ますように咲良に言うと、鍋から直にうどんをすすり始めた。

「あの、ありがとうございます。昼間も助けていただいたのに、こうしてご飯まで作ってくれて」

「当たり前だ。咲良は俺の嫁になる人だからな」

　――ブッ!?

　野狐の言葉に咲良は、口に入っていたタラの芽を噴き出すところだった。

「よ、嫁……？　えっ？　……えっ？　ぇえ……？　どういうこと!?」

　慌てて水を飲んで口の中をクリアにした咲良は、バクバクしている胸の音を聞きながら野狐に問い詰めた。

「ちっとも覚えていないんだな」

　野狐は諦めているのか、呆れているのか平静な態度を崩さない。

　野蒜の酢味噌和えを一口食べて、またうどんをすすっている。

「あ、あの……そんな約束、いつ？　もしかしたら祖母か亡くなった祖父が、野狐さんにそんな約束を？」

　思い出せない。としたら、第三者が勝手に口約束か何かをしたのだろうか。

　考えられるのは亡き祖父か、祖母である春代しか思い当たらない。

「まぁ、考えたら咲良が覚えていないのは仕方ないと思った。まだ小学校に入る前の話だし。……俺は結構ショックだったけどな」

「え？　ぇえ？　えええ……すみません、思い出せなくて……」

　箸を置いて改めて謝罪する咲良に野狐も、うどんをすする箸を置いて咲良に体を向ける。

「いや、いいんだ。俺は少々、特別な事情を抱えていて、それが影響しているんじゃないかと考えてる。咲良が春代さん並みに『巫力ふりょく』があればよかったんだけど」

「『巫力』……ですか？」

「『巫女』の『巫』に『力』で『巫力』と言うんだ」

　慣れない言葉に首を傾げた咲良に野狐はそう教えてくれる。

「それって、巫女のことでしょうか？」

「『巫力』というのは俺側の言い方で、『見えざるものが見える』または『聞けない声が聞ける』力を『巫力』と言ってる。咲良側からしたら、巫女さんや霊能力者かな」

「じゃあ……祖母は霊能力者ということですか？　そうですよね？」

　聞いてないよ、と咲良は呟く。

　春代から「あの辺に何かがいる」とか「あそこの地域はやばいのがいる」とか聞いたことなどない。普通の、ちょっとロマンチックでファンタジックなお祖母ちゃんなだけだ。

　そう、ちょっと山に向かって話していたり、茸に向かって「あなたは食べられる子？」とか尋ねたり「加藤さんちの裏山に住んでいる狸が子供を生んだんですって。名付け親になったのよ」とか。

　――あれ？　あれ？

　想像力豊かな楽しいお祖母ちゃんというイメージが一瞬にして反転して、肌が粟立つ。

「あれ……？　ちょっと待って？　幽霊的な話はしなかったけれど……『今日は山の精気がすごいわー』とか『山の神様が怒ってらっしゃるわ』とかよく言っていたけど、あれって……」

「それが春代さんの『巫力』」

　そう、と野狐が頷く。

「し、知らなかった。あまりにも自然体だったもんだから……」

「周囲に溶け込んでいる存在だからね、春代さん自体。村人もそれが彼女の普通だと思っているし」

　それから野狐は微かに息を吐くと、野蒜の酢味噌和えを箸でつつく。

「春代さんのご先祖は、どこの神社にも仕えないで各地を渡り歩いていた『梓巫女あずさみこ』らしいんだよ。戦前に、春代さんのお祖母さんの代に村人の若者と恋仲になって、ここに定住したはず」

「聞いたことあります。結婚してからは時々、神社の巫女みたいなことを引き受けていたって。祖母も若い頃はお手伝いをしていたと。母も小さい頃は袴着たくてやったけど冬、寒くてやらなくなったって言っていました」

「咲良のお母さんは確かにそういうタイプ」と野狐が笑う。

　母のことも知っている。家族ぐるみでの付き合いだったのか？

　なのにちっとも覚えてないなんて、いくらなんでも薄情じゃないか、自分。

　こうして会話しても一欠片も思い出せない――落ち込みながら咲良はうどんをすする。

「咲良も持ってるはずなんだけどな。『巫力』」

「そうなんですか？」

　驚いてレンゲで汁をすくう手を止めて、野狐を見る。

「だって私、霊感なんてまったくないですよ？　視たこともないし視えたこともないし、祖母みたいに何かを感じたこともありません」

　学生時代、サークル仲間たちと肝試しに心霊スポットへ行ったことがあるが、霊どころか「怖い」とも何にも感じなくて「鈍感？」と鈴たちに呆れられた思い出を持つほどだ。

　この経験談は野狐に話すと、「面白半分で心霊スポットに行ったの？」と引かれそうなのでさすがに言えない。

　けれど野狐の方はそれだけでもかなり驚いたのか、目を見開きポカンとした様子で咲良を見つめた。

「……野狐さん？」

　固まった状態になってしまった彼に咲良は呼びかけると、肩を揺らし大きく息を吐きだした。

「『巫力』でしたっけ？　持っていないことがそんなに驚くことなんですか？」

「……いや。成長とともに失っても仕方ない能力だけど……でも、それ自体を忘れていることって不自然だし、第一、俺のことも忘れてるって……もしかしたら……いや、ううん……」

　野狐は食べるのをそっちのけで考え込んでしまった。







◇　◇　◇








　野狐は咲良に「野狐さん」と呼ばれるまでずっとその状態で、鍋で作ったうどんがすっかり冷めてしまってから掻き込むように食べた。

　後片づけまでやってくれて申し訳ないと思いつつ甘える。

　咲良は部屋に戻り、ベッドに潜り込んだ。

　けれど野狐の、自分に対する態度が少し変わった気がした。短い間だけど。

『巫力』を持っていないということが、そんなにショックだったのか？

　大体『巫力』と言われたってまったくピンとこない。夕飯時にいきなり超自然現象の世界に放り込まれた感があって馴染めない咲良だ。

「咲良、いいか？」と野狐が扉を叩く音に体を起こしながら「どうぞ」と促す。

　野狐はまた二十センチほど扉を開けて、顔を覗かせる。

「残ったおかずとあと、作ってきた惣菜を冷蔵庫に入れておいた。明日の朝はこちらに寄れないから、お腹空いたら食べて」

「は、はい……！　すみません、何から何まで」

　咲良はベッドの上で正座をして深々と頭を下げる。

「気にしなくていいから。嫁は大事にしないと」

　と言ってくる。

　そうだ『巫力』がどうこうの問題より、そっちの方が問題ありじゃない！

「嫁！」と咲良はガバリと顔を上げる。

「嫁って、その、いったい誰がその、決めたんでしょうか？　……ええと、というのも先ほど話したように私、ちっとも覚えてなくて。婚約にいたった詳しい経緯を教えていただけたらと……」

「俺と咲良で約束したんだ」

「その辺りのくだりをもっと詳しく！」

　咲良は勢いに任せ、ベッドから出て野狐に詰め寄る。野狐はもう少し扉を開けると咲良の額に手を当てた。

　自分と同じ世代の男性に触れられて、慣れない咲良は硬直してしまう。

「まだ熱があるんだから、もう寝てなよ。元気になったら話すから」

「で、でも……」

「咲良が思い出せないのは『こっち』のせいかもしれないし」

「『こっち』？」

「神社の神様が、何か咲良にしたのかもしれない」

「神社？」

「そう、春代さんちの山のてっぺんにあるよね？　小さい祠の」

「……ありますけど」

　それが何か？　と聞き返したかったが、あまりに真剣に答えた野狐に咲良は何も言えない。かまわず野狐は言葉を続ける。

「これから神様に聞いてくる。夜だからおいでにならないかもしれないけど」

　と扉を閉めた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　野狐さん！」

　大人しく寝ていろと言われても、話が何もかも中途半端だ。

　謎が謎を呼ぶような会話をしておいて、このまま寝ていることなんてできない。

　咲良は野狐を追いかけて部屋から出る。

　野狐は靴を履き立ち上がると、部屋から出てきた咲良を見つめ口を開く。

「その『野狐』って呼び名じゃない方の、思いだしてくれ。それは俺にとっても咲良にとっても『特別な名前』なんだ」

「えっ？」

　どういうこと？

「野狐というのは名字じゃないんですか？　思いだして欲しいのは下の名前？」

「『野狐』は通り名。……そして俺の名前は、咲良が付けた」

「……私が？」

「そう」と野狐は薄く笑う。それが殊の外寂しそうなので、咲良は罪悪感にとらわれてしまう。

　イケメンの笑顔はどんなんだってときめく材料にしかならないのに、一緒に泣きたくなってしまうなんて。

　泣きたくなる理由だってすぐにわかる。

　野狐にそこまで言われても、彼のことの全てを、まったく思いだせないからだ。

　――思いだせ。

　自分の中でそう言っている。心がざわついているのに。

「俺としては早く思いだして欲しいけれど、咲良の心の傷を癒やすのが先だから。俺のことはゆっくりでいい」

「……ごめんなさい」

　野狐の言葉は自分を思いやる色が乗っている。思いだしたいのに。

　そうすれば彼との関係がどうだったか、すぐに解決するのに。

　今は謝ることしかできない。

「熱が上がるかもしれないから、大人しく横になって」

　彼はそう言うと軽く手を振って玄関の引き戸を開けた。

　咲良は、せめて引き戸のガラスに映る野狐の姿が消えるまで見送ろうとその場にいた。

　引き戸が閉められて、彼の影がガラスに映る。

「……えっ？」

　唖然とした。

　ガラスに映し出された野狐の影は、人ではなかったからだ。

　人ほどの大きさで、後ろ足で立つ獣――

　口先は細長く尖っていて、頭には三角のピンと張った耳。ふさふさの尻尾。

「――や、野狐さ……っ!?」

　思わず彼の名を呼ぶ。

　すると「コーン」という、あの獣の鳴き声が辺りに響いたと同時に、影は消えた。

　しばらく呆然として咲良は外に飛び出すが辺りは闇で、虫の鳴き声しか聞こえない。

　百坪ほどの庭を見て回っても、春代が植えた果樹と季節の花。それと自分の愛車しかない。

「化かされた？　まさか……!?　ごはんは!?」

　泥とか葉っぱとかに変わってない？　というか、そういうのを食べさせられたとか？

　咲良は慌て、足をもつれさせながらキッチンに向かう。

　残ったタラの芽の天麩羅はラップしてキッチンに置いてある。

　目を皿にして確認したが、雑草ではなくタラの芽に間違いない。

　次に冷蔵庫を開ける。野狐が作り置きしておいてくれたタッパーが二つ。取り出し、蓋を開ける。

　中はワラビのベーコン炒め。フキノトウの味噌和えだった。

「わぁ、フキ味噌！　懐かしい！　お祖母ちゃんがこの時期によく作ったよね――って言ってる場合じゃなくて」

　タッパーに顔を近づけて匂いを嗅ぐ。苦みのある青臭い匂いはフキノトウだ。

　ワラビのベーコン炒めも見た目ベーコンとワラビ。箸を持ってきて恐る恐る一口食べてみる。

「美味しい……。バターとワラビのほろ苦さが口の中で混ざって、お酒のつまみにあいそう！」

　自分の感想に咲良はへこんだ。

　熱があっても、食欲は落ちないという元気な胃袋なのだと改めて気づかされた。

　そして、野狐を疑ってしまったということ。

「……馬鹿ね、私。きっと熱で幻覚を見たんだ、きっと」

　野狐の言うとおり薬をのんで、さっさと寝てしまおう。

　ごめんなさい、野狐さん。と呟きながら薬をのみ、ベッドに潜る。

　やはり体はしんどかったようで、すぐにうつらうつらしはじめた。

『野狐』は通り名って言っていた。

　じゃあ、ちゃんとした名前を持っているということだ。

　どうしてお祖母ちゃんは、私に本名じゃなくて通り名を教えるんだか。

「第一『野狐』って……人間に悪戯する狐の妖怪の意味じゃないの。野狐さんと全然違うでしょ……」

　いや、その前に野狐さんは人間だし。

　……人に決まってる。

　…………狐なんかじゃ……な…………い。

　咲良は意識を手放し、眠りについた。
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　闇の中を全速力で走っている。

　逃げなきゃ　逃げなきゃ。

　明るい場所に早く。

　走っても走っても暗闇で、一筋の光さえない中を咲良は懸命に走る。

　もう足が、息が、辛い。休みたい。

　でもここで足を止めたら、後ろからやってくるものに捕まって、もっと深い闇に引きずり込まれて逃げ出せなくなる。

（お父さん、お母さん！）

　呼んでも現れない。

（お祖母ちゃん！）

　現れない。

（鈴！）

　誰も助けに来ない。

　死んじゃうよ。怖いよ。






　……死んだ方が楽じゃない？






　ふと思い、その感情が止まらなくなる。

　そうだ、死んでしまおう。すべて捨ててしまえば楽になる。

　足を止めよう。そう咲良はスピードを緩め、呼吸を整えながらゆっくりと足を止める。

　いつの間にか手にナイフを持っていた。

　捕まる前に死んでしまおう。

　そう胸にナイフの先を当てたときだった。

（咲良！）

　自分を呼ぶ声にナイフが手から零れ落ちる。

　目の前にホワン、とした柔らかな光が生まれ、その中に野狐がいて自分に腕を差し伸べている。

（苦しいのか？　苦しかったら逃げてこい！）

（……いいのかな？　逃げてもいいのかな？）

　咲良は野狐に問いかける。

（当たり前だろう！　死にたくなるほど辛かったら逃げてこい！　俺のところへ！）

　ああ、そうだ。

　彼なら。

　ここなら。

　自分らしく生きていける。

　咲良は彼に抱きついた。名前を呼びながら。

（ク××……！）










　コケコッコー!!










「……なんという夢を」

　鶏の鳴き声で目覚める朝は何年ぶりか。

　きっと加藤さん家の鶏だろう。

　というか、まだ飼っていたのか。自分が幼い頃にいた鶏ではないだろうけど。

　のろのろとベッドから起き上がり、カーテンを片方だけ開ける。

　まだ朝日が山々に隠れている時間帯のようだ。

　スマホの時計を見ると五時前。

「喉渇いた……。ついでに着替えよう」

　スウェットも下着も汗で湿っぽい。

　持ってきたパジャマに着替えて台所に向かい、スポーツドリンクのボトルをまた口飲みする。

　昨晩より体が楽だ。体も熱くない。

　熱を測ると三十六度八分――平熱よりやや高い程度だ。

「よかった。今日いっぱい寝てれば夕方には治りそう」

　熱を放出していたからあんな怖くて変な夢を見たんだ。きっとそう。

　ずっと走ってて疲れる夢だったから、熟睡した気がしない。

「お昼まで寝てよう」

　そういえば夢の中で野狐さんの名前を呼んだ。

「……ク？」

　そこまでは覚えている。

「三文字だったような……クウヤ、クウガ、クウゴ、クウマ……」

　名前を挙げてみるが、いまいちピンとこない。まだ体も頭も睡眠を欲しているようだ。

　スマホがチカチカ光っているけれど、確認する気も起きない咲良はベッドに潜って再び寝入った。







◇　◇　◇








「うわああああああああ！」

　木霊する叫び声に、咲良はビックリして飛び起きた。

「な、なななななな、何？」

　断末魔の叫びに、咲良は恐る恐るカーテンの隙間から外を覗く。

　もう日は高く、今日もいい天気。気持ちのいい春日和だ。

　モンシロチョウが庭をヒラヒラ舞い、どこかの家猫なのか自分のテリトリーだと闊歩している。

　何時だろう？　スマホを覗くと十一時を回っていた。

　もう一度熱を測ってみたら三十六度四分。咲良のほぼ平熱まで下がっている。

「すぐ下がってよかった」

　一人ホッとする。

　汗を掻いたから、お風呂入ろうかと追い焚きスイッチを押す。

　建て直した際に水回りを北欧風コンテンポラリースタイルにしたということで、咲良の横浜の実家よりお洒落である。

　なのに結局、春代は普段、和室で過ごしている。

　ずっと憧れていたという一日をそこで過ごすつもりで造った洋室は、今は咲良専用の部屋として一時利用させてもらっている。

　なかなか今までの習慣というものは、変えられないものらしい。

　それからキッチンに向かい、また水分補給。

「タラの芽の天麩羅もあるし、フキ味噌にワラビベーコンか。うーん食べられないことないけど、念のためにおかゆでも作ろうかな」

　と言いつつ「もしかしたら」と、キッチンパントリーを開ける。

　春代お手製のジャムや梅干しに調味料など、綺麗に並べられている。

　籠があり、引っ張り出すとレトルトパックがこれまたきちんと並べられていた。

　パスタソースにスープ、パックのご飯。それに――卵粥。

「あったあった。お祖母ちゃん一人暮らしだから、急に体調を崩した時用にストックしてあると思ってた」

　お風呂入ってから食べようとダイニングテーブルに置いておく。

　天気もいいし、熱で汗も掻いたから洗濯しよう。

　風呂の準備をしながら洗濯機も回す。

　ベランダなんてないから、外に出て誰かに見られても恥ずかしくないような格好にしよう、とジーンズとカットソーをトランクから出すと、風呂の追い焚きの完了した音楽が鳴る。

「お風呂お風呂」と呟きながら咲良は風呂場へ向かった。






　ゆっくりお風呂に浸かって、ますます体が軽くなった気がする。

　ドライヤーで髪を乾かしてヘアートリートメントを擦り付ける。

　櫛通りのよくなった髪に満足して鏡に向かって笑顔を咲かせるとクゥ、と小さくお腹が鳴った。

「ご飯食べようっと」と呟きながら咲良は脱衣室を出て、人の気配に立ち止まる。

「……？　キッチンに誰かいる？」

　風呂場に続く脱衣所から出て左側の壁の向こうに、ダイニングキッチンがある。

　そこから何かを揚げている音がするのだ。

「誰……？　もしかして……いや、鍵かけてるよね、玄関……」

　野狐が帰った後、きちんと戸締まりをしたはず。

　もしかしたら合鍵を持っているのだろうか？

「待って……そもそも野狐さんだという確信はないし……」

　空き巣？

　空き巣が家に侵入して、勝手にご飯を作っているとか？

　そんなことってあるのかな？　そういえば最近、飲食店に忍び込んだ泥棒が店の食材を使ってご飯作って食べていたというニュースを見た。

　ありえないわけじゃない。

　咲良は生唾を飲み込むと、足音を立てないように歩きダイニングキッチンを覗き見する。

　キッチンに立っている後ろ姿を見て胸を撫で下ろしたが、腹も立つ。

「野狐さん！」

「ああ、おはよう。よく眠れたか？」

　咲良の呼び声にキッチンにいた空き巣泥棒――もとい野狐は菜箸片手に爽やかな笑顔で振り向き、咲良に挨拶してきた。

　エプロン姿の、そのいい笑顔に思わず「おはようございます」と挨拶してしまう咲良だったが、すぐに眉尻をつり上げ、彼に近づいていく。

　彼の方はそんな咲良の様子を知ってか知らでか、また調理に向かっている。

「今、朝ご飯、といってももう昼か。朝昼兼用のご飯作ってるから。もう少し待っててくれ」

「野狐さん、あの、どうしてこの家に入れるんですか？」

「え？」と野狐がフライドプレートを片手に振り返る。プレートの上にはコゴミの天麩羅が載っていた。

「合鍵もらってるけど？　春代さんから聞いてない？」

「聞いてません！　どうして昨日のうちに言ってくれないんですか！　お風呂から出たら人の気配がしてビックリしたじゃないですか！」

「うっかりしてた。そうだよな、山の領域だけど人の家だし……春代さん大らかだったから気にしてなかった」

　ごめん、と悄然とうなだれた野狐に、咲良もそれ以上叱責する気になれない。

　ここまでシュンとするとは思わなくて、なんだか懐いている犬を叱ってしまった気分になる。

「もういいです、今度から気をつけてもらえれば。私のためにこうしてご飯を作りに来ていただいているってわかってるし……」

「今度から気をつけるよ。チャイムも鳴らす。もちろん、咲良の部屋には引き続き入らないし」

「この辺りだとまだ、家の鍵開けている家庭もあると思うから、習慣でやってしまうのはしかたないとわかってます。こちらこそ、キツく言ってしまってごめんなさい」

「よかった、体調もよくなったみたいだし。機嫌も直ったようだし」

　野狐はそう言うと、嬉しそうに目を細めた。

　細くなった目を見て一瞬、咲良の脳裏に狐が浮かんだ。

　黒い毛並みの狐。

　それと男の子。

　男の子？

　野狐だ。この男の子は。

　黒狐と人間の男の子がダブる。

　どうして重なるんだろう、狐と。

　ふと昨夜、幻覚だと思っていた玄関扉に映し出された狐の姿を思いだす。

「まさかね……」

　ブツブツ呟く咲良に野狐が、

「こたつで食べる？　ここで食べる？」

　と尋ねてきて、現実に引き戻された。

「ここでいいですよ。なんだかたくさん作ってくれたみたいだし……」

　フライドプレートに盛られた山盛りのコゴミの天麩羅を見て、ちょっぴり胃がむかついた咲良だった。






　四人がけのテーブルに所狭しと並べられたのは――

　コゴミとタラの芽の天麩羅、コゴミの胡麻とマヨネーズ和え、筍の刺し身、冷蔵庫にあったワラビのベーコン炒め、フキ味噌、そして小さな稲荷ずし。

　特に稲荷ずしの数が半端じゃない。

　いくら一口サイズだと言っても、山のように盛られていたら目を見張るしかない。

「それとお粥も作っておいた」と、炊きたてのお粥も咲良の目の前に出される。

　確かに美味しそうだ。自慢じゃないけれど、元気なときは年頃の女の子はあまり食べないという世間の概念を覆す食べっぷりを披露する咲良だ。

　けれどこの量はざっと見て、食べ盛りの男子五～六人の量じゃないだろうか？

　よく食べる咲良でもそれは女子内であって、これだけの量はさすがに食べきれない。

「この量って、保存用も入ってます？」

　野狐に恐る恐る尋ねる。

「いや、これだけ作ったのは理由があるんだ。ちょっと待ってて」

　と稲荷ずしを数個別皿に移すと、山となっている方を持って玄関の外へ出ていってしまった。

　おすそ分けか。だからあんなに作ったんだ。

　納得した。

　――でも、ちょっと気になる。

　行くとしたら加藤さん宅かな？

　お礼もしたいから自分もついていくべきだったんじゃ、と思ったらいてもたってもいられなくなり、

「ちょっと待って！　私も行きます！」

　と駆け足で玄関まで行くと、靴を履き引き戸を開けた。

　しかし野狐は庭にいて、そこで起きている光景に咲良は唖然とする。

　小さな稲荷ずしが載っている大皿を、野狐が両手で持っている。

　その稲荷ずしを前足で取っては頬張っている、小さな獣が三体いるのだ。

　しかも宙に浮いている。

　しかもしかも、かなり小さい。鞄にぶら下げるマスコット人形並みだ。

　稲荷ずしが一口サイズの理由はわかったけれど、小さすぎではないだろうか？

「……って、体が小さいということより、宙に浮いていることのほうがよっぽど問題じゃないの！」

　自分自身へのツッコミに声を上げた咲良だが、野狐が答えてくれた。

「カマイタチだよ。今日、春代さんの山だけじゃなくて加藤さんや他の所有者の山も見回りしてくれたから、お礼に稲荷ずしを作ったんだ」

「カマイタチ……」

「この辺では『鎌風』って呼ばれてる。まぁ、こいつらはそう悪さしないから」

「ウミャウミャ」と言いながら稲荷ずしにがっついているカマイタチは、食事に集中していて咲良のことなど気にしていない様子だ。

「あれ？　もしかしたら」

　突如、思いだした。

「昨日、勝手に山に入った男の人の周りでカマイタチが発生して指を切ったみたいなんですけど、もしかしたらこの子たちですか？」

「そうだろうね。『ちょっと懲らしめた』って言ってたから」

「そうですか」と咲良は、三匹を遠目から眺める。

　短くて小さい前足でお稲荷さんを取り、口に運んでいく姿はとても可愛らしい。

　悔しいけれど、目の前の状況をあっさりと受け入れてしまっている。

　いや、だって可愛すぎでしょう！　とボソリ。

「……この子たちに触ったら駄目かな？」

「咲良なら平気じゃないかな。この山の子たちだし。でも声かけはしようか、食べるのに夢中だからビックリして咲良に切りつけてくるかもしれないし」

　と、野狐はカマイタチたちに、

「春代さんのお孫さんである咲良だよ。覚えてる子はいるかい？」

　そう優しく尋ねる。

　カマイタチたちはピクン、と耳を動かすと食べるのを止めて一斉に咲良の方を向く。

「山の見回りをしてくれて、あ、ありがとうございます」

　咲良はぺこりと頭を下げる。

　咲良を見て早口で喋ってくるがよく聞き取れない。唯一聞き取れたのが、

「シャクラ、ウンウン」「オッキクナルノ、ハヤッ」「イナリ、オイシヨ」

　だった。

「ナデナデしていい？」

　と尋ねると、カマイタチたちは顔を見合わせてからまた一斉に「イイヨッ」と快諾してくれた。

　自ら咲良の手のひらに乗るもの。肩に乗るもの。頭に乗るもの。

「フワッフワ……！　か、可愛い……、癒やされる……ぅ」
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　手のひらに乗ってきたカマイタチの背中や頭を撫でうっとりする咲良を見て、どうしてか野狐がしかめっ面になっていく。

「はい、終わり」と、カマイタチたちを咲良から引っぺがしていく。

「俺たちもご飯食べるから、残りはここに置いておくよ」

　と稲荷ずしが積まれた皿を縁側に置くと、咲良の手を引いて家に入っていった。

　いきなり変わった態度に咲良のほうも意味がわからずおたつきながらも、されるがままに家に入る。

「えっ？　野狐さん？　どうしたんです？」

「ご飯、冷めるじゃないか。温かいうちに食べないと」

「まあ……そうですけど……もう少しナデナデしたかったな」

　と言いつつ、野狐の背中を追っていった。






「いただきます」

　席について早速、朝昼兼用の食事をとる。

　まずは筍の刺し身。

　さっと茹でた筍をわさび醤油でいただく。

「……ぉおう、甘味のあとに春の苦みが」

「朝採りだからそんなに苦みはないと思うけど、もう昼だもんな。エグかった？」

「少しだけ。でも懐かしい、小さい頃に竹林で食べさせてもらったこと思いだしました」

　小さい頃、春代と竹林を所有している地主さんと筍掘りに行ったことがある。

　掘ったばかりの筍をその場で切り、食べたものに少し苦みはあったが、とても美味しかったことを覚えている。

　大きくなって調べてみたら生の筍の刺し身は、時間との勝負だとわかって、とても貴重な体験をしたのだと改めて感激した。

「夜は筍づくしにするか？」

「はい」と言いそうになって、慌てて口を閉じる。

　いつまでも甘えてはいけない。もう風邪はほぼ治ったのだ。

「ありがたいんですけれど、いつまでもご厚意に甘えているわけにはいかないので……。夜は自分で作ります」

「遠慮するな」

「でも、悪いです！　野狐さんだって仕事しているでしょうし！」

「俺は大丈夫なの」

　と、唐突に稲荷ずしを目の前に差しだされる。

　これは口を開けろってことなのだろうか？　と野狐を見つめる。

「あーん」と野狐が言ってくる。

　やっぱりか。どうしよう、とまごついていると今度は強めに「あーん」と言ってくる。

　ちょっと怒っているのか、さっきのカマイタチたちとキャッキャしていたときもこんな感じだった。

　ジトッとした粘着した眼差しを向けられ、背中にジットリと汗が滲んでくる。

　けれど基本、イケメンの野狐なのできっと周囲に人がいたら「情熱的に見つめられている上に『あーん』って、超うらやま！」と騒がれるシチュエーションである。

　生身の男性に免疫のない咲良には、こういう場合の最善の方法などわからない。

　でもきっと、ここで許さないとずっとやられる気がすると、本能が訴えている。

　しかたない。咲良は観念して口を開けた。

「……あっ」

　小さな稲荷ずしだが、さすがに一口では入りきれず、はみ出た部分を指で掴みそのまま咀嚼する。

　甘めに作った酢飯と小さく切った人参と椎茸、そして胡麻という具材が絡み、ほろりと崩れていく。

　油揚げに染みた出汁もジュワッと口の中に染み込んで、思わず両手で頬を包む。

　口にいれた瞬間、野狐の機嫌が悪いことなどどこかに吹っ飛んでしまう。

「ん～！　おいひっ！　幸せ～！」

　モグモグしながら口福に浸る。

　そんな様子の咲良に野狐は顔を紅潮させて、

「次、何食べたい？　食べさせてあげる」

　と、またしても咲良に迫る。

「いいです、自分で食べられますから！」

　断るとまた野狐の機嫌が悪くなったらしく、口角が下がった。

　なんだか昨日から、この人に振り回されっぱなしな気がする。

　小さい頃に面識があったということだし、少しだけどその片鱗を思いだした気もする。

　でも――会ったことがある、仲がよかったと断言できる記憶は甦っていない。

　だからこそ、家に入ってきて細々と面倒を看てもらって、恋人のように「あーん」なんてされても困るのだ。

　しかも機嫌悪くされたら、こっちだってどうしていいのかわからなくなる。

　ついさっきまで美味しさで満たされていた心が、一気に萎んでいく。

　食指が動かなくなり、咲良は箸を置いた。

「……ごちそうさまでした」

「まだ幾らも食べてないのに？　ちゃんと食べないと」

「いいです。そんなにお腹空いてないみたいで。あとでいただきますから。ありがとうございました」

「でも――」

　ハッキリ言ってやりたい。

『ムッとしている人と一緒にご飯を食べても、美味しくない』と。

　でも、言えない。厚意でこうしてご飯を作ってくれる人に。

　明らかな悪意を持ってネットで蔑んで、犯罪者扱いして楽しんでいる人たちと違う。

　本当はそんな人たちに言ってやりたいのに、どこの誰だかわからない相手に向かって訴えても、倍になって反撃されるのは目に見えている。

　だから堪えた。

　その我慢は、こうして咲良の性格に影響する。

　もっとガンガン言える性格だったのに。「嫌なことは嫌」と言えたのに。

　言ったら――

〝犯罪者のくせに正論かざすんじゃねーよ〟

〝自分のこと棚に置いて恥ずかしくないの？〟

　絶対にそんな言葉が返ってくるだろう。少しでも擁護するレスが上がるとそうだったから。

　ネットに書き込まれた中傷を思いだし、キュウと胸をおさえる。

「……調子悪くなったみたいで……ごめんなさい」

「咲良？　大丈夫か？　横になったほうがいい」

「大……丈夫、です」

　息をするのが辛い。過呼吸だ。

「ふ……くろ……」

　ヒッヒッ、と必死に呼吸を整えようとするが、うまくいかない。

　野狐は立ち上がると素早くビニール袋を持ってきて、咲良の口に当てる。

「ゆっくり吸って……吐いて……」

　野狐の手が咲良の背中を撫でる。大きくて温かい――手。

　この温もりを知っている。

　でも、あのときは人の手じゃなかった。

　ようやく呼吸できるようになって、ビニール袋から口を離す。

「ごめん。過呼吸、俺のせいなんだろう？　ブスッたれていたから」

　まったくそのとおりだが「そんなこと、ないです」と答える。

　彼が申し訳なさそうにしているから。それに今の咲良は人を責めることなんてできない。

　自分がネット上で責められていることを思いだして、また過呼吸を起こしそうだからだ。

「嫉妬しちゃって……」

　ボソリ、と野狐が呟いた。

「……えっ？」

　嫉妬？　嫉妬って？

「誰に？　嫉妬……？」

「カマイタチのやつらに」

「さっきのカマイタチの子たちに？」

　恥ずかしそうに野狐が頷く。

「いや、だってさ。俺のことちっとも思いだせないくせに、あやかしと遭遇しても怖がらないところなんて、小さい頃から変わってないしさ。頭や背中を撫でてもらってさ。しかも咲良にまとわりついてさ。……俺なんか再会して一回もされてないんだぞ」

　ポカンと口を開けて呆けてしまった咲良に、野狐は今までの不満を解消するように一気に喋りだす。

「俺の名前まで付けて俺の嫁さんになるって約束したのまで綺麗さっぱり忘れてさ……めちゃくちゃショックだったんだぞ。病気になってこっちに戻ってくるって春代さんから連絡受けてさ、すごく嬉しくて……。いや、病気になったって聞いたときは心配したよ？　もちろん！　咲良が元気を取り戻せるように俺も張り切ったんだ。……けど、あいつらに嫉妬して大人げなかったな、俺」

　野狐は落ち込んだままその場に座り込み、俯く。

　椅子に座っている咲良から彼の頭が見えた。

　真っ黒で闇のような髪は、何かを思い起こす。

　でも、あれは人じゃなかった。

　狐だ。

　黒い毛並みの野狐という名の――妖狐。

　唐突に思いだした。

　でも確証はない。

「野狐……さん。今の姿って本当の姿？」

「……違う」

「思いだしそうなの。お願い、本当の姿を見せて……！」

　一瞬、野狐は咲良を見上げる。

　そうして決心したのか、また俯く。






　ボン！






　と、かんしゃく玉が弾けたような音がして、白い煙が野狐を包む。

　不思議と煙くなく、白い煙は霧散し、そこに現れたのは――

　野狐のいた位置に、両足を揃えてちょこんと座っている黒狐だった。

「ああっ！」

　黒狐を見て咲良は椅子から床に崩れ落ちる。

「咲良！」

　ビックリした黒狐に名前を呼ばれる。

「この声は野狐さん？　野狐さんだよね？　……そうだ、そうだよ、思いだした。いつも縁側にきて、私のおやつをジッと見ていた黒狐だわ！」

「いや、おやつを見ていたんじゃなくて、おやつを食べる咲良を見ていたんだ……って前にも言った」






『おやつ食べたいの？』

『いらねーよ。おやつを食べているお前を見てるだけだ』

『なんでー？』

『俺はな、お前に悪戯してやろうと虎視眈々と狙ってるんだ。ちょうどおっかねえ神もババアもいねえしな。食べ終わって腹一杯になったらガキは眠くなって油断する。そのときを狙ってるのさ。てめぇに悪さすれば山の上にいる神の野郎も俺を一目置くってことよ』

　ケケケと悪そうな笑いを見せる黒狐。

　咲良は縁側から降りると、駆け足で黒狐に近寄った。

『お、おい……なんだよ』

　狼狽えて後ろに下がる黒狐を気にすることなく、ボーロを掌に何個か乗せると、

『はい』

　と差し出す。

　黒狐は怪訝そうにボーロと咲良を交互に見て言った。

『お前、俺のこと怖くねーのかよ？　狐だぜ？　狐だし、しかも喋ってるんだぜ？　普通は喋らないだろう？　そうさ、俺はあやかしなんだ！　よ・う・か・い！』

『怖くないよ。だって、他にも知ってるもん。高尾山からきた天狗さんとか、尻尾が二つ付いてる猫ちゃんとか、河童さんとか。かとーさんちの山には狸さんもいるんだよ』

『ああ、加藤ン家の化け狸か。あいつとも顔見知りかよ』

　はい、どーぞとグイグイ手を近づけてボーロを食べさせようとする咲良に観念した野狐は、パクッとボーロに食らいつく。

『へぇ、サクサクしてて美味いな。甘いし』

『もっと食べる？』

『まぁ、お前がやるって言うなら、仕方ないからもらってやるよ』

　フン、と鼻を鳴らし黒狐はふんぞり返りながら言った。






「……あのときの、黒狐？」

　また記憶の画面が変わる。






　喘息で寝込んでいる咲良に、黒狐は果実を持ってきた。

『ほら、これを食え。山葡萄だ。特にこの辺の山神から恩恵を受けた一房を持ってきてやった。これを食って一寝入りすれば、次の日にはピンピンするぜ』

『ありがとー』

　ふん、と黒狐は恥ずかしそうに顔を逸らす。

『女からおやつをもらってばかりじゃあ、男が廃るってやつよ』

『すたるってなにー？』

『ガキは馬鹿だなー。面目が立たねぇって意味だよ』

『めんぼくってなにー？』

『……もういいから。それ食って寝てろ』

　よろよろと体を起こす咲良に野狐は驚いて縁側に入る。

　足、足と、置いてあった布巾で足の裏を擦り拭くと咲良に近づく。

『俺が支えてやるから、ゆっくり起きろ』

『うん』

　ケホケホ咳き込みながら座ると、山葡萄を一粒取って口に入れる。

『あまい～』

『当たり前だ、俺様が吟味して採ってきたんだから。これからも持ってきてやる。そうしたら喘息という病気なんて、すぐ良くなるからな』

　たんと食べろ、と言いながら背中を擦ってくれる狐の前足。






　それから元気になった自分と黒狐が遊んでいる様子や、また、変化して自分くらいの男の子になって縁側で昔の遊びを教えてもらっている様子。

　私がお絵描きをしている横で、物珍しげに眺めている様子。

　狐の姿を描いてあげると、物凄く喜んでくれた。

　一緒に山の祠で綾ヶ瀬湖の花火大会を見ている様子。

　帰りの暗い獣道を、黒狐が狐火をたくさん出して照らしてくれたこと。

　色鮮やかに、次々と怒濤のように思いだしてくる。

　同時、咲良の目から後から後から涙が溢れ、止まらなくなった。

「どうして忘れていたんだろう……？」

　喘息がよくなって、親と住むために、小学校に入るために自分はここから離れた。

　嫌だと泣いた。ここから離れたくないと。

　離れたくない理由を話したら「夢でも見たんじゃないの？」と両親に笑われて。

　お祖母ちゃんも味方になってくれたけれど、強く言えなかった。

　当時は「どうして？」と思ったけれど、大人になった今はわかる。

　喘息の発作を起こしたのは二歳の頃だ。

　それから親元を離れて、ずっとお祖母ちゃんと暮らしていた。

　親元からずっと離しているのはよくないと考えたからだ。

　小さかった自分は、大人の言うことを聞くしかない。

「また来ようね。楽しい夢をたくさん見せてくれたお祖母ちゃん家と、この山に」

　両親がそう言った。

　そうか、夢だったんだ。

　大きくなっていくにつれて、狐と遊んだ日々は、親元から離れて寂しくて自分で作った幻想だったんだと思うようになった。

　作り上げた幻想で遊んだ自分が恥ずかしくて、怖くて……お祖母ちゃん家に来れなかったんだ。

　そんな感情さえも忘れていたなんて、何て酷いんだろう、私は。

　止まらない涙を必死に指で拭いながら、野狐と向かい合う。

「夢じゃなかったんだよね？　自分の想像の世界じゃなかったんだよね……？」

「そうだよ」

「今は？　こうして野狐さんといるのは夢？　辛くてそれで私が作った幻想の世界？」

「違う。――ほら」

　頬を擦る手が人の手に変わる。

　咲良もそっと野狐の手に触れる。

　ああ、この手の温もりと感覚を覚えてる。自分が創った物語じゃなかったんだ。

　知らず笑みがこぼれる。

「温かいだろう？」

「うん」

「昔と変わらないだろう？」

「うん、でもちょっと変わった」

「どこが？」

「乱暴な話し方じゃなくなった。それと……格好よくなった」

　野狐が目を狐のように細くして、はにかむ。

「人として生活するなら、口の利き方に気をつけろって言われて、直したんだ。姿は、咲良と遊んだ子供の姿から、大人になったらこうだろうって想像したんだ。咲良が思いだしやすいようにって」

「イケメンすぎるよ」

「こういうの嫌なら、顔を変えるよ？」

「いいよ、慣れてきたところなのに。急に変えられたら気持ち悪い」

「言うなぁ」

　咲良の言葉に呆れつつ、笑う野狐につられ咲良も声を出して笑った。

















５












　この後、ご飯を快食し、デザートを縁側で食べるために移動した。

　建て直しをしてから縁側沿いの和室は客間にしているため、使用していない。

　閉めきったままでは空気が淀むので、今日のように天気のいい日は開けておく。

　綾ヶ瀬湖にパン屋ができて、野狐はそこでくるみパンを買っておいてくれていた。

　一口大に切って、それをお茶請けにする。

　カリカリのくるみがたっぷりと入った穀物入りのパンで、ほのかな甘さが堪らない。

「咲良の風邪が治ったばかりだからほうじ茶にした。『咲良が元気になりますように』って念じながらいれたから、美味いはず」

「すごく美味しくなってる気がする」

　そう一口。あっさりした癖のない味。胃に優しく染みてくる。

「美味しい。野狐さんの作る料理って、どれも美味しい」

「そりゃあ、腕を磨き続けたからね。咲良の健康と気兼ねなく働けるようにと家事全般できる」

　春代が怪我をして咲良をここに呼ぶと聞かされたとき、嬉しかったと。

　同時に、自分のことを一切聞いてこないので忘れているかもしれないから、覚悟をしておくようにと告げられたこと。

「覚悟はしていたし、ここにいる間に俺のことを思いだしてくれればいいと考えていたけれど……『覚えていないはずはないだろう』って高を括ってたんだ。実際会ったら、まったく覚えていないことがすごく衝撃で……早く思いだしてくれてよかった」

「ごめんなさい。全部想像上の創り話なんだとずっと……」

　創作だと思っていた内容さえも忘れていた。

　本当に申し訳ないと咲良は野狐に頭を垂らす。

「仕方ないさ、普通ならそう思うさ。もしかしたら江戸時代や明治辺りならまだ通じるかもしれないけれど、今の情報が発達した時代じゃあ、科学で証明できるものってたくさんあるしな」

「そうだね。私も普通の生活を送っていたら、きっと信じ切れなかった」

　咲良の言葉に野狐はうーん、と首を捻る。

「咲良は春代さんの血が濃いから、こっちに来ないで生活していたら、ちょっと大変だったかもしれない」

「……あやかしが視えるからってこと？」

　ああ、と野狐が頷く。

「普通は視えない、感じない部分だから、小さい頃って無邪気だろう？　視たもの感じたものを周囲の人間に言っていたら気味悪がられていただろうし。そのまま育っていたら、今の咲良じゃなかったかもしれない」

「そうか……ここで生活してたのは必然だったかもしれないね」

　そう言いながら咲良は空を仰ぐ。

　ところどころ薄い雲が漂う青い空。

　横浜の実家より近く感じる空は、家が建て替えられても咲良が幼い頃に住んでいたときと何ら変わらない。

　変わったのは自分だ。

　十七年経って大人になって、不可思議なものを感じる力もなくなっていた。

　化け狸や天狗、それに山の精も視えていたし、春代のように山の神様たちの存在も感じていた。

　カマイタチは視えたけれど――と、そこで「あれ？」と咲良は首を傾げる。

　カマイタチに襲われて指を切った男を思いだす。

「こっちに来るまでまったく何にも視えたり感じたりしなかったのに……どうしていきなり視えるようになったんだろう？」

「ここの土地の物を食べたからだろう」と野狐。

　そういえば、と庭に植えてある夏みかんに視線を向ける。

　鈴なり状態で生っている夏みかん。

　春代の庭にある夏みかんは、一年中実をつけている。

　というか、あまりに生りすぎて全部収穫できずに放っておいてあるのだ。

　夏みかんというものは、まだ実が残っていようと今年は今年の実をつける。

　そういうわけで去年の実と今年の実、両方ついた状態になる。

　一昨日の夕方に家に到着した咲良は、そんなことなど知らず食後のデザートに採りたての新鮮なものをと、木に生っている夏みかんを食べた。

　そうしたら酸っぱいのなんので、一房食べるだけで止めた。

　ネットで検索したら、生りたての実はとても酸っぱいので、時間をおいて熟させてから食べるといいらしい。食べるのには大分早かったというわけだ。

　春代といえば、予め貯蔵しておいた夏みかんを生で食べたり、ジャムをこしらえたりしている。採って籠の中に入っている夏みかんを食べればよかったと後悔した咲良だ。

　採れ立てがいいというわけではなかった。

「夏みかんをたった一房食べただけなのに、視えちゃったんだ」

「元々の咲良の素質があるからだ。普通の人は食べたって視えやしないさ」

　野狐が答えてくれるが、まだ疑問は残っている。

「でも、お祖母ちゃんの娘のお母さんは『ゼロ感』だよ？　お母さんも視える血を受け継いでいてもおかしくない？」

「咲良のお母さんの春香さんは『ゼロ感』じゃなくて『超常現象を信じてないから視えていても気にしない』んだよ。自らそういう第六感というものを閉じちゃってる人。父親の血の方が濃いというのもあるけどね。第六感を閉じなくても、春代さんや咲良に比べたら元々感じるくらいしかわからないんじゃないかな？」

「ああ、なんかそう言われるとしっくりくる」

　野狐の応えに咲良は納得して頷く。

　母の春香は理数系の人間で、理屈っぽいところがある。

　統計学を崇拝していて父と喧嘩になったとき『あなたの意見が正しいというならば、グラフで視覚情報化して説明してちょうだい』と詰め寄ることがある。

　とにかく数字にした統計に、情報に、拘るのだ。

　超常現象否定派側にいる母だが、だからといって毛嫌いしているわけではない。

　何せ自分の母とその母が超常現象の渦中にいながらも普通の生活をしているし、それを周囲の人間に強いることはしないのだから。

　でなければ、喘息を患ったとはいえ幼かった咲良を春代に預けることはしないだろう。

「それで……咲良」

「はい？」

　急に改まった野狐と目を合わせる。

　キリリとした真剣な表情に咲良は、はからずもときめいてしまう。

　ここまでイケメンに変化へんげしなくてもよかったんじゃ、と思うもののやはり目の保養になるからいいかとも思う。

　薄めだが形よい口が開く。

「咲良が付けてくれた俺の名前……思いだしてくれた？」

「………………思いだしてない」

　長い沈黙の後、ガクリ、と野狐が頭ごと肩を落とした。

「マジか……」

「ごめんなさい。全部思いだしたわけじゃないみたい」

　咲良は申し訳なくて肩を窄める。

「じゃあさ……」と、少々立ち直った野狐が顔を上げる。

「求婚したことは？　それは？　思いだした？」

「……ごめん、それも思いだせない」

　咲良は頭を垂らし頭を横に振る。

　うわぁ、と野狐が頭を抱えた。

　彼を落ち込ませた咲良だが、あまりにガッカリしているので必死に励ます。

「いずれ、きっと思いだすと思う！　ここの土地の物を食べ続ければきっと！」

「……名前に関しては、それだけじゃ駄目なんだ」

　野狐が頭を上げ、咲良を見る。眼差しが熱っぽく感じて咲良は硬直した。

　野狐は熱を帯びた瞳のまま語る。

「咲良が俺に求婚した気持ちも思いだして、そのときと同じ気持ちでいないと俺は咲良の婿になれない」

　野狐の台詞に咲良は首を傾げる。

　――私が野狐さんに求婚プロポーズ？

「……えっ？　野狐さんが私に求婚したんじゃなくて……私が野狐さんに求婚したんですか？」

「そうだよ。だから俺に名前を名付けてくれたんだ」

「ええええええええええええっ!?　嘘！　私、そんな大胆なことを？　まったく覚えてないんですけど！」

「……まぁ、小さかったしな、咲良」

「ええと、野狐さんはそれを受けたんです……よね？　ここにいるってことは」

「ああ」

　しっかり頷いた野狐を見て、咲良は急激に恥ずかしくなる。

　いくら小さかったからって自分から求婚プロポーズした？

　しかも、あやかしの狐に。

　顔から火が出そうなほど熱い。

　咲良は真っ赤になっているであろう頬を両手で押さえながら、必死に思いだそうとする。

　だが、思いだせない。

　頭を捻ってここにいた頃のことを思いだそうとしても、一向に欠片さえも浮かんでこない。

　いったい、どうして野狐の名前を付けることになったのか。

　どんな名前を付けたのか。

「野狐さん、すみません……。そのときの様子を詳しく！　ついでに私が野狐さんに付けた名前も！」

　当事者に聞くしかない。恥を忍んで頭を下げる。

　けれど、野狐は頭を横に振った。

「俺の口からは言えないんだ。付けた咲良に思いだしてもらうしかない。それがここの神様の決めた『掟』だから」

「『掟』？」

　そう、と野狐。

「あやかしたちが人の世界に踏み込むのには『掟』がある。人と同じ界隈に住むあやかしだけど、人間社会に入って生活しているわけじゃない。そりゃあ俺のように、人の姿をして生活しているあやかしたちはいる。春代さんや加藤さんみたいにそれを知っている人もいる。人と一緒に普通に暮らしていくには条件があるんだ」

「条件、というのは？」

　咲良の問いに野狐は人差し指を立てる。

「一つ――生まれたままの姿で人に仕える。または友人関係になる。わかりやすい例だと管狐くだぎつねのような使役だね。またはペットのような存在になるとか。加藤さんの山に住んでいる化け狸や、その辺にいる猫又なんかはこれだ」

　なるほど、思いだすと狸は狸のまま、猫は猫のままで会っていた。

「二つめ――人の信仰や民話に登場する教えの象徴となった姿で人の前に現れる。天狗や河童なんかそう。ただし、現在は姿を消している。今の人間社会にそぐわないから」

「そうなんだ。そう言われればそうかも」

「たとえ見かけても、すぐに消えてしまうと思う。『掟』に従って」

「じゃあ、野狐さん含む狐は？」

「狐は少々複雑なんだ。狸とよく比べられたり同等に議論されたりするけどさ……。管狐のように使役になったり、神様にお仕えしたり、神そのものになったり、はたまた山に引き籠もったり。けれど、ほとんどの妖怪系の狐たちは人間社会に溶け込んでいると思う」

「野狐さんは人間社会に入って生活している狐ってことよね」

「今はそう」

「以前は違ったってこと？」

「うん。今は咲良と夫婦になりたくて修行している妖狐です」

「ふ、夫婦……」

　またポッと顔が赤くなってしまう。

　なんだか上手く誤魔化されたような気もするけれど。

「俺が咲良の婿になるための『掟』は、神様が新たに俺につけた縛りだ。それは『試練』とも言うと思う。神様が決めた『掟』に従って、咲良が思いだせなくても俺はそれでいいと思ってる」

　そう言うと野狐は後ろに手をついて、空を見上げる。

「悪さして格好つけていた昔より、今の方が俺、生きやすいし楽しいんだ。それって咲良のお陰だ。だから咲良が思いだせなくても恨んだりしない。妖怪との結婚って咲良も周囲の人たちもなかなか受け入れ難いだろうし」

「それは……」

「長い年月を生きてきた俺の方が理解してるよ」

　大丈夫、というように野狐が笑う。

「だから、気持ちを押しつけるような無理強いはしない。こうして成長した咲良とまた出会えただけでも嬉しいから」

「……本当に？」

　咲良はジッと野狐を見つめた。

　すごくやせ我慢しているように見えたから。

　本当なら忘れていることを、怒って罵倒してもいいと思うのに。

　さっきカマイタチのことで、拗ねてしまった彼が本来の咲良に対する姿じゃないのかと思うのだ。

　そんな咲良に、野狐は切れ長の瞳を狐のように細める。

「……本当は思ったよりずっと綺麗になった咲良を見て、早く一緒になりたいな、と思ったりした」

「……っ！」

　こんなイケメンに告白されたら、例えあやかしで妖狐でもクラリときてしまうのは当然だ。

　二次キャラクター好きの咲良だって例外じゃない。

　体が真っ赤になって茹で蛸状態になった。

　そんな茹で上がった状態になってしまった咲良を見て、気恥ずかしそうに自分の髪をかき上げた。

「だからって、咲良を無理矢理押し倒そうとかしないから安心してよ」

「む、無理矢理ぃ!?」

「しないしない！　咲良が嫌がること絶対にしないから！」

「は、はぃ」と頷く咲良。

　微妙な雰囲気になってしまったとき、野狐のジーンズのポケットに入れてあったスマホが鳴る。

　野狐さん、スマホ持ってるんだ、と感心しながら野狐がスマホの向こうにいる相手と話しているのを黙って見守っていた。

「わかりました。……はい、はい……すぐに行けますよ。じゃあ、のちほど……」

　仕事だろうか？　通話が済んで立ち上がりながら再びジーンズのポケットに戻す野狐さんに話しかける。

「お仕事ですか？」

「加藤さんから。ちょっと綾ヶ瀬湖まで行かないと……狸の野郎がやり過ぎたらしい」

「えっ？」

　狸？　狸が何をしたの？　咲良は目をパチクリさせてしまう。

　野狐さんが駆り出されるのなら、きっとあやかし系の狸だろう。

「野狐さんみたいに人の姿でいる狸さんですか？」

「いや、この辺りの化け狸はあまり人の姿をとるのが好きじゃないらしいんだ。……おっちょこちょいが多いのか、化けるのが下手なのか……。今も人の前でやってしまって大騒ぎになってるから、俺の力を貸して欲しいって」

「……何をしたんでしょうね」

「大方、飯狙いでやったんだろうけど。あとで教えるよ」

　ご飯狙い――聞いて狸とイメージがぴったりで咲良は吹き出す。

「加藤さん家の狸とおんなじ」

「加藤さん家の裏山に住んでる狸と親戚なんだ」

「なるほど。一族でそんな感じなんだ」

　笑い合い、咲良も野狐を家の外まで見送る。

「咲良」

「はい」

　改まった野狐に、咲良は前で組んでいた指を強く握る。

「俺を婿にするかしないかの話――春代さんが退院して戻ってくる頃までには返事が欲しい」

「……はぃ」

　自分が野狐さんに付けた名前を思いだせないのに？

　というか、思いだせなくてもいいの？

　そんな疑問が頭に浮かぶが、口に出すのは気が引けて返事だけする。

　野狐はそんな咲良の心情を見透かしたように「無理はしなくていいから」と笑みを作り、フッと消えた。

　一陣の風が野山の草を分け進んでいく。姿は見えないけれどあれは、野狐が風になって走っているんだ。

　どうしてか咲良にはわかった。







◇　◇　◇








　咲良も縁側を片づけ、仕事であるイラストにとりかかる。

　締め切りはまだ先だが、編集が掲示したイメージを自分なりに絵にして、提出する。

　それを何度か繰り返しすり合わせ、ゴーサインが出たら下絵にとりかかる。

　描いたらまたそこで提出して、確認を取ってもらって修正。

　それから着色に入る。

　塗りまで完成してイメージが違うと塗り直しになるのだが、デジタル化した現在ではそれも容易くできるようになった。

　アナログだとこうもいかない。

　ただアナログはアナログの紙の質感と塗りの、なんとも言えない良さがあり「アナログのイラストレーターさんがいい」という作家もいる。

　そこは編集、作家、イラストレーターの都合や利益で考えればいいことだ。

　今回の咲良の仕事は、作家側のたっての頼みで残っている仕事だった。

　シリーズ物で、ずっと咲良が担当している。

　ネット上で叩かれていることを知っても尚、「イラストレーター変更なし」と言ってくれた。

　でも、このシリーズも今回で最終巻。

　咲良自身、イラストの仕事もこのシリーズで最後、と考えていた。

　両親にも春代にも、もちろん野狐にも話していない。

　無実なのに引退するのはまるで自分から非を認めたようで、本当は嫌だ。

　けれど、続けたい気持ちはあるのに、体や脳が拒絶するのだ。

　咲良はパソコンを立ち上げ、イラストのソフトウェアを開く。

「……大丈夫。下絵はＯＫもらってる。塗りだけだ。きっと綺麗に塗れる」

　深呼吸を繰り返す。

　途中でしんどくなったらすぐに手を止めて、休んで。ゆっくりでいい。

　少しずつでも先へ進もう。

　最後の仕事になるのなら、自分が納得のいくイラストに仕上げたい。

　それはイラストレーターという仕事を選んだ、自分のプライドだ。

　まず、全体的にザッと色を置く。

「……大丈夫、動かせる、筆」

　デジタルペンを持つ手が震えない。気持ち悪くならない。

　腹の底から力がみなぎって、ペンを動かす手を援護してくれている気がする。

　山の息吹を十分に吸収した山菜や、土地の滋養を含んだ食材が咲良の心身を正常に戻してくれたんだ。

　ううん、それ以上だ。

　色をどんどん載せていく。夜空の繊細な色、星の瞬き、朧気なのに印象深い満月、空に描かれた風景を丸写ししたような湖の透明度。

　目を閉じればありありと見える。

　イメージは綾ヶ瀬湖。でもファンタスティックに。小説の内容を壊さずにイラストに散りばめて。

　大丈夫。

　大丈夫。

「描ける……描ける、私」

　鼻がツンとする。

　咲良はティッシュを一枚引き抜くと、それで鼻を押さえ、懸命に手を動かし続けた。






　周囲が薄暗くなっていることに気がつき、咲良は顔を上げて窓の外を見る。

　もう日は沈み、薄暗い。

　スマホの時計をみたら、もう十七時半だ。

「うわー、めっちゃ集中した！」

　はた、と洗濯物の存在に気づく。

　慌てて庭に出たら既になく、朝に見かけた猫が通り過ぎるだけだ。

　もしかして、と四畳半の和室に向かうと、キチッと畳んである洗濯物が鎮座していた。

　まるで売り物のように畳まれていて一瞬、新品かと思ったほどだ。

　よく見てみたら、やっぱり普段使っている咲良のスウェットだし、タオルだし――

「えっ!?　もしかしたら下着も!?」

　と綺麗に畳まれている下着を見て、咲良は顔を畳につけて悶絶する。

「こういうのするの、野狐さんしかいないよね……」

　はた、と顔を上げてキッチンを開ける。

　が、野狐はいなかった。

　炊飯器の炊けた音がして、ついさっきまでここにいた気配が残っている。

　テーブルの上には、筍づくしの料理。

　しかも、咲良が食べられるよう、少量ずつだ。

　紙切れが一枚置いてあり、手に取る。

　なかなか達筆で、少々読みづらいがどうにか読んでいく。

『チャイム鳴らしたけど仕事に集中しているようだったので、勝手にお邪魔した。筍の若竹煮　筍の豚肉巻き　キャベツと筍の和風サラダ　鍋に筍と油揚げの味噌汁　冷蔵庫に甘夏のゼリーが入っている。筍ご飯が炊けたら食べて』

　お風呂が沸いたという合図を聞いて風呂も覗くと、綺麗に掃除してある。

　衣服の畳み方といい、風呂掃除といい、食事といい家事全般能力の高さがうかがえる。

『腕を磨き続けたからね。咲良の健康と気兼ねなく働けるようにと家事全般できる』

　野狐の言葉を思いだし、自分のためにここまでしてくれるほどになったんだと一人、顔を赤くする。

「そ、それにしたって！　せっかく作ったんだから、夕飯一緒に食べればいいのに」

　一人しかいないのに、照れを誤魔化すように口を尖らす。

　帰った理由もきっと、仕事の邪魔をしないようにと、勝手に入って家事をしていたことを注意されるかもしれないと思ったのだろうと推測できる。

「ちょっと叱りすぎたかな……？　でも、こういうのは最初が肝心だし！」

　――って、もう付き合って婿に来てもらう気、満々じゃない？　私。

　すっかりその気になっている自分にまたまた顔を赤くする。ポッポと頭の先から蒸気が出てきそうなほど熱い。

　第一、野狐との全ての記憶を思いだしたわけじゃない。

　肝心の『彼に付けた名前』を思いださなくてはならないのだ。

　野狐は覚えているようだけど、自分に教えてくれない。

　それは『ここの神様の掟』らしい。

「なんなんだろう……？」

　首を捻って「そうだ」とスマホを持ってくる。

「こういうときは、お祖母ちゃんでしょう！」







件名：野狐さんの名前のことで

お祖母ちゃん、足の具合はどう？　退院はまだ先？　あれから野狐さんが家事してくれてます。助かってるけれど、お祖母ちゃんの病院のお世話してもらったほうがいいんじゃないかと思うくらい甲斐甲斐しいです。それでちょっと聞きたいことがあって。私が野狐さんに付けたという名前、お祖母ちゃん知ってる？　私、ぜんぜん覚えてないの。








「送信、っと」

　これで野狐さんの名前、わかるかもしれないと、ちょっと胸が軽くなる。

「ご飯の前にお風呂入っちゃおうかな。うーん……」

　肌の手入れもしたい。ゆっくりお風呂に入るのなら、ご飯の方が先だ。

　ちょっと早いけどご飯食べよう、と椅子から腰を上げた刹那、スマホの着信音が鳴った。

　お祖母ちゃん？　と画面を見て、咲良の顔がぱぁっと明るくなる。

「鈴からだ！」

　野上鈴。イラストレーター名義は「ＲⅠＮ」。

　大学時代からの親友であり同職で、互いに切磋琢磨してきた。

　同じ時期にイラスト依頼が来て、二人手を取り合って喜んだ。

　今、咲良のイラストで炎上してしまったことを、まるで自分のことのように心配してくれていて「弁護士や警察に相談した方がいいんじゃない？」と、ネット犯罪に強い弁護士など探してくれていた。

　そういえば、弁護士の件、宙ぶらりんだったと咲良は通話を押す。

「もー！　咲良！　ちっとも連絡してくれなくて何してたのよ！」

　第一声がお叱りの声だった。

「ごめんごめん。母方の祖母が怪我しちゃってバタバタしてたの」

「えー？　お祖母さんの具合は？」

「骨折。全治二ヶ月だって」

「それで咲良が付き添ってるの？」

「ううん、付き添いはお母さんが。私は祖母の家にしばらく住んで山の見回りを頼まれた」

「はああ？　山って……咲良、今どこにいるの？」

「神奈川にある喜代ヶ谷村ってとこ」

「咲良の家と同県じゃん。なんだ、てっきり信州とか甲州とかそっちのほうかと。どこら辺なの？」

「丹沢ってわかる？　その辺りだよ。神奈川県は広いから。こっちまでくると自然豊かだよ」

「スローライフエンジョイ中みたいねー。……仕事の方、どう？　大丈夫？」

　後半、鈴の声音が低くなった。気にしてくれているのかと嬉しくなる。

「どうにかやってる」

「無理しちゃ駄目だよ。無理して受けたって今の咲良じゃ、今までのように描けないでしょ？　代わりに私を指名してくれれば代行で描くよ？　咲良の描き方わかってるし」

「……ありがとう。でも、今回で最後になるかもしれないから。描くよ」

「無理して変なの描いたら、作家さんや編集に迷惑をかけるってわかってる？　それに沈静化してきてるのにまた炎上したらどうするの？　――えっ？　ちょっ、待って。今、何て言った？　最後？　って咲良、イラストの仕事辞めるの？」

「その方向で考えてる」

　一瞬、沈黙が起きたがすぐに鈴の声が聞こえる。

「そ、そうなんだー！　じゃあ、弁護士さんに依頼とかいいよね？」

「……いいかな。鈴、弁護士探してくれてたんだよね、ごめん。お手数かけちゃったね」

「いやいや！　平気！　こっちで断っておくから！」

　それからイラスト依頼が増えたとか、今○○社からの依頼のイラストを描いているとか、そういった鈴の近況を咲良は「うんうん」と聞く。

　時間ができたらそっちまで遊びに行くという約束まで受けて、通話を切った。

「なんだかモヤモヤする」

　鈴からの連絡、取るまですごく嬉しかったのに。

　仕事の自慢話や、自分に対して棘のある話し方で戸惑った。

　こんな話し方だったかな？　なんだか厭味っぽくて鈴らしくなかった。

　自分がイラストの仕事を辞める方向でと話したときも、すごく嬉しそうにも感じた。

「……きっと、向かい合って話してないからそう感じるんだよね。そうだよ」

　もともとキツいところもあるし、遠回しにせず物事をハッキリ言ってしまうところがある鈴だ。

　それとも、もう辞めると決めているのにどこか躊躇ためらっている部分が自分にあるからなの？

　受けている最後の仕事が、思ったより上手く描けているから、躊躇いだしたのだろうか？

　この場所で仕事をすれば、上手くいくような、そんな気もする。

　きっと祖母なら喜んで「一緒に住もう」とも言うだろう。

「とりあえず、ご飯食べよう」

　ポソリと呟きながら、味噌汁を温めるためにガスの火をつけた。






「美味しかったぁ、筍ご飯。筍の豚肉巻きも初めて食べたけど、肉の脂が筍に行き渡って噛むとジュワッと脂が染みた筍のエキスが口の中に広がって……。若竹煮は定番の美味しさだしサラダもよかった！」

　夕飯の美味しさにすっかり機嫌を直した咲良は、鼻歌を歌いながら皿を洗うと、風呂に入る。

　デザートの夏みかんゼリーを食すのは、風呂上がりに決定だ。

「うわぁ、改めて見たら酷い顔だわ……」

　肌はカサカサで潤いは皆無。しかも目の下にクマ。

　野狐もこれで「綺麗になった」と、よく言ったものだ。

「……ぜったい、お世辞だわ」

　野狐に対しちょっと冷静さを取り戻し、咲良は洗顔料で丁寧に顔を洗う。

　それからストレスでボロボロになったお肌や髪の毛に、パックとトリートメントで栄養補給。

　ゆっくり湯に浸かって、ツヤツヤホッカホカになった体を拭う。

「念のため」と引き戸を開け、人の気配を確認する。

　野狐はいないようだとわかると、咲良は体をバスタオルでくるんだままの姿でキッチンへ向かう。

　派手に動いたらヒラリと外れてしまうタオル姿では、とても彼の前に出られない。

　ボトルのミネラルウォーターを口飲みしながらスマホを確認すると、着信が入っていた。

「お祖母ちゃんからだ」

　急いでパジャマに着替え、折り返し電話する。

　でも、病院だよね？　いいのかな？　なんて思いつつ。

　何コールかして「もしもし」と、春代の声がする。

「ちょっと待ってて。通話してもいい場所に移動するから、いったん切るよ」と切れた。

　再びスマホが鳴り、春代からだと確認して受話器を取るマークをスライドする。

「咲良？　お祖母ちゃんだよ」

「うん、今どこにいるの？　病室から出ても大丈夫？」

「病棟を出たところにある待合所にいるよ。元々、公衆電話があるところだし大丈夫」

　そう言うが、足の怪我で入院しているのだから、そうそう歩き回れないのではないだろうか？

「ベッドから降りられるの？」

「松葉杖ついてるに決まってるでしょ。それに座るくらいはできるから。ただ、一人で生活するには不便だし、ボルトいれる手術したからね。抜糸が済むまでここにいるの」

　そうだ。ボルトいれた方が回復は早いというので「もう歳なのに平気なの？」という母の心配をよそに即決したんだっけ。

「お祖母ちゃんのことより、あんたのことだよ。――咲良、野狐さんの名前覚えてなかったんだね」

「うん……」

　咲良は春代に結婚の約束をしていたとか、野狐は名前を覚えているけど、自分が名前を思いださないといけない。『ここの神様の掟』だから野狐の口からは言えないことをかいつまんで話す。

「なんで、お祖母ちゃん知らないかなぁって……。野狐さんの名前」

「なーに言ってんの。甘えてんじゃないよ、お祖母ちゃんが咲良に教えたら意味ないだろう？　咲良が思いださなくちゃいけないやつだよ、それ」

　呆れた口調が咲良の耳に届く。

「だって、そもそも『ここの神様の掟』っていうのがわからないよ……」

　とにかく、春代の住む周辺を治める神様が決めた掟があって、それに従って事を運んでいかないと、野狐は咲良の婿になれないということなのだ。

　今までずっと人間社会の、所謂『常識』の中で生活してきた咲良。

　いくら小学校に上がる前までここで不思議な出来事に触れていたとはいえ、半信半疑の部分がある。

　そもそも神様はいるのか？　見たことがないし、声を聞いたことさえない。

　もしかしたら春代を中心として、咲良を騙しているのではないかと勘ぐってしまうほどだ。

「まだ全部を信じ切れてないようだね、咲良は」

「……うっ」

　春代に見透かされ、言葉に詰まる。相変わらず勘の鋭い祖母だ。

　向こうでふう、と長い息が吐き出されている。

「野狐さん、どうして『野狐』というか知ってるかい？」

「ううん」

「少し、野狐さんの話をしようかね。これくらいなら話してもいいとおっしゃったから」

　誰に許可をもらったんだろう？　と首を傾げる咲良に、説くように野狐の話をしてくれた。

『野狐』は『野干やかん』ともいわれる狐のあやかしで、野山にいる普通の狐を「のぎつね」と呼ぶのと分けて「やこ」と呼ぶ。

　悪巧みばかり考えて、特に人間を誑かしてからかって楽しむのが趣味という、どうしようもないのが妖狐で、悪戯が過ぎて人を殺すやつもいるから油断ならない。

　野狐さんもそんな妖狐で、色々な土地を回って喜代ヶ谷村に流れ居着いたのが咲良の曾祖母ひいばあちゃんの頃。祖母ちゃんのお母さんさ。

　戦後の混乱時にこっそりと居着いたんだね、きっと。

　最初は人に悪さをしていなかった。昔から住んでいる妖狸ようりとの争いの方が忙しくて、人にかまっている暇なんてなかったらしい。

　曾祖母ちゃんは霊力が優れていたから、野狐は曾祖母ちゃんをとって食って力を付けようと思ったらしいけど返り討ちにあった。それからしばらくは大人しくしていたんだけど、ひ孫の咲良に目を付けたんだよ。

　お祖母ちゃんをたぶらかそうとしても無理だったし、咲良のお母さんにいたっては信じないから話にならない。

　目に見えるものを容易く信じる小さな咲良は、絶好の獲物だった。

　咲良がとって食われないよう、最初はお祖母ちゃんも神経を尖らせたものだよ。

　けれど、そうして暮らしていくうちに、野狐の雰囲気が変わってきた。

　隠れてこちらを見ていても感じる『気』に殺気がなくなって、『好奇心』から『慈愛』のような気に変化した。

　当時は喘息であまりに小さくて弱い咲良を見ていくうちに、庇護意識が高まったのかもしれない。

　そうお祖母ちゃんが感じてから、貴女たちが仲良くなったのは早かった。

　まるで兄妹みたいになって。

　このまま見守ろうとしたけれど、咲良は元気になったとはいえまだ小さいし、両親と一緒に暮らすのが最良だと思った。

　野狐もお祖母ちゃんの考えに頷いてくれた。

「そのときに思ったの。野狐さんは心を入れ替えて『善い狐』になっているんだって」

　野狐はそのあと、神様に今までのことを謝罪してこの地に尽くしていくことを約束した。

　――だけど、その後が問題だと。

「山神様が仰ったんだ。『善い弧』、所謂『善狐』として認めるには、きっかけをつくった娘からもらった名前も継承しないといけない。その娘こそ野狐が『善狐』として守らねばならない相手で、尽くすべき者」

　山神様は全てご存じだった。

　野狐が咲良に求婚プロポーズされて受けたことも。

　縁づいた関係であるから、いずれ再会を果たすだろう。それまで人として精進を積み娘の助けとなることを約束した。






「――しかし、娘の言霊によって名付けられた名前で再び呼ばれなければ、汝は娘の『お遣い狐』になり、添い遂げる相手にはならぬ」






「……えっ？　ど、どういうこと？」

「簡単に言っちゃえば、咲良が名前を付けたことによって野狐さんは、あんたの眷属けんぞくになってるのよ。眷属ってまあ、『召使い』かしらねえ、そんな状態なの。召使いはどうあっても召使い。咲良の夫に昇格できないわけね」

「だ、だから！　どうして私が名前を思いだせば野狐さんが……その、夫になるってところが理解できないんですが!?」

「だって咲良が、野狐さんにプロポーズした際に付けた名前だもの。それを野狐さんは了承した。結婚指輪のような結婚の誓いに付随した『アイテム』っていうんじゃないのかしらねえ……」

「ＲＰＧですか、それ」

　咲良は頭を抱えた。

　名前を思いだして呼べば、召使いからお婿に昇格。

「咲良はどうしたいの？」

　春代に尋ねられて、ますます頭を抱える。

「そんなのわからないよ……。元は妖狐なんでしょ？　狐のあやかしだもんね？　お婿にって言われても、色々と問題があるよぉ」

　咲良の返答に春代はクスクスと笑っている。

「あらあら、じゃあ、野狐さんが狐さんじゃなかったら、お婿さんに来てくれるのは一向に構わないってことよね？」

「ぅう……」

　春代の指摘が図星で顔が熱くなる。

「だって人間と変わらない姿だし、イケメンの部類だし、めっちゃ家事能力高いし……」

　――何より、自分のことを想ってくれている。

　この部分は恥ずかしくて祖母にも言えなくて呑み込む。

「咲良も大きくなって社会に揉まれたからね。子供の頃みたいに、あっさり決められないことができて当たり前だよ。きっと『大人の咲良』が躊躇っているから、名前を思いだせないんだろうね」

「それって私の覚悟が決まれば、野狐さんに付けた名前を思いだせるってことかなあ？」

「野狐さんはなんて？」

「お祖母ちゃんが退院して戻ってくるまでに返事が欲しいって」

「あらあら」

「……思いだせるかなぁ。本当に私の覚悟で名前思いだせるか、自信ないよ」

「退院までまだかかるから平気よ。というか、退院してもそっちに戻れるかわからないもの」

　春代の言葉に驚く。

「えっ？　どういうことよ？」

「リハビリがあるでしょーよ。退院してもしばらくは、毎日リハビリに通うんだよ。そこから病院まで車でも時間がかかるでしょう？」

「あ……そうだよね」

　今、春代が入院している病院は、ここから車で四十分ほどの市立病院だ。

　咲良の実家の方がよほど近い。

　リハビリだけは地元で、と考えても足を怪我した春代は自力で運転できず、誰かの送り迎えかタクシーが必要になる。

　それに、片足が不自由なままこの家に戻るとしたら、介助だって必要だ。

「付き添いなら私がやるよ」

「なーに言ってるの。私は早く元のように歩きたいの。だから集中的にリハビリするつもりなの。病院の近くに住むよ。っていうか、咲良の実家にしばらく居候するって頼んだし」

「まじか」

「まじだ」

　あはははは、と春代が大笑いしている。

　孫の言い方を真似て若い祖母だと咲良は思う。

「確かにそっちに住んでリハビリに通った方が近いか。バスの本数多いし、車で送っても十分くらいだもんね」

「春香もそうしろっていうしね」

「ということは、しばらくは私がこっちにいなくちゃいけないってことだよね？」

「そういうこと。だから、野狐さんの名前を思いだそうと焦る必要はないよ。そういうのはね、流れに身を任せてみな。ちょっとしたことで、ふと記憶が甦ることがあるんだから」

「……うん」

　じゃあ、看護師さんに怒られる前に部屋に戻るわ、と春代はあっさりと通話を終了させた。

　まだ話したいことがあったけど、入院中だ。それは致し方ない。

「お祖母ちゃんは焦るなって言うけど、野狐さんのことは責任重大だよね」

　この土地の物を食べ続けていればいずれ思いだすよねなんて、呑気なことを言っていてもいいのかと自分を叱咤する。

　何か思いだすきっかけを作れる方法はないか？　とスマホから検索をかけてみても春代の言うとおり「焦りは禁物」とあって「思いだせるように意識的に関連情報を仕込んでおく」など、そういったもので、忘れている咲良には有効ではない。

「あ、でも……大枠の情報から細かい情報へと記憶を辿っていくってどうだろう」

　大枠と言ったら、野狐さんとの最初の出会いがそうだろう。

　ようやく思いだしたところだから、こうしてジックリ頭に映像として辿っていくのも、記憶を甦らせるきっかけになるかもしれない。

　ベッドに横になって目を瞑り、思いだしている内容を思い浮かべた。










　いつも、どこかで見られている視線を感じていた。

　その眼差しの方に振り向いても、誰もいない。

　けれど、誰かいたのはわかる。

　――あの頃の私は、『人以外のひと』も感知していたんだっけ。

　そうだ。けれど『人』なのか『あやかし』なのか、はたまた『霊』なのか区別なんてついていなかった。

　見える全ては事実で、自分をとりまく世界。

『お祖母ちゃん、誰かずっとわたしをみているよ』

『気にしなくていい。それは悪いものだから。知らん顔をするんだよ』

　そう言って私を抱き締めてくれた。

　――そのときは、野狐さんは悪い妖狐だったんだ。だからお祖母ちゃんは警戒していたんだ。

　いつも、いつだってお祖母ちゃんは私の傍にいた。

　それがいつの間にか、付きっきりじゃなくなったんだ。

　――お祖母ちゃんは感じたのかも。野狐さんが変わっていったのを。

　お祖母ちゃんが加藤さんに呼ばれて少しの間、私が留守番していたとき、野狐さんが庭先にやってきた。

『俺はな、お前に悪戯してやろうと虎視眈々と狙ってるんだ。ちょうどおっかねえ神もババアもいねえしな。食べ終わって腹一杯になったらガキは眠くなって油断する。そのときを狙ってるのさ。てめぇに悪さすれば山の上にいる神の野郎も俺を一目置くってことよ』

　――嘘つきね。

　狐の姿でいる野狐の顔を思いだして笑ってしまう。

　ちっとも悪そうな顔じゃないじゃない。

　どちらかと言えば、興味津々って顔だ。

　――ただの幼女の私が、そんなに珍しかったのかな？

　確かに都会に比べたら人口も少ないし、若い人たちも少ない。

　けれど記憶には数人子供がいたはずだし、加藤さんちは長男夫婦が同じ敷地内で家を建てているし、そこにも子供がいたはずだ。

　――何が珍しかったんだろう？

　と思って「あ」と気づいた。曾祖母ちゃん譲りの霊感だ。

　野狐さんには、他の幼女と違って見えたのだろう。

「……野狐さん、悪いままだったら私が寝た後、どうするつもりだったのかな？」

　――食べちゃう？

　古今東西、物語の中でよくある内容だが、全てが作り話ではないことも咲良は知っている。

　教訓のために広まっていった話もあるが、事実に基づいて作られた話だって含まれている。

「お祖母ちゃんが警戒していたってことは、最初は食べるつもりで追いかけていたってことか」

　ムッとする。今度会ったら追及するべきだ。

　ムカムカしながらボーロをあげたところまで思いだし、次はと記憶を辿っていく。

　お祖母ちゃんと顔を合わせて、めちゃくちゃ怒られてる場面だ。

　どうやら今までの悪さの件で説教されているようだ。

『こっち来い！　今から一緒に神さんのところまで行って謝ってくるんだ！』

　逃げられないように、黒狐の姿の野狐さんを脇にがっしりと抱えて山に登っていくお祖母ちゃんの姿と、大人しく抱えられている野狐さんがおかしくて笑い転げていた自分。

　お祖母ちゃんが神様のもとへ連れていったんだ。

　――あんなこともあった。

　――こんなこともあった。

　卒業式で歌ったようなフレーズそのものの思い出が、次々と甦ってくる。

　――私は確かに野狐さんといて、野狐さんと遊んだ。楽しかった。






「私の初恋だ……」






　好きになったんだ。

　お兄ちゃんぶった態度も。

　ちょっと悪ぶった口調も。

　けど、私を大切にしたいという気持ちが伝わってきて。

　あやかしだろうと狐だろうと関係なく、一番好きな男の子になっていた。






『名前。狐さんの名前、何て言うの？』

　名前で呼びたくて尋ねた。

　野狐さんは自分と同じ位の人間の男の子になって一緒にスイカを食べていて、汁で真っ赤になった口を拭いながら首を傾げた。

『名前？　総称で〝野狐〟って呼ばれてる。でなければ化け狐だな』

『狐さんの名前はないの？』

『ああ。有名になれば人間の誰かが勝手に名前を付ける。ほら、〝玉藻前〟とか』

『じゃあ、私が付けてもいい？』

『なんでさ？』

『だって呼ぶのに名前があった方がいいよ……結婚したときに困るし』

　――なんておませだったんだ！　私！

「しかも色々はしょって結婚はないわ！」

　過去の自分にツッコミをいれる咲良。

　いや、幼稚園くらいの年齢ならそんなものかな？

　恥ずかしさを誤魔化すために、過去の自分の台詞を正当化させる。

　野狐さんはかなり驚いてる。スイカを両手に持ったまま、ぽかんと口を開けて自分を凝視していた。

『お前、意味分かって言ってる？』

　さすが、長く生きてきている妖狐だ。結婚の意味をわかってるし、相手が小さいが故にきちんと理解して口に出したのか確認してきた。

『うん！　お父さんとお母さんみたいに一緒に住んで、働いて、ご飯食べてねんねして、それから一緒に色んなところに行って、赤ちゃん作るんだよ！』

　笑顔で答える私。

　――すみません。半分も理解していなかったようです。

「過去の私を殴りたい……めっちゃ泣くだろうけど」

　雰囲気でか、人間年齢の幼さを感じたのか、野狐さんはそれからけっこう詳しく私に説明してくれた。

　それでもその幼さ特有の我が儘を出した私は、半泣きになって野狐さんに懇願する。

『それでもいいもん！　辛くても頑張るもん！　野狐さんと結婚したいんだもん！』

　ヒーヒーと息遣いが怪しくなってきた私に、野狐さんは慌てて背中を擦ってくれる。

『わかったよ、わかった。結婚しよう。でも、咲良が成人したらな』

『……うん！』

　――半ば諦めたように結婚を承諾する野狐さん。

「すみません……本当にすみません……」

　思いだしていく記憶に、咲良は謝罪を口にしながら手で顔を覆う。

　なんという我が儘。恥ずかしすぎる。

　あっという間に泣き止んだ私は、めっちゃいい笑顔で野狐さんに言った。

『やっぱり将来の旦那様には名前が必要だよ！　私が付けてあげる！』

　うーんと、うーんと、と足をプラプラさせて考えて数秒。






『決めた！　名前は――』










　咲良は目を開けて、ガバリと跳ね起きる。

「って決めるの早すぎ！　しかも本気で悩んで考えたの？」

　また過去の自分にツッコミをいれる。

　同時に、へこんだ。

「これは……思いつきで付けた名前に違いないわ……だから覚えていないんだよお……自分！」

　咲良はベッドの上でガックリと肩を落とした。
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　咲良は、まんじりともしない一夜を過ごした。

　風呂に入って入念に手入れした肌も、睡眠不足のせいで元の木阿弥だ。

　しかし今の咲良には、肌の状態を気にしている余裕などなかった。

「ううう……っ、どうしよう。野狐さんに合わせる顔がない」

　嘆きながら、昨夜食べ忘れてしまった夏みかんゼリーを朝食代わりに摂る。

　こんな悩んでいるときでも美味しい。甘酸っぱさとツルンとした食感が口の中に溢れ清涼感を運んでくる。

　休暇を取って夏の森林の中にいる気分になる。

「あああ……野狐さんごめんなさい……美味しくて全てを忘れそうです」

　謝りながらゼリーを完食した。






　肝心の名前を思いだせないというジレンマを抱えながら、咲良はとりあえず日常の家事に精を出した。

　洗濯して掃除機をかけて、ついでに庭の掃き掃除。

　そしてマイカーのトランクに置きっぱなしの自分の荷物を運び出すために、駐車スペースに向かった。

「……あっ」

　はた、と足を止めた。

「おはよう、咲良」

　玄関アプローチを歩いてこっちに向かってくる野狐と、鉢合わせになったのだ。

　彼の眩しい笑顔に思わず視線を逸らしてしまう。

「お、おはよう……」

　オレンジのウィンドブレーカーに青のジーンズ。靴はハイキングシューズという出で立ちの野狐は、どこから見ても普通のイケメン青年にしか見えない。

　正体は狐――妖狐だと誰が気づくだろうという見事な変身ぶりだ。

　確かに自分の理想の容姿だ。さすが妖狐。

　言わなくても、しっかりと相手の好きなタイプにあわせてくる。

　というか、自分のことを想ってこうした容姿に姿を変えてくれているのだ。

　だからこそ、名前を思いだせないのが申し訳ない。

「ご、ごはん美味しかった！　ごちそうさまです」

　咲良は親しき仲にも礼儀は大事と、頭を下げて礼を述べる。

　野狐はそんな咲良を見て「フッ」と微笑む。

　自分を見下ろす目には長い睫が影を作り、微かに上げた口角がいつもよりも色っぽく見える。

「咲良」

「はい」

　野狐が、ずいずいと咲良に迫ってくる。

　内心「？　？」と戸惑いながら、咲良は後ろへ下がっていく。

　下がって背中が付いた場所は車のバックドア。

　壁ドンならぬ車ドンだ。

「……野狐さん？」

　野狐の両腕の間に挟まれた状態の咲良は、野狐を見上げたまま戸惑う。

　彼の潤んだ瞳が自分をとらえて離さない。

　どこか官能的な様子を見せる彼に、これはもしかしたら……キスをねだってる？　と婀娜めいた想像をしてしまう。

「咲良」

「は、はい！」

「昨日作った飯、まだ残ってる？」

「……へっ？　え、ええと、筍ご飯と筍の肉巻きなら……」

　嬉しそうに野狐は目を細め、咲良の髪を一房優しく掴みあげ、口づけした。

　あまりの野狐の行動に変な叫び声を上げる咲良。

「――ひゃっ!?」

「残ったご飯、俺にくれる？」

「えっ？　え？　あ、う、うん」

　何も断る必要があるのかな？　と一瞬首を捻った咲良だが、同時に、パクパクと一人で美味しくいただいちゃって悪かったな、とも思う。

「ごめん、野狐さんの分を残しておくべきだったよね……。足りなかったら私が作るから家に上がって」

「ありがとう！　咲良ちゃん！」

　いきなり野狐のテンションが変わった。

　声まで変わったので驚いてジッと野狐を見上げたら、目の回りを囲むように茶色いアイシャドウが出現する。

「えっ？　野狐さん、目の回りにアイシャドウ付けたの？」

「えっ？　目の回り？」

　野狐が自分の目に手を当てたときだった。

　つむじ風に乗ってきたような速さで、黒い毛並みの狐が現れた。

「野狐さん？」

　たった今、疾風のごとく現れた黒狐が野狐で間違いない。

　悩ましい眼差しのこの青年は、誰なのか？　と咲良は二人の野狐を見比べる。

「――じゃあ、ここにいる色気のある野狐さんは……誰？」

「こんのおおおおおおおおお！　クソ狸が!!　反省部屋からいなくなったと思ったら、何しとるんじゃああ!!」

　と、黒狐の野狐が口悪く罵る。

「いつまでもお籠もり部屋にいるわけねーべ！　腹減っちまってしかたねーや。大きくなった咲良ちゃんにも会ってねーし、ご飯ねだるついでに挨拶に来たべ」

　と、人の姿の野狐が野太い声で黒狐に言うと、ポンッ、と白い煙が野狐を包む。

　あっという間に煙が消えて、そこにはお腹をポコンと突き出した大きな狸が出現した。

　どこかで見たことがある。咲良がそう思った瞬間にまた過去の記憶が甦る。

　普段は普通の狸の大きさで、悪戯したり事件を起こしたりすると、本来の大きさに戻る――

「加藤さんちの化け狸！」

「咲良ちゃーん！　思いだしてくれた？　そうだよ。俺、加藤さんちの山に住む妖狸だぁ！　久しぶりい！」

　再会に両手を広げ、咲良を受け止めようとする妖狸の首根っこを掴むのは、人に変化した野狐だった。

「山の中以外で古狸の姿で彷徨うろつくなって言ってんだろ！　ボケたんなら引退しろ！」

「ここならこの姿でも平気だろう？　なぁ、咲良ちゃん」

「咲良に同意求めんじゃねーわ！　しかも飯ねだりやがって！　意地汚いエロ狸が!!」

　またポン、と軽い破裂音が鳴り、今度は狸らしい狸が野狐の腕の中に出現した。

　しっかりと狸を両腕で抱き締めると、野狐は改めて咲良に声をかける。

「ごめん！　まだこいつ説教中なんだ。夕方にまた来るから！」

「お腹減ったよー。ずっと飲まず食わずなんだよー。助けて、咲良ちゃん」

　野狐の腕の中でメソメソ泣き出した妖狸が可哀想になり咲良が、

「筍ご飯のおにぎり作って、加藤さんちに行こうか？」

　そう案を出す。

　パアッと妖狸の顔が輝いたが、野狐は「いいよ」と首を横に振った。

「こいつ、ダイエット遂行中なのに、パン屋のパン一斤に惣菜パンに菓子パン全部食っちまったんだ。この異常な食欲をなんとかしないといけないんだ」

「じゃあ昨日の綾ヶ瀬湖で起きた騒ぎって、加藤さんちの化け狸さんの親戚の仕業じゃなかったの？」

「こいつが指示したんだよ。……まったく、加藤さんも呆れてたよ。これでもこの辺りの狸の総大将なんだぜ？」

「……そうだったんだ」

　呆れた眼差しを向けた咲良を気にすることなく妖狸は、

「いつまで生きていられるかわからないんだー！　好きなだけ食わせろお！」

　と騒ぐ。野狐が妖狸の頭を小突き、叱る。

「狸の姿のまま大声で喋るなよ。本当にここにいられなくなるぞ」

　それでも「めしー！」と騒ぐ妖狸の口を塞ぎ野狐は、「じゃあ、夕方に！」と咲良に言うと行ってしまった。

　とりあえず手を振って送る咲良だったが、たまらず溜め息を吐く。

　春代に関しての話を野狐にできなかったのと、また、まだ数日しか経っていないのに目まぐるしい毎日に思考が追いついていなくて、置いてけぼりを食らっている気分になっていることに、堪らず息を吐いてしまったのだ。

　それでも、つい前までイラストのことを叩かれて誹謗中傷されていた日々よりは、心穏やかだとも思う咲良だった。






　お昼は残っていた夕飯の残りを食べ、ようやく仕事に取りかかる。

　集中して時間を忘れてしまうので、一時間半ごとにタイマーをかける。

　途中で休憩を入れてストレッチや気分転換をした方が、体にもいいし、集中力が持続しやすくなると聞いて、咲良は仕事が忙しいときほどこの方法をとる。

「よし！」と自分に発破をかけ、ペンタブレットの電源を入れた。

　と、その瞬間のタイミングでスマホが鳴る。

　見ると発信者は鈴だ。

　昨夜のモヤモヤが甦るも、やはり嬉しさのほうが先立つ。

　イヤホンマイクをつけて、鈴と会話することにした。

「もしもし、私。今大丈夫？」と鈴。この辺の気遣いは変わらない。

「うん、大丈夫」

「よかった。そうだよね、今仕事一つしか受けてないもんね。暇だよね」

「まあね」としか咲良は言えなかった。引っかかる言い方で、どう応えていいかわからない。

　そんな咲良の戸惑いは声に乗らず、鈴は気づかないまま話を進めていく。

「相談した弁護士さんに伝えておいたよ。訴えないってこと」

「ありがとう、忙しいのにごめんね」

「いいよ、このくらいのこと。私だって明日は我が身だもん。防衛策も聞いたしさ」

「へぇ、それで何が一番有効だって？」

「ＳＮＳをやらないことが一番だって」

　二人揃って笑う。

「そう言えばさ、咲良が最後に受けた仕事って、江戸川出版のライトノベルだよね？　藤森ふじもりむさし先生の」

「うん、シリーズ最後の刊行だから最後まで同じイラストレーターでいきたいって言ってくれて、それでありがたく受けたの」

「それさ、私がやろうか？」

「大丈夫だよ。実はもう着色まで済んでるの。あとは色を重ねて調整して完成させるだけ」

「そ、そうなんだ」

　会話が止まった。なんだか向こうで鈴が苛立っているように感じる。

　実際は離れた場所で通話しているから、咲良の主観でしかないが。

　あえて咲良は気づかないふりをして話を進める。

「こっちは大丈夫だよ！　鈴だって依頼がたくさん来て忙しいんでしょ？　そっち頑張ってよ。応援してるから」

「う、うん……！　そうだね、咲良のこと心配になっちゃってさ！　描くの無理してるならって思ったんだ。最後の仕事にするんだもんね、余計な気遣いだったね。もう受けないんだよね、残念だよ。着色まで済んでるってことは描けたんでしょ？　描けるのに残念」

「そうなんだ。こっちに来てから体調がよくなって。描けるようになったみたい。しばらく休んで無理のない程度に描いて時々ＵＰとかできそうとか思ってる。仕事は――」

「止めといたら？」

　鈴の言い方が鋭いもので、咲良は言葉を飲み込む。

　鈴は続けざまに言う。

「また『絵師警察』みたいな奴らが、チェックして攻撃してくると思うよ。あいつらって名前変えてもしつこく見つけて、イチャモンつけてくるって言うじゃん」

　鈴の意見に咲良はハッとした。

　そうだ。そうして、いったい何人の絵師たちが消えていったか。

　正義感なのか、作品への愛なのか。それとも注目を浴びている者たちへの嫉妬なのか。

　同じ人が、なのか、たまたまなのか、絶えず繰り返される中傷と批判。

　ＳＮＳにあげられた自分への悪口あっこうを思いだし、咲良は大きく波打ちだした胸を押さえる。

「咲良も私みたいに上手にやればよかったんだよ。目立たないようにさ。だから私にはこうして仕事来てるしっ」

　鈴の口調は明らかに弾んでいる。

　今、鈴は絶好調なんだ。依頼が入ってきて。

　――羨ましい。

　鈴に対して初めて嫉妬が生まれた。

　同時に、気づく。

　もしかしたら私の鈴に対する今までの態度って、こうだった？

　気づかないうちに鈴に自慢していた？

『いいなあ、咲良は。仕事途切れないじゃん。羨ましいよ』と鈴が口を尖らせる。

『違うよ。途切れないように必死なんだよ。営業したりＳＮＳで仕事募集したり』

『私はそうやって自分から売り込むのってできないわ。向こうから依頼されたほうが楽だし、責任感じてその先も仕事くれそうだし。地道にイラストサイトにＵＰするわ』

　何度か繰り返された会話。

　いつも『羨ましい』と言っていた鈴。

　でも鈴は、自分から動くことはなかった。

　――きっと鈴は、今が上昇気流に乗っているときなんだ。

　それで、はしゃぐ気持ちはよくわかる。

　咲良は嫉妬の念を拭い去るように首を振る。

　鈴は仕事仲間だし、親友だ。羨ましいと思っても妬むなんてなし！

「……そうだね。しばらくは止めておく。ちょっと違う問題が起きてるし」

　努めて明るく返す。

「違う問題って？」

「うーん……鈴にとっても私にとっても、信じられない話だから……」

「いいじゃん。この鈴ねーさんに相談してみなさいって！」

　久しぶりに出た『鈴ねーさんに相談して』に、咲良は笑う。

　いつもこうして、鈴になんでも相談していた。

　考えてみたら学生時代もフリーのイラストレーターになったときも、一歩先に歩いていたのは鈴の方だった。

　いち早くデザイナー会社に就職が決まって、なかなか決まらない私の相談に乗ってくれていつも励ましてくれた。

　就職活動中にイラストが出版社の目に留まって、それから途切れなく依頼が来て、結局そのままフリーのイラストレーターになってしまったけれど。

「鈴はすごいよね。働きながらイラストの依頼も受けて。それに加えて私の悩みも聞いてくれて弁護士まで探してくれていたんだもの」

「えへへ。まあね、咲良は放っておけないんだよね、なんか」

　照れているのが離れていてもわかる。

　確かに鈴はオブラートに包まず、ハッキリ物事を言ってしまうタイプだが、それでも咲良には誠実に接してきてくれた。

「じゃあ、疑い半分で聞いてくれる？」

　今までの気安さからか、咲良は春代の家に来てからのこと、そして野狐のことを話した。






　全部話したあと、しばらく沈黙が続いた。

　長く話しすぎた。充電を見ると十パーセントを切っている。

　咲良は慌てて充電器を探していると、

「咲良……あんた、大丈夫なの？　病院行った方がよくない？」

　と、こわごわ聞いてくる鈴の声が届いた。

「……やっぱりそう思うよね」

「そう思うよ！　狐が人間に化けられて咲良に求婚って！――あ、咲良がその狐に求婚したんだっけ？　ってそうじゃなくてさ！　あんまり叩かれて現実逃避しちゃったんじゃないの？『その狐は、実は咲良が生んだ幻です』じゃないの？」

　鈴のツッコミに、自分も時々、夢か現うつつか幻かって思う。

　でも、鈴が真面目に心配してくれていることが嬉しい。

「じゃあさ、現実が嫌になってそういう幻想がでていると考えて、鈴はどうする？」

「まじで病院連れてくわ。まともだったら『イケメンの化け狐に付けた名前を思いださなくちゃ、自分は彼と結婚できない』っていう作り話なら、作家に転身するのをお勧めする」

「だね。私が作家デビューしたら、鈴に表紙頼もうかな」

　あんまり明るく対応したものだから鈴の方も冗談だったと思ったらしく、快活な笑いが起きた。

「なーんだ、作り話だったんだ！　もう、驚かさないでよ。でも作家に転身もいいかもよ。小説サイトに投稿してみたら？　いい線いったら無償でイラスト提供するよ」

「マジ頼んじゃうよ？」

「ＯＫ、ＯＫ」

　互いに笑い合う。

　ひとしきり笑ったあと、咲良は改めて言った。

「まあ、小さい頃に結婚を約束して、ずっと私を待っていた相手はいるのは確かなんだ」

「……そうなの。結婚するの？」

「まだなんとも。幼い頃の口約束だし。それを待っていたなんて正直、戸惑ってる」

「そうだよね。……イラストレーター辞めるなら、そのままお嫁に行っちゃうのもありだとは思うけど。それってでも、本当の話？　さっきの化け狐の求婚といい、もうどっちが本当の話なんだか混乱しそうだよ」

「ごめんごめん。ちょっとからかっちゃったかな。――あ、充電やばい！　切れる」

「私もだわ。長電話しすぎた！　今度咲良のところに遊びに行くわ！　もちろん仕事が一段落ついたらだけど」

「うん、待ってる。お仕事頑張って！」

　互いにじゃあまた、と言いながら切った。






　咲良は充電器に差し込むと溜め息を吐く。

「やっぱり、おとぎ話だよね。野狐さんとのこと。お父さんとお母さんに話したら病院送りになりそう」

　野狐さんは『ここの神様からの試練』と言うけれど、お祖母ちゃんの言うとおり、自分がこの状況を信じ切れていないのが、彼の名前を思いだせない原因じゃないかと咲良は思い始めていた。

　小学校に上がってから今まで、都心に近い、また人の多い文明社会の中に住んでいた咲良だ。

　幼い頃に慣れ親しんだ環境とはいえ、たった四年弱の生活。

　親元から離れた寂しさのあまりに作り出した幻想だと判断されても、納得するだろう。

「なんだか、今日は仕事する気なくなったな……」

　こういうときは体を動かした方がいい。咲良は車に積んでおいた自分の荷物を部屋に入れて整理を始めた。
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　夕方、洗濯物を取り込んでいると野狐がひょっこりやってきた。

　食材の入った袋を両手にぶら下げて。

「朝昼こられなくてごめんな。ちゃんと飯食ったか？」

　そう心配そうに咲良に近づく。

　整った眉尻が下がり、瞳に憂いの籠もった光が瞬く。

　本当に心配しているようで頬が緩む。

　でも、これって私は料理ができないと思われているよね？　とちょっと口を尖らせて話す。

「平気。私だって今までまったく家事をやっていなかったわけじゃないんだぞ？」

「でもこっちにきた初日、コンビニの弁当だっただろう？」

　知っている。ゴミ箱見たのか。見たんだろうな、キッチンのゴミ袋もきっちり縛ってあったし。

「うっ、そ、それはお祖母ちゃんの入院先に寄ってからきたわけで、もう遅くなっちゃったからご飯作るの面倒だしで……！」

「まあ、忙しいときには助かるよな。市販の飯って」

　同意されて咲良は驚く。

「えっ？　野狐さんも食べるの？　コンビニのお弁当を？」

「食べるよ？　外食もするし、スーパーの惣菜とかレトルトとかも食べるよ？」

「……もしかして」

「――残飯はあさらないからな」

　咲良の言いたいことを察して、先に被せて言って来た。

「さすがにその辺プライドあるし、働いてるから給料で賄ってるよ」

「そういえば野狐さんの仕事って？」

「綾ヶ瀬湖にある宿泊施設の管理。オフシーズンには周辺のお店や山の管理の手伝いとか、畑仕事とかもやってる」

「すごい……人間社会に馴染んでる」

「村の人たちの心が広いというか気にしないというか、若い人手が欲しいところだから重宝されてる」

「若い……ですか」

「若いんです」

　本当はウン百年生きている妖狐だけど、見た目の判断なんだろうな、と笑いながら野狐から荷物を一つ受け取る。

　その際にほんの少し、野狐の手に触れた。

　――温かい。人の滑らかな手。

　幻想じゃない、そう感じる温もり。

「……野狐さんは、幻じゃないよね？」

　思わず聞いてしまう。

　きっと不安な顔をしていたのだろう。野狐はそんな咲良の鼻を摘まむ。

「いたたたたた！」

「幻が咲良にこんな悪戯するか？」

「わかった……！　わかったから！　鼻真っ赤になっちゃうから！」

「わかったらよろしい」

　ふっ、となぜか威張った様子で咲良の鼻から指を離すと、さっさと家に入っていく。

「また山菜たくさんもらったから、今夜はスパゲッティにしようかと思うんだ」

「山菜のスパゲッティ？　食べたことない！」

「あと菜の花とチキンのサラダに、筍と卵のスープ」

　想像するだけでも美味しそうだ。野狐の作った今までの料理はどれも美味しかったので期待に胸がわくわくする。

『野狐さんの料理は美味しいわよ』と言っていた春代の言葉に頭の中で頷く。

　というか、祖母は今まで野狐さんの料理をごちそうになっていたんだと思うと、ちょっぴり悔しい。

「私も手伝う。下ごしらえとか覚えたいし」

「仕事は？　いいの？」

　聞かれ、ちょっとだけ口を噤んだが、すぐに口が開く。

「今日はもう店じまい。やる気がでなくて」

　あえて明るく振る舞う。別に仕事が進まない罪悪感はないけれど、野狐が心配しそうだから。そんな咲良に野狐は「わかった」と笑みを見せた。






「と言っても今夜使う山菜は、下ごしらえが簡単なやつのコゴミとコシアブラを使うんだ」

　と、野狐は袋からコシアブラとコゴミを取り出し「まずは水洗い」と別々のボウルの中にいれて水につける。

「コゴミは根元の固い部分を折って。それから水の中でくるんとしている部分の汚れを落とすんだ。それから茎と上の部分に切り分ける。コシアブラはこの根元の茶色い部分――ハカマって言うんだけど、これを取ってサッと水洗い」

「はい」

　咲良は腕まくりして、さっそくコゴミを水につける。

　野狐は隣で菜の花を茎と花の部分に切り分けている。咲良がコゴミとコシアブラを水洗いし終えるまで野狐はささっと菜の花とチキンのサラダを仕上げ、ドレッシングまで作って、しかもスープにまで取りかかっていた。

「野狐さん……早い」

「慣れてるからな」

　と、コンソメキューブをいれた湯に、切った筍を投下している。

　実家住まいの咲良だが、家事は母任せでなかった。むしろ仕事で忙しい両親に代わって家事をやっていた。

　同年代の女の子よりは料理ができる自信のあった咲良だが、野狐に完全に後れをとっている。

『咲良、手際がいいな。さすが俺の嫁』

　なんて感激されるのを想像していたが、立場が逆転している。

「本当、『なんちゃって展開』だわ」

「？　何それ？」

「なんでもないです」

　独り言に野狐が反応してきたが、さらりとかわした。

「コゴミとコシアブラ、洗ったよ」

「ありがとう、では塩ひとつかみいれて沸騰させてある湯に、コゴミの茎だけ最初に入れる。それから三十秒ほど経ったら残りとコシアブラをぶっこむ」

「えっ？　別々に茹でないの？」

「保存するならそうするけど、あまり量はないし。全部パスタの具に使っちゃうつもりなんだ。コゴミとコシアブラなら、塩入れたお湯でサッと茹でるだけで下処理終了だしな」

「そうなんだ……」

「冷水に入れてザルにあけたら絞る。これ、肌が弱い人がやると手が痒くなるから俺がやるよ」

　野狐の申し出を有り難く受け入れる咲良。

　あっという間に茹で上がり、冷水でしめ、絞って水気が無くなっていく山菜たちを咲良はじっと見つめる。

　結構な量だと思うんだけど、野狐さん食べるのかな？　確かにこの前すごく食べていたけれど。

　男の子って若いうちはたくさん食べるというけれど、野狐さんもそうなのか。

　数百年生きていると思うけれど、食欲は若い人と変わらないのかな？――と、ふいに気になって尋ねてみる。

「野狐さん」

「何？」

「野狐さんの年齢って、本当は何歳なの？」

「――っ」

　ビビビッ、と電流が流れた？　とこっちが驚くほど野狐の背中が逆立つ。

　いや、人の姿をとっているから毛が逆立つようなことはないのだが、咲良にはそう見えた。

「えっ？　えっ？　えっ？　俺の年齢とし？」

　動揺しながらもコシアブラの水気を絞っている姿はシュールだ。

　咲良はあえて無邪気な笑みを見せた。

「うん。そういえば知らないなって」

「……ぁ、うん、そうだな、うん……」

　そう言いつつ野狐は、今度は豚肉の薄切りを五ミリ位の幅で切り始めた。

「山菜のペペロンチーノにします」

「ペペロンチーノ好き。で？　野狐さんはどのくらい生きているの？」

　話を逸らして誤魔化そうとしているのは、なんとなーくわかった。

　咲良は腰をおり、野狐の顔を覗き込む。

　うん、目を合わせないようにしている。こんなに狼狽うろたえる野狐さんは面白い。

　もう少しツッコんでいこう、と咲良。

「そんなに聞いたらいけないこと？」

「い、いや……いずれは聞かれるなとは思っていたから。でも、料理中に聞かれるとは思わず……」

　フライパンを火にかけてオリーブオイルとニンニクを入れた。

　フライパンを傾け、端でじっくりとニンニクを素揚げしている。まったくもって手際がいい。

　それから唐辛子をいれた。

　チン、とレンジの仕上がりの音がする。

　どうやらレンジでパスタを茹でていたらしい。いつの間に。仕事の早い妖狐だ。

「とりあえずご飯仕上げちゃうから、スープに溶いた卵を入れてくれる？」

「わかった。卵は何個使うの？」

「二個で」

　パスタの茹で汁がフライパンに入れられて、ジュワ～という音と共に一瞬湯気が上がる。

　同時に、ニンニクの香りも。

　咲良は菜箸で卵を溶きつつ、

「ご飯食べるときに教えてくれるわけ？」

　と尋ねる。このまま誤魔化されてなるものか、という意志を含めた、少々きつめの言い方だ。

　じわり、と野狐の頬に汗が一筋流れた。

「……うん」

　と一言返すと、野狐は豚肉とコゴミとコシアブラを、これでもか、というほどフライパンに投下した。

「山菜を使う以外、普通のペペロンチーノの作り方と変わらないから」

「はーい。スープできたからよそってもいい？」

「頼む」

　咲良は食器棚からスープカップとパスタ皿をとってきた。

　野狐は麺をいれ、味を調えて仕上げにはいる。

　その間、咲良はサラダと取り皿、フォークに飲み物を居間に持っていった。

　ダイニングは椅子とテーブルなので、野狐が逃げやすいと踏んでこたつに用意したのだ。

「出来たよ」

「はーい。スープよそうね」

　パスタを皿に盛るタイミングでスープもよそう。

　初めての共同作業だったけど、なかなか息が合っていたではないの。

　咲良は大変に満足気な顔で野狐を見る。

　野狐は――心なしか顔色が悪い。

「そんなに年齢聞かれるの嫌だったの？　さっき『いずれは聞かれるからって』言ってたじゃない。覚悟してたんじゃないの？」

「そうなんだけど……あんまりに突拍子もなかったから。咲良は求婚からしてこういう性格なんだよな。すっかり忘れてた」

「何よー。私が考えなしに口に出しているというような言い草！」

　眉毛をつり上げて抗議する。内心ドキリとしたが。

「とりあえず、冷めないうちに食べようか」

「そうだね」

　こたつに夕飯が並べられる。

　咲良はボトルのウォーターを、自分と野狐のグラスに注ぐ。

　途中で味に飽きたら足せるよう、ゆず胡椒に醤油味のタバスコ、それに粉チーズが並べられた。

「いただきます」声が揃う。

　咲良は、そんなほんの少しの偶然でもこそばゆくて恥じらってしまうが、野狐は気にせずにフォークでパスタを巻き付けて豪快に口に入れている。

　納得の味に仕上がったのか、うんうん、と頷きながらコシアブラも口に放り込む。

　美味しそうに食べている野狐を見て、咲良もまずはパスタの中に埋もれているコゴミを食べた。

　ニンニクと塩胡椒、それと鷹の爪のピリリとした芯のある辛さが、コゴミをさらに美味しくしている。

「苦みやクセがないからかな。食べやすい」

「結構、どんな料理にでも合うよ。天麩羅が定番だけど、それだけじゃもったいないだろ？　貧血にもいいし」

「これなら毎日食べてもいいな」

「食物繊維が豊富だから、食べ過ぎたらお腹緩くなるぞ」

「……食べているときに言わないで」

　ごめん、と苦笑いする野狐を見て咲良も頬を緩め、サラダを小皿に分ける。

　菜の花特有の苦さは、野狐の作ったドレッシングで消されていて食べやすい。

　淡泊な鶏肉と合わせて食べると、なお美味しい。

　今の季節でしか味わえない旬の食材を使った料理を食べるということは、すごく贅沢なことだと咲良は思う。

「スーパーに行くと季節関係なく野菜や山菜が置かれるようになっているけど、やっぱり季節物の食材は美味しい」

「咲良の顔色もこの数日間で良くなったしな。『元気になりますように』って願いながら作ってるんだ」

　そう顔を合わせ笑う野狐は、心底咲良の体調が良くなったことを喜んでいるように見える。

　想われている、それが感じられてとても嬉しい。

　両親もそうだけど、誰かに想われて大切にされているとわかると、心の底から元気が出てくる。中傷に負けない、という力が湧いてくる。

「私、人だけじゃなくて、色んな……そう、食べ物や環境に生かされているんだね。ここに帰ってきて、それが良くわかるようになった」

「咲良が元気を取り戻すことを望んでいる奴らは、ここにはたくさんいるから。一人で悩まないで相談してくれよ」

「うん……ありがとう、野狐さん――それで」

「それで？」

　咲良はニッコリとわざとらしく笑う。

「本当は幾つなの？」

　今日の最大の謎に挑んだ。






　野狐の視線がぐるりと回り、壁を睨み始めた。

「やっ……ぅん、それは……」

　まだ躊躇ってる野狐に、咲良は疑問を投げつける。

「そんなに年齢を言うの嫌？」

「嫌……っていうわけじゃないけど……」

　野狐は改めて咲良と視線を合わせる。懇願の眼差しで。

　どうしてそんな目で見るの？

　咲良の方が戸惑った。

　野狐はフォークを置いて、指を弄りながら躊躇いがちに口を開いた。

「咲良が俺の年齢聞いて引いたら……」

「引いたら？」

「……立ち直れない」

　キュウンと絞り出された音が、咲良の胸から響いた。

　微かに頬を染め、モジモジと指をせわしなく弄り、目を潤ませている野狐がどうしてか、とてつもなく可愛く見える。

　――いやあああああん！　可愛い！

　私の方から彼に求婚プロポーズしたから、野狐の方は妹のような存在だから「仕方なく」とか「同情して」とか、そういった意味で受けたのかと思っていた。

　でも、こうして憎からず思ってくれていることがわかる場面に遭遇すると、咲良だって嬉しくて悶えてしまう。

　思わず叫びたくなるのを辛うじて堪えた。

　あえて表情を引き締めて、咲良は野狐に告げる。

「大丈夫、人に変化できる狐って、結構長く生きてるってそれ、人間界でも良く知られてるから。わかってる」

「参考までに聞きたいんだけど、人間社会で妖狐は、何年生きてるとそうなるって書いてある？」

　咲良は「うーん」と天井を見上げながら、今まで読んだ文献を思いだす。

「私もイラストの参照のために読んだものだから、そう詳しくないけれど……ある本には五百年生きれば人に変化できるって書いてあったり、三百年と書いてあったり、お爺さんに変化した狐は百二十八歳と言ったとか……」

「ああ、『幸菴狐こうあんぎつね』のことか。こっちにも伝わってる。あの狐は特別じゃないかな」

「ある程度、歳を召されているってことは理解できるよ」

「……そうだよな、うん」

　今度はへこんでいる。

　そんな野狐に思い切って聞いてみる。

「お爺ちゃん狐なの？　野狐さんは？」

「違う。違うけど……歳はいってる。自分の中では爺さんっていう意識はないけれど。何せ、しぶとく生きていたらいつの間にか色々な芸当ができて、変化へんげもしてたっていう感じなんだよな……」

「意識せずに生きていたら長生きしちゃって、妖狐になっちゃったってこと？」

「何が原因で妖狐になったのか覚えていないけどな。小さい頃から人や他の人外の言葉も聞けて理解してたし。そのときは『俺って天才！』って鼻高々だった」

　元々、素質があったのかもしれない、と咲良は思った。

　先ほど話した『幸菴狐』のような。

　ただ、その狐と違って野狐は最初、悪い道に走っていたことだ。

　今は改心しているけど。

　それだって自分といただけで、どうして改心できたのかも謎だ。

　愛の力？　――変な妄想に走りそうになって、咲良は慌てて雑念を振り払う。

「ええと、それで質問の答えは？」

「……引かないか？」

　野狐の心配そうな表情と声に、ブンブン、と顔を横に振る。

「今こうして一緒にいても、お爺ちゃんぽくないし、若いし、加齢臭もないし」

「……本当に引かない？　嫌わない？」

「大切に想ってくれてる相手を嫌う人なんていない！　……私だってそうだよ？」

　ぴん！　と狐耳が立ち上がって見えた。

　幻？　目をこらして見るとうっすらと頭に狐の耳が生えて、代わり、人の耳が消えている。

　変化が一部解けている。

　野狐さん、耳が、と言おうと彼を見たら顔が真っ赤になって湯気が立ち上りだしている。

「……あ」

　先ほど自分で吠えた言葉を思いだして、咲良もつられて赤くなる。

「あ、あのくらいの言葉で、そんな真っ赤になるなんて……」

「咲良だから……特別なんだ」

　――そっちの言葉の方がずっと刺激的です！

「お、教えて……ね？　絶対に嫌ったりしないから……」

　野狐が躊躇うように視線を合わせたり下ろしたり。

　そしてようやく決心したのか、一つ大きな呼吸をした。

「俺が覚えているだけでの年齢なんだけど……」

「うん」

「二百歳」

「二百歳？」

　と、いうことはと、咲良は時代考証に入る。

「……明治初期くらいの生まれ？」

「外国から船がやってきたって、人が大騒ぎしていたのを覚えてる」

「えっ？　ちょっと待って？　野狐さん、長崎からここまできたの？」

「いや、浦賀であったことだよ」

　浦賀にも来たんだ。歴史が苦手な咲良は「へー」と感心した。

　でも、その歴史を覚えているということは、野狐はそのときには既に物心がついていたということだ。

　二百歳というのは自分が覚えている歳で、もっと長く生きていると言うことになる。

　外国船がやってきたのを目の当たりにして、そこから『妖狐』として覚醒したのか。

「……まあ、二百歳としておきましょう」

「えっ？　納得できてないよね？　咲良」

　慌てる野狐に咲良は思わず笑ってしまう。

　ますます慌てる野狐。

「……えっ？　年齢間違ってる？　ええと……」

　フォークを置いて指折り数える。その様子があまりに必死なので咲良も慌てて止めた。

「野狐さんは二百歳！　それで決定！」

「何それ」

「まあまあ……人の姿でいるときは何歳で通してるの？　決めてないの？」

　詳しい年齢を野狐が数えていたら時間がかかりそうだ。咲良は少し話をずらす。

「そういえば、決めてないな。人の姿のとき、年齢聞かれたことないし」

　野狐は思いだしたように顔をしかめると、髪を撫でる。

「ある程度の『人間用プロフィール』作っておくと、後々困ることないんじゃないかな？」

「そうだよな……プロフィール作っておこう」

　うんうん、と野狐が頷く。

　それから夕食を食べながら『野狐用人間プロフィール』作成について話し合った。






「これでいいかな？」

　夕飯を済ませ、食器を洗い終えると決めた『プロフィール』を早速、咲良の部屋のパソコンに入力し、印刷した。

「聞かれそうな内容を重点に決めたから、それでしのげるとは思うけど」

　座っている咲良の横に立っている野狐に手渡す。







人間用プロフィール







年齢　二十六歳　男

身長　百八十センチ位

体重　七十キロ位

神奈川県立吉川高校卒業

麻宮大学環境科学部卒業








　両親とは死別し、親戚（加藤さん？）の伝つてで、綾ヶ瀬キャンプ場の管理員として就職。

　現在はキャンプ場の管理人室としているロッジ住まい。








　野狐は渡されたプロフィールを、穴が空くんじゃないかと思うほど見つめている。

「どう？」

「身長と体重が『このくらい』って、曖昧じゃないか？」

「『このくらい』のほうがリアル感あるよ。だってみんな毎日身長と体重計るわけじゃないから。はっきり身長と体重覚えてるわけじゃないし」

「ふーん……進学した高校と大学の話を振られたら、どうしたらいいんだ？」

「最終学歴の大学は聞かれるかも……」

　そうだ。聞かれたら困る事態が起きかねない。しかもちゃんとそこの大学を卒業した者に会ったら。同期だとしたらますますまずい。

「中退、という形にする？　大学に受かったけど、自分に合わないと感じてすぐに辞めたとか、そういった感じで」

「うん、その方がいいかな。この『両親死別』に関連させれば誤魔化せると思う」

「じゃあ、そうしよう」

　修正して再びプリントアウトして野狐に渡す。

「うん、これ加藤さんに見せて、遠い親戚設定にしてもらえるか聞いてくるよ」

「そうだね……でも、裏山の妖狸さん、嫉妬しないかな？」

「あいつは人間社会に入る気はないから、平気じゃないか？　たまに人の姿になって楽しむだけでいいって言うんだ」

「へぇ」と野狐の話を聞いて、にんまりしてしまう。

　仲が悪そうに見えたが、コミュニケーションを取っているということは、そうでもないらしい。

「それよりさ……咲良」

　咲良から手渡されたプロフィール表を丁寧に畳みながら、野狐が話を変える。

「俺の名前……思いだしてくれれば、このプロフィール表にも名前が打ち込めるんだよね？」

「うっ……そ、それは……ごめんなさい、まだ……」

　ガクリと肩を落とした野狐は、明らかに落ち込んでいる。

　野狐が自分の初恋だと、ようやくわかったところだ。

　そうして、結婚するために自ら野狐に名前を付けたことも思いだした。

「あと少しで思いだせそうなの」

「うん……頼むよ。春代さんが退院して戻ってくるまでには……」

「それなんだけど。お祖母ちゃん、退院してもリハビリがあるから当分は私の実家に寝泊まりして、そこから通うって……」

「そうなの？　……じゃあ、制限時間が延びるってことか」

　野狐が嬉しそうに話すが、咲良には何のことだかわからない。

「制限時間って何？　もしかして、お祖母ちゃんが戻ってくるまでに私が思いださなくちゃ、野狐さんが私の使役になるって話？」

「春代さんから聞いた？」

　うん、と咲良は頷く。野狐は軽く息を吐くとボトルの水を飲み、口を潤してから話す。

「春代さんが戻ってきて神様の祠にお祈りを再開しだしたら、そこで時間切れなんだ」

「え～そういうことだったんだ。……あっ、もしかしたらお祖母ちゃん、それで……？」

「時間稼ぎの意味合いもあるだろうな。でも、春代さんは『十七年も会ってないのに、会っていきなり結婚だと私も不安だ。大きくなった咲良と成長したあんたが再会して、離れていた時間を埋められるほど仲良くなれば、それに越したことはない』って」

「お祖母ちゃん……」

　ありがとう――咲良は心の中で礼を述べる。

「制限時間が延びてよかったよ」と野狐。

「うん、名前も早くに思いださなくちゃいけないの、わかってるんだけど」

「ゆっくり思いだしたいよな」

「それに、もう一つ、気になることがあって……」

「何？」

　幼い頃に野狐に求婚プロポーズした。

　それを彼は受けた。

　自分は好きだったからいいだろうけど、当時、野狐はそうじゃなかったはずだ。

　だって私が泣くから仕方なくって感じだったし。

　今は違うと信じたいけれど、野狐はどうして幼い自分の求婚を受けたんだろう？　聞かなきゃいけないことだ。

　もしかしたら後でショックなことを言われて、名前を思いだせない可能性だってあるのだから。

「……小さかった私に求婚プロポーズされて受けたから、今の野狐さんがあるわけだけど、断ろうとは思わなかったの？」

「それは……」

　困ったように野狐の眉尻が下がる。

　やっぱり困ったんだ。思いだした記憶の中でも、野狐はこんな風に眉尻を下げていた。

「ごめんね、私の我が儘のせいで……ずっと待っていてくれたのに、当の本人が忘れてるし、しょうもない人だね、私」

　いまだに戸惑いがあるんなら、ここで解消してもいい、そう言葉に出そうとしたけれど、声に乗らない。

　何せ、過去の野狐への感情を思いだしてしまったし、こうして短い間で咲良は「別に妖狐でもいいよね？　お婿さん」と納得している。

　好きなら異種婚だっていいよね？「コン」だけに。なんて思っている。

　それだけに、「なら止めよ」なんて言われたら、ショックでまた寝込むかもしれない。

　野狐の顔をまともに見れず、下を見つめキュッ、と拳を握る。

「そりゃあ、ビックリしたけど。了承したからにはするよ？」

　野狐はあっさりと答えた。

　あまりのあっさりさに、咲良は肩を落とす。その様子に驚いて野狐は慌てて尋ねてきた。

「えっ？　どうしてガッカリするんだ？　咲良は俺と『結婚したい』という想いを今は持ってないの？」

「――持ってるに決まってるでしょ！　だからこうして、人間社会にいても違和感ないようにプロフィール作っとこうって言ったんでしょ！」

　勢いよく顔を上げて、野狐を見上げる。恥ずかしながら目にうっすら涙の膜まで張って。

　半泣きしていた咲良を見て野狐はますます慌てて、自分の手持ちのハンカチで咲良の目を拭う。

「泣くなよ。俺の言い方が悪かった。……軽い気持ちで承諾したわけじゃないんだ。その、当時の俺って、恋とか愛とかってよくわからなくて。……多分、そういうことに興味がなかったんだろうな」

「……そうなんだ」

「だから、咲良に求婚プロポーズされてビックリしたんだけど、まあきっと、意味わかってないだろうなって」

　その通りです。内心咲良は頷く。

　野狐はしゃがみ、咲良と同じ目線で話し出す。

「でも、そのあと泣かれて、思ったんだ。『小さくても意味がわかってなくても、俺を頼って欲してくれてる』って。それがとても嬉しくて、何だか胸が温かくなった。これ以上、俺のことで泣かれたくないなって思った。咲良が成長して、俺から離れていっても、俺が泣くだけならいいじゃないかって。だから受けたんだ」

　そう笑いかけてくる野狐の意志は、聖人のようだ。

　相手のことを考えられる彼はもう、妖狐じゃない。

　めちゃくちゃカッコいいじゃないの。

　泣き止んだら今度はモジモジしてしまう。

　だって目の前にしゃがんで、そんな素敵なこと言われたら、もっと惚れてしまうじゃない。

　こうやって見ても狐の片鱗なんてまったく見えない。

　あえて言うならちょっとつり上がった切れ長の目だが、このくらいなら普通の人間にだっている。

　けれどここまで造形が整っている人はなかなかいない。

　モデルでもやっていそうな体躯もあいまって眩しいくらいだ。

　イケメン過ぎて、尻込みしてしまうほどだ。

「納得してくれた？」

「うん……。ごめんなさい、疑ってて。野狐さんのこと忘れてたくせに、こんなこと言って泣いて、お騒がせな子だよね」

「女の子って、種別関係なく気難しいって話してたから」

「誰が？」

　まさか加藤さんが？　なんて思ってたらまったく予想外の者の名前が出た。

「天狗だよ、高尾山の。咲良だって小さい頃に会ってるじゃん」

「……そうですか」

　あやかしが野狐の女性に対する師匠だとわかり、かなり落ち着いた。

「でも、その、やっぱり今の野狐さんが格好良すぎて慣れなくて……ってそんな！　落ち込まなくても！」

　壁に額を当てて落ち込んでいる野狐を慌てて慰める。

「容姿……今から変えていい？」

「大丈夫！　前にも言ったでしょ？　急に顔を変えられたらかえって気持ち悪いって！」

「気持ち悪い……」

　ますます落ち込んでいく野狐に、咲良は自分の考えなしにすぐ口に出す癖を直さなくてはと思う。

「そうじゃなくて！　その……！　せっかく久しぶりに会えたんだから、お祖母ちゃんの言うように、十七年の間を埋められるように仲良くしたいなって！」

「ああ……ええと、人間で言う『恋人同士』みたいな期間が欲しいってことでいい？」

「そ、そんなズバリと言わなくても……ぶっちゃけ、そうなんですけどね……」

　恥ずかしくて顔から火が出そうだ。なんだかおねだりしているようで、察して欲しいという自分の欲求が丸見えで、それも恥ずかしい。

　ギッ……と椅子の背もたれに手が置かれた。野狐の手だ。

　野狐と自分との間にある空気の温度変化に気づき、咲良は覆っていた手を外し顔を上げる。

「……っ!?」

　椅子の背もたれに片手を置いて、もう片手はデスクに。

　野狐にもう一歩近づかれたら、覆い被さられる距離だ。

　肌が触れあうギリギリで止まっている。

「や、やややや野狐さん」

「人の恋人同士みたいなこと、する？」

「……っっっ！」

　更に顔が近づいてくる。野狐の綺麗な顔が。

　咲良は、爆発寸前の心臓の音を聞きながら瞼を下ろした。






　カンカンカンカン






　出窓から何かで叩く音がして、二人は反射的に離れる。

「えっ？　何？」

　まだ、カンカンと窓を叩かれている。

　野狐が憤然としてカーテンを開けた。

　そこにはカマイタチの三兄妹が小石を持って浮いていた。

　その小石で窓を叩いたのね、と咲良。

「どうしたんだよ、もう暗いんだから巣に戻れ」

　仏頂面で野狐は窓を開けてカマイタチに注意する。

　また早口で野狐に何かを告げている。その間咲良はウォーターボトルを頬に当てて、熱を冷ましていた。

「わかった。急いで向かうから、勝手に行動しないように葉山さんを押さえといて」

　緊急事態らしい。ついさっきまであった甘くて熱い空気がなくなる。

　心配になって野狐に尋ねる。

「遭難？」

「葉山さんち、椎茸栽培してる山があるんだけど、その場所の監視カメラに侵入者が映っているらしいんだ」

「椎茸泥棒？」

「多分ね。警察呼んだけど、葉山さんが怒って一人で山に入ろうとしてるから一緒に行ってやってくれって」

　キキッとカマイタチたちが鳴く。それが「早く行ってあげて」と急かしているように咲良には聞こえた。

　カマイタチは普通の人には視えないはず。捕まえることはできるだろうか、それに捕まえてもその後の対処が困る。何せ、視えていないし、声だって聞こえない。証言などできないのだ。

　自分たちでは葉山さんの助けにはならないから、野狐さんに助けを求めたのだろう。

　野狐はいつものオレンジ色のマウンテンパーカーを素早く着ると、玄関に向かう。

　咲良も見送る意味で付いていく。

「ごめん。長引いたら、明日の朝はこっちに来るのは難しいかも」

「いいよ。心配しなくても大丈夫」

「じゃあ」と玄関の引き戸を開けた野狐だが、何か思いついたように咲良に振り返る。

「明日、昼前にはこっちにくるよ。お弁当持って。一緒に山の見回りしよう」

　野狐の提案に咲良は明るい声で「うん！　じゃあ、お茶用意して待ってる」と承諾した。

　いい雰囲気だったところに泥棒キャッチの情報が入ってワタワタして気分が削がれたが、明日の楽しみが確約されて気分が上昇する。

「泥棒さんにあまり酷いお仕置きはしないように」

「するのは葉山さんかな」

　咲良の台詞に野狐はそう言って笑う。

「行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　カラカラと音がして引き戸が閉まる。

　途端、野狐の人影が狐の影に変わった。

「あ」と咲良が一声あげたら、その影は消えてしまった。

　やっぱり彼は狐――妖狐なんだ。

　以前、目の前で変化してもらったのにいまだに半信半疑だ。

　きっと人のふりをして生きている彼が、あまりにも人間生活に馴染んでいるからそう感じるのだろう。

　それも自分と生きていくためだと思うと、一人顔を赤くする。

「それに『行ってらっしゃい』に『行ってきます』って！　既に新婚さんみたいじゃない!?」

　一人顔を緩め、ニヘラと笑う咲良だった。
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　山の見回りという名のピクニックに、最適な飲み物を考える。

「麦茶あたりなんだろうけど、お祖母ちゃん家にあるかな？」と探してみたら緑茶とほうじ茶しかなかった。あとは野狐が持ってきた紅茶のティーバッグ。

　ウォーターボトルなら常備してあるからこれを一本持って行って、喉にも優しい温かい蜂蜜レモンを持っていこう。

「レモンレモン……って、ないわ」

　今から車を出して下のスーパーまで行ってくるか、と思ったが籠に入っている夏みかんを見て、一個取り出す。

「蜂蜜夏みかんでも良くない？　よし！」

　今年成ったものならめちゃ酸っぱいから、これでもいける！　咲良は確かな自信を持って夏みかんの皮に包丁で切り込みをいれた。
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「咲良、お待たせ」

　野狐が来たのは十一時を回った頃だった。

　いつもの格好だが、違う点が一つ。

　背中にリュックを背負っていた。登山用の結構大きなサイズだ。

「そんな標高高い山、登るの？」

「いや、見回りついでに登る山は、葉山さんが所有する山の一つ。高い山に登るならもっと容量あるものじゃないと」

「どのくらいの山？」

「十五分くらいで頂上着いちゃうくらい。麓に葉山さんが造った小さい私設公園があって水道もトイレもあるから、ソロキャンプしようとする人、出てくるんだ」

「綾ヶ瀬湖にちゃんとしたキャンプ場あるのにね」

　咲良は家の鍵を閉めながら、肩を竦める。

「秘密基地っていうの？　そういったひっそりとした場所を探してキャンプするの、流行ってるらしい」

「ふーん。秘密基地かぁ」

　ここに来て初っ端に出会ったあの男の人も、自分だけの秘密の場所が欲しかったのかもしれない。

　けれど子供じゃないのだし、しかも許可なく勝手に人の土地である山に入って、火を焚いていいもんじゃない。

　ずぶ濡れにされた記憶まで思いだして、咲良は心の中で男に蹴りを入れている中、野狐の話は続く。

「そういう感じの小さなキャンプ場も造ってみてもいいんじゃないかって案が出てるんだ。『一日限定何組』って決めて。けど、迂闊に流行りに乗っかるのも危険だし、資金の問題もあるしで決まってない」

「『特別感』があって良さげだけど。簡単に利用できて清潔感があってお洒落な施設ができたら、初心者の女の人も気軽に利用できそうだね」

「女性が利用か……」

　なんて話をしながら、コンクリートの道路を歩いて十五分。

　葉山さん宅に到着する。例の山はそこから三分ほど歩くが既に見えていた。

「お祖母ちゃん家の裏山より小さい、丘みたい」

「そっちの山と繋がってるんだ。この辺一帯の山は葉山さんちのだよ」

「そうなんだ」

　野狐が指を差して「ここから加藤さんの山」「ここから村が持ってる山」など教えてくれるが、皆同じに見えて咲良にはちっともわからない。

　説明を「ふんふん」と聞きながらいずれはわかるよね、とお気楽な気持ちで公園から山に入っていく。

　なだらかな勾配を歩く。

「危険な物が落ちていないかも見ていくんだ」

「例えばどういったもの？」

「折れた枝とか危険だし、落石の後とかあったら周囲も注意しないと」

「わかった」と咲良は頷く。

　野狐と一緒だと楽しいピクニック気分でいたが、彼にとっては仕事の一つだ。

　タブレットで地図を見ながら確認している。

　昨今では紙の地図だけでなく、ＧＰＳ機能のついたスマホアプリが出ていて、それを使う登山者も増えていると野狐は言う。

　今まさに野狐が使っているのがそれだ。

「私よりスマホの使い方を熟知してる……」

　なんだか自分の方が物を知らないあやかしのようだ、と咲良はへこむ。

「スマホやタブレットは使えるけど、パソコンはあまり使わないから、簡単な文章しか作れないよ。季節の便りとか、回覧に回す用のとか。エクセルなんてよくわからんし」

「少しならエクセル使えるから、教えてあげられるよ」

「じゃあ、今度教えてもらおうかな」

　いい？　と聞かれて咲良は「勿論！」と笑顔で応えた。






　頂上にはすぐに着いた。

　といっても標高が高いわけじゃないので、下の公園を見下ろせる程度だ。

　それでも公園側ではなく、反対を見下ろせば眼下に景色が広がっている。

「やっぱ綾ヶ瀬湖までは見えないか」

「そりゃあ、反対側だし、低いしな」

　野狐にツッコまれた。

　ジト目で見ている咲良の視線に気をかけず、野狐は設置してあるテーブルにリュックを下ろし、中を取り出す。

　入っていたのはガスカートリッジ、バーナー、コッヘル、シェラカップにカトラリーだ。

「それと……」

　と、フリーザーバッグの中に切った山菜入り野菜にベーコンの厚切り、フランスパン、水、コンソメ、それと具の入っていないおにぎりだ。

　野狐は手慣れた様子でガスカートリッジとバーナーを取り付ける。

　それから水を張ったコッヘルの中に切った野菜とベーコン、コンソメを入れた。

「予めベーコンに塩と胡椒にニンニクを混ぜ込んであるから、ここで味付けはしなくても大丈夫」

　と言いながら蓋をする。

「それから、デザートにドライフルーツ入りのパウンドケーキ」

　またリュックから、ランチボックスと小瓶のワインが出てきた。

　咲良は野狐の隣で申し訳なさそうに水筒を取り出す。

「私、飲み物しか持ってこなくて……ごめん」

「いいよ。俺がそれを了承したんだし。俺の作ったご飯食べて『美味しい』って笑ってもらった方が嬉しいんだ」

　くっ、イケメンな台詞を吐いて！　と咲良は心の中で叫ぶ。

　しばらく経つと沸々とコッヘルから音が鳴り出し、ニンニクの匂いが漂う。

　火を使っているせいか、そこはかとなく空気が温かく感じられる。

「そういえばここって、火器って使用していいの？」

　はた、と気づき咲良は慌てて野狐に尋ねた。

　園地になっているし、頂上にはこうして固定テーブルとベンチまである。

　一見、村営の公園に見えるが、葉山さんの山だから私有地なはず。

「大丈夫だよ、葉山さんから承諾得てる」

「そうなんだ」

　野狐の言葉にホッとする咲良。

「『ちゃんと許可取ってくれれば、この場所はキャンプや自炊ってＯＫなんだけどね』って話してたな」

「……その許可って、連絡先どこかに書いてあったっけ？」

　ん？　と咲良と野狐は互いの顔を見合わせる。

「ここに登る前に通った公園の看板に書いてなかったっけ？」

「書いてなかったと思う」

「キャンプ場に書いてあるのか？　それとも村のホームページかな？　……あとで確認してみる。なかったら何らかの形で記載するよう頼んでみるよ」

「そうだね」

　もしかしたら大事な部分がすっぽり抜けている案件？　と咲良は口を開く。

「村のホームページかキャンプ場のホームページに『キャンプ場以外でテントを張ったり自炊できたりする場所』のマップを公開したらどう？　連絡先付きで。……もう既にやっていたらいいけれど」

「そうだな。それも確認するよ、ありがとう咲良」

「少しでもお役に立てれば」

　明るい野狐の笑顔に咲良も笑みを浮かべる。

　好きだ――妖狐であっても。

　笑顔を向けられる度に、咲良の心に溜まっていた黒い塊が抜けていく気がする。

　前向きに考えようとする感情が、逃げずに大きく温かくなって色を成していく。

　彼が好きだ――これは『現実逃避』じゃない。『幻』でもない。

　確かに、しっかりと自分の中に根付いている想い。

　相手の力になりたいという感情は、きっと野狐も持っている。

　それを実践している野狐を見ているから、自分はこんなに早く回復できたんだ。

　同時に、鈴の言葉に傷付いていた自分に気づく。

　彼女の自分への想いも。

「鈴は……私を、うざったいと思っているんだね」

「えっ？」

　咲良が口にした名前に、野狐は驚いて彼女を凝視した。






　できあがった料理はポトフだ。

　それをバゲットとワインでいただいた。

　最後の締めは、残っているスープにおにぎりを崩し入れ、パセリと粉チーズをかけたリゾット。

　どれも美味しくて、ワインの酔いに任せて咲良は鈴のことを野狐に話した。

　いや、酔いに任せて、と言う形で吐き出したかったのかもしれない。

　幸せな気分でいたいがために、嫌な感情を吐き出して昇華させたかったのかもしれない。

　とにかくこのモヤモヤが黒く悪しきものに変わり、自分を変えてしまう前に喋りたかった。

　それほど危険な感じを抱いたから。

　野狐は咲良の話に耳を傾け黙って聞いてくれた。

　それに調子づいたわけじゃないけれど、愚痴っぽい語りになってしまう。

　でも、誰かに聞いて欲しかった。この嫌だと思う感情を。

　そう、嫌だったんだ。鈴の言い方が。

「イラストを使いたいって連絡が来て、それから業界に縁ができたの。それに乗って、積極的に動くようになったの。でも鈴は、そういうことはしたくなくて相手側からの連絡を待つ派だった。だから、私の仕事が増えていくのを『そんなに仕事をもらって大丈夫？　ガツガツしすぎて意地汚く見えるってみんな言ってるよ、品性を疑うって』と言われて、ちょっとショックだった。私、そんなにさもしい？　品性を疑う？　って、何？　それでも、気にしないで仕事を受けてコツコツと信頼を掴んでいけば、いつか認めてくれるって思ってた。…………でも、ＳＮＳでパクりだとか盗作とか叩かれて、それを本気にした取引先もあって、仕事がなくなっちゃって……それを喜んでいる人がたくさんいるって知って、でも、鈴は違うって、弁護士も探してくれて励ましてくれて……友達でいてくれたことがとてもありがたかった。…………でも、電話で話す度になんだかマウント取られてるって気がして、きっと仕事がたくさん入って忙しいから気が立ってるのかな？　私の態度に苛ついてるのかな？　って。……違うんだよね、野狐さんとこうして過ごしていたら、それは私がいいように思い込もうとしていたんだって。鈴は物言いがキツいしハッキリ言うからそれが当然だと思い込んで、でも、違う。私には何を言っても大丈夫って、下に見られていたんだって。だから私がイラストの仕事をするようになって嫉妬していたんだって……でも、でも……」

「そう思いたくなかったんだろ？」

　野狐の言葉に咲良は「うん」と頷いて膝を抱えた。

「きっと鈴は今が絶好調なんだ。応援しよう、キツい性格だけど、私が困ってるときはいつだって手を差し伸べてくれた。励ましてくれた。大事な親友だからって。親友だから、野狐さんのこと相談したの……でも『病院行った方がよくない？』って言われちゃった」

「まあ、言われても仕方ないさ」

「うん、仕方ないよね」

「俺とのことは人間社会の中では常識からかけ離れてるし、鈴っていう子のように話しても信じられない、夢でも見ていたのでは？　と疑われても仕方のないことだと思うよ」

「……うん」

「でも、その子には信じて欲しかったんだろう？　咲良は」

「うん……」

　ポンポンと、膝に顔を埋めた咲良の頭を野狐が撫でる。

　同情と情愛の念が手から咲良に流れてくる。

　それが本物で鈴とは違い棘々しさがなくて、心地良くて咲良の目から涙が溢れてくる。

「私っておかしいの？　あやかしが見えて、野狐さんとこうしているのって、おかしいの？」

「おかしくない。昔、人が持ってて、今はなくした能力を咲良が持って生まれただけだよ。春代さんも、加藤さんも大小様々だけど持ってる人は結構いるんだ。ただ認めないから閉ざしてる。咲良のお母さんの春香さんみたいに。その方が今の時代では生きやすいってこと、俺にもわかる」

「私の描いたイラストはパクりじゃない、トレースなんてもっての外だよ。私が今まで生きてきた中で見てきたものは描かれてる、表現してる。どうしてそれを叩かれるの？」

「叩かれて咲良は、イラストの仕事を辞める？」

「最初は辞めようって思ったの。今の依頼を最後にして他の仕事に就こうって……でも、絵を描いてて、それがとても楽しくて、辞めるなんてできないって思った。けど、鈴はまた叩かれるから止めておけって……」

「鈴って子の意見より、自分の想いがどうなのかっていうのが先じゃないか？」

　野狐の言葉に咲良は顔を埋め、泣いたまま考える。

　怖い、自分の絵を人前に晒すのが。

　仕事を受けたらまた非難中傷が飛び交う。

　そんなことに心を削りたくない。

　――でも。

　自分の心のままに描いた絵に、色を乗せてどんどん形にしていく。

　その過程に心を躍らせて、描ききったときの充足感。

　たとえ、人の目には一瞬映るだけでも、自分には素敵な一作になる。

　誰かの琴線に触れてくれれば大満足だ。

　そうだ、そうなんだ。

　――私は絵を描き続けたい。

「絵を描き続けたい……叩かれても、描いていたい……」

　ポンポンと、頭をまた撫でられる。

「何も絵を描く場所は一つじゃないと思うんだけど。ＳＮＳにあげなくても、出版社からの仕事じゃなくても、場所を選ばないならたくさんあると思う」

「そうだよね……どこにだってあるよね……私、視野が狭くなってた」

　咲良の体は自然に野狐に寄りかかる。

　野狐もそれを受け止め、肩に手を回した。

　優しい、とても柔らかくて気持ちのいい時間。

「元気になれ、って野狐さんの気持ちが私の体に入ってくる」

「さすが咲良。感受性の高さが抜群なんだよな」

「心の充電が済むまで、こうしていていい？」

「ああ」

　そう頷く野狐に、咲良は安心して瞼を閉じる。

　春日和の山の頂上は、ポカポカと陽が当たり暖かい。

　それにも増して野狐さんの体は温かい。

　まるでモフモフの毛皮に包まれているよう。

　変なの。

　今は人の姿なのに。

　フッと咲良の口角が上がる。

　きっと自分の感覚が、彼の素性を見抜いているんだ。

　どうしてか確信した。

　そうだ、蜂蜜夏みかんを飲んでもらおう。

　そうして思い切って手を繋いで――家へ帰ろう。







◇　◇　◇








　夜が更けて――ここは、綾ヶ瀬湖キャンプ場のロッジ。

『管理人室』と書かれた看板が立てかけられている事務所に野狐はいた。

　暖かくなってくると、土日祝日にキャンプにやってくる人間が増えてくる。

　今は春先だがゴールデンウィークになれば、朝から晩までキャンプ場は人で溢れるのだ。

　今日は平日でお客は、ソロで泊まりに来た高齢の男性だけだった。

　野狐も、毎日管理人としてキャンプ場にいるわけではない。交代制だ。

　野狐はロッジを使わせてもらっているので大抵は遅番として、夜のキャンプを管理している。

　本日の泊まり客は慣れているのだろう、特に問題なくロッジに泊まっている。

　外から眺めたら既に就寝したらしく、明かりが消えていた。

　明日山登りに行く、と話していたから朝早く起きるためだろう。

　野狐も息を吐くと、窓口に『本日終了』と腹に彫られた熊の彫り物を置いて、小窓の鍵を閉める。

　それから管理人小屋に一番近いロッジへ向かった。

　そこが野狐の住まいだ。

　野狐は手早くシャワーを済ませると、ベッドの上であぐらを掻きスマホを起動させる。

　気になるサイトを見つけ、一心にそれを読み続けていた。

「野狐さーん、いるー？」

　窓を叩く者がいる。野狐は呆れた表情でスマホの画面から顔を上げ「いるよ」と返す。

「あーけーてー」と女の子の可愛らしい声でおねだりしてくるが、誰だか正体に気づいている野狐にとって忌々しいだけだ。

　ズンズンと足を踏みならし窓に近づいて、カーテンを開ける。

　そこには狸が一匹、窓ガラスに前足をつけ、後ろ足で立っていた。

「クソ狸。気持ち悪いから女の声で喋るの止めろって、何度言ったらわかるんだ」

「甘いなー、人間の男は女の声が大好きなんだ。おねだりするときには女の声が一番だべ。おめえも人に紛れて生活してんだから、そのくらい演技でやれってぇ」

「人間の男全てがそうだって決めつけんなよ」

　文句を言いながらも窓を開けてやる。

　狸は部屋に入ると窓際に置いてあった雑巾で足を拭うと、ポンッと煙を出して大きな腹の妖狸に姿を変える。

「加藤さんの奥さんから茹で卵もらったんだ。一緒に食べようぜ」

　と、玉袋をぐーんと伸ばし、そこから卵を取り出して一つ差し出したが、

「……いらね」

　野狐は嫌な顔をして断った。

　あっそ、と妖狸はゴミ箱を持ってくるとその場に座り、卵の殻を剥き始める。

「美味いのになー」

「何が嬉しくて、てめえの玉袋に入っていた茹で卵を食べなきゃいけないんだよ。拷問かよ」

　妖狸に言い返し、野狐はまたスマホに目をやる。

　妖狸は剥き終えた卵を食べながら野狐の後ろに陣取る。一緒にスマホを見ようというのだ。

　野狐もそんな妖狸に気づいているが、あえて見せている。

　何せ妖狸はスマホなどの操作が苦手なくせに、漫画や記事を読みたがる。

　最初は「覚えろ」と叱りつけていた野狐だったが、教えるより一緒に見た方が楽なので、あえてそうしている。

　それに――今、読んでいる電子掲示板は、彼にも目を通してもらったほうがいいとふんだのだ。

「なんだよこれ！　咲良ちゃんの悪口ばっかりじゃんか！」

「誰かが新しく書き込みしたみたいでさ、盛り上がってる」

「うわ～えげつねえなあ。あやかしもビックリな所業だべ。つーか、咲良ちゃんは知ってんのけ？」

「知って病んだんだ。でも今は、避けて読まないようにしているようだな」

「それがいいべ。名前が出ないからいい気になって、あることないこと書いてんだべ？」

「最近の事実も書かれてる」

　えっ？　と妖狸が顔を近づけて読み上げる。

「なになに〝最近、昔結婚の約束をした相手が現れて持ち直してるっぽい。またサイトかどこかに作品出す気でいるんじゃないかな〟〝マジで？　うわぁ……厚顔無恥ってまさに区路留のことだわ〟……咲良ちゃんのペンネームの漢字って、こうだったっけか？」

「訴えられたときの自衛だよ。『読み方は同じだけど違う人でーす』って、反論できるように漢字を変えてるんだ」

「内容読んだら、明らかに誰を中傷してるのか特定できるべ、これ」

「世の中はな、明らかな『黒』じゃないと裁けないようにできてるんだ」

「はー！　世も末だ」

　茹で卵が入った口をモグモグ動かしながら、妖狸は呆れた口調で言った。

「〝でもさ、情報によるとその結婚を約束した相手って怪しいらしい。妖狐で人の姿をして人間社会で生活しているって。ヤバくない？　病院案件だよね？〟〝病んでるじゃん、それ〟〝ざまあないわ〟〝天罰だよ〟〝でもさ、そこまで病んでるならヤバくない？　原因の一因がここだってされたら訴えられるよ〟〝訴えるほどのことしてなくない？　そもそもトレパクした区路留が悪いんだし〟〝むしろ、訴えて真相を明らかにして欲しいわ〟……えっ？　妖狐？　これってお前のことじゃねー？」

「俺だと思う」

「なんでバレてんの？」

「咲良が『親友』ってやつに昨日話したんだ。信じてもらえなかったそうだけど」

「……じゃあ、ここに書き込んでいる奴ってーのは」

「『親友』という奴か、そこから漏れて誰かが書き込んでいるか。まあ、咲良と繋がっている奴らに間違いはない」

　野狐の纏う空気が変わった。

　妖狸もそれに気づき、残りの茹で卵を玉袋の中に収めると、対面になるよう胡座をかく。

「んで、どうするんだ？　脅しに行くなら付き合うぜ」

「まず、あぶり出す。情報を書き込んでいる奴は咲良と親しい相手だって判明したし、こうやって掲示板に書いて炎上させて追いやろうとするほど咲良に嫉妬してる。だから咲良が今幸せで充足した生活を送っていると書き込むんだ」

「なんだか回りくどくね？」

「裁くのは情報を出して煽ってる奴、一人でいい」

　そう言うと、野狐は掲示板に書き込みを始めた。






〝区路留ってその昔に結婚の約束した相手といい関係築いてるらしくて、近々結婚するんじゃないかな。相手、地主の息子さんで雑誌モデルしてるらしいよ〟

〝嘘すぎ！〟

〝嘘かどうかはいずれわかるでしょ〟

〝病院送りよりマシじゃない？　金持ちでモデルって出来すぎだから疑った方がいいかもだけど〟

〝イラストレーターを辞めてくれればいいよ。トレパクレーターなんていらない〟

〝別に他の道で絵を描く術はあるし〟

「ふえ～どんどん書き込まれていくべ！　人の幸せが憎い！って念が画面越しからでも伝わってくるで！」

　妖狸が面白そうに声を上げている。

「このくらいでいいかな。釣り上げられなかったらまた書き込みだな」

「来たら俺とお前でお仕置きすんだな！　楽しみだべえ」

「他のあやかしたちにも咲良を見張るように伝えなくちゃいけない。加藤さんくらいには話しておこう」

「しかし、咲良ちゃんと仲良くても嫉妬や怒りなんて感情が溢れてくるんだ。都会が雑念だらけってことか」

　妖狸は怖い怖いと肩を震わせながら言う。

「咲良自身、まだ能力閉じてる状態だし。そうじゃないと雑踏の中で本当に咲良がおかしくなってしまってた。自己防衛だよ」

「ついでにお前に付けた名前まで忘れちゃったわけだもん」

「うっせー、絶対に思いだす。俺はそう信じてる」

　怒り気味に言う野狐に、妖狸は楽しそうに腹を打ち鳴らす。

「とにかく！　久しぶりに俺たちあやかしの力を人間どもに使えるわけだ。いやあ、楽しみだ！」

「遊びじゃないんだぞ。その辺、理解してるか？」

「ったりめーだぁ！　我らの咲良ちゃんに酷いことをした首謀者にお仕置きを！」

　妖狸はそうポポン！と腹を叩く。

　そんな妖狸を見て野狐は肩を竦め、それから笑みを浮かべた。

「そうだな。俺も楽しみだ」

　野狐の笑みが怒りを含んだものだったので、妖狸の玉袋がシュッと縮んでしまい茹で卵の殻が中で砕けて彼は痛い目に遭ったのだった。
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　野狐が書き込みした次の日。

　咲良は鼻歌交じりに洗濯物を干していた。

　昨日、たくさん鬱憤を吐き出してさっぱりした咲良は、自分の気持ちに向き合った。

　モヤモヤがなくなった心が、訴えるままイラストを仕上げ、朝に出版社にメール付きで送った。

　正直な気持ちをしたためて『よい結果になりますよう、刊行をお祈りしています』と最後に締めくくった。

　この時点で現在無職になった咲良だが、気持ちは今日の天気のように晴れて清々しい。

　洗濯が済んだら車で綾ヶ瀬湖まで行って、スケッチでもしてこよう。

　野狐さんがいるキャンプ場の事務所に顔を出すのもいいな。

　なら、湖周辺にあるという評判のパン屋に寄って差し入れにパンでも買おう。

　洗濯物を全部干して、支度しようかと縁側から家に入ったらエプロンのポケットに入れておいたスマホから着信音が鳴る。

　鈴からだ。

　一瞬躊躇ったが、出るだけ出て用事があるからと言って早めに切り上げようと決意して出る。

「もしもし、咲良？　私」

「お、おはよう。低血圧の鈴にしては珍しく早いね」

「咲良のせいだよ！　もう！」

「なんで？」

　私のせい？　首を傾げる咲良に構いなく鈴は話を進める。

「私、今綾ヶ瀬湖にいるの。考えたら咲良が住んでいるお祖母ちゃんの家の住所、知らなかった！　ナビに入れるから電話番号か住所教えて」

　綾ヶ瀬湖に!?

「突然どうしたのよ？　何かあったの？」

「説明はあと！　とにかく住所！」

「う、うん」

　咲良は住所を口頭で伝えると、「ありがとー、すぐ行くね」と切られた。

　鈴がこっちに？

　確かにいずれ遊びに行くとは言っていたけれど、突然だ。いつもの鈴らしくない。

「どうしたんだろう？　いつもは事前に日時と時間決めてからなのに……めっちゃ急じゃない？　それに車？　鈴、車持ってたっけ？」

　鈴に対して苦手意識がでている咲良だが、そんなことを気にしている場合ではない。

「ザッと片づけしなきゃ！　それから、お茶の用意！」

　慌てて掃除機を出した咲良だった。






　それから二十分ほどしてクラクションを鳴らす音がして、咲良は縁側から顔を出す。

　いかにも若い女性が好みそうな、丸いフォルムの軽自動車が庭に入ってきた。

　咲良は車を誘導して指定した場所に駐車させる。

「参った、ナビの指定範囲が広すぎる！　他の家に入っちゃったよ」

　そうブーブー言いながら鈴が車から降りてきた。

「久しぶり、鈴！」

　咲良はいつものように手を握ろうとしたが気づかなかったのか、鈴は「これ、お土産」と菓子の入った袋を突き出してきた。

　面食らったが気持ちを切り替えて袋を受け取る。

「鈴、車買ったんだ」

「ううん、友達から借りたんだ」

「借りたんだ……」

　新車っぽいのに心が広いな、と感心する。保険の対象が『限定なし』であることを咲良は祈った。

「家に入って。大した物出せないけど」

「わかってるって。田舎の山奥じゃ碌なもの売ってないでしょ。咲良じゃ気が利かないしね。だから、お茶菓子買ってきたんだ」

　と、先に玄関を開けて中へ入っていく鈴を、咲良は唖然と見つめる。

　図々しいどころじゃない。

　それに、キツいことを言うけれど、以前はこんな上から目線の傲慢な台詞を言う子じゃなかった。

「鈴……変わった？」

　そう呟き、咲良も急ぎ足で家へ入った。

　玄関が閉まる。そこまで見届けたようにつむじ風が庭に舞い、やがて消えた。






「鈴、ちょっと鈴！」

「へぇ……咲良のお祖母ちゃんってお洒落なんだね。って、キッチンは可愛いのに和室？　……ブッ！　田舎くさ！　咲良はどこの部屋使ってんの？」

　勝手にウロウロと部屋を探索している鈴に咲良は慌てる。

　なんだか様子がおかしい。いつもの鈴は落ち着いていて礼儀だってわきまえている。

　それが勝手に部屋を彷徨いては、置いてある物にいちいち文句を言って一人で笑っている。

「鈴、どうしたの？　ちょっと落ち着いてよ」

　鈴の腕を掴み、引き止めるが思いっきり振り払われてビックリする。

　鈴はキッと咲良を睨みつけ、低い声音で尋ねてきた。

「前に電話で話していた彼氏と、結婚するんだって？」

「――えっ？」

　野狐さんのこと？　咲良は思いだし、頬を赤らめる。

「地主の息子さんで雑誌モデルのイケメンってマジ？　騙されてない？　私に紹介しなよ。見極めてあげるから」

　地主の息子でもないし、雑誌モデルでもない。イケメンだけど。

　咲良はどこからそんな情報が入ったんだと首を捻る。

「私、彼の経歴を鈴に話したっけ？」

「嘘つき！」

　鈴が突然、咲良に怒鳴りだした。

「う、嘘って……」

「結婚の約束をした彼がいるなんて嘘なんでしょ？　地主の息子で雑誌のモデルで……っ！　何よ、妖狐なんて言って私をからかって、馬鹿にしてんの!?」

「地主の息子とか雑誌のモデルとかって、どこからの情報なの？　それに妖狐は馬鹿にしたくて言ったんじゃないよ」

　本当だけど、信じていない人に話しても無駄だとわかっただけで、馬鹿にしていたわけじゃない。嘘だけど言うしかない。

「あれは小説のプロットみたいなもので……」

「じゃあ、結婚の約束をした彼氏っていうのは？」

「それは、本当……」

　つい、モジッてしまう。そんな咲良が癇に障ったのか、鈴の声がますますヒステリックになる。

「じゃあ、私に紹介してよ。いるならできるでしょ！」

「今、仕事中だから終わってからでいい？　夕方以降になると思うけど」

　咲良の言葉に鈴が皮肉な笑みを浮かべた。

「何？　その間に彼氏役を探すわけ？　ショボいんだよ、嘘が！　騙すんならもっと上手くやりなよ！」

「騙してないって。本当に今、働いてるの」

「嘘つき！　いくら仕事を干されたからって、そんな嘘吐くのって最低だわ！」

「どうして、嘘だって思うの？　どうしたの鈴……おかしいよ」

「おかしいのは咲良、あんたでしょ！　あれだけ叩かれたくせに最後の仕事ができるとか、またイラストを描きたいとか、小さい頃に結婚を約束した相手が現れたとか、おかしいって！　今頃なら精神病んでいておかしくないんだよ？　幸せなのがおかしいんだよ！」

「鈴……？」

　歪んだ笑みを顔に貼り付けたまま、鈴は咲良に近づき両肩を掴んできた。

「……ねっ？　結婚の約束をした彼がいるなんて嘘でしょ？　正直に話して？　仕事だって本当は仕上がってないんでしょ？　いいの、私が代わりに仕上げてあげるって……！」

「イラストは今日の朝、送った」

　揺さぶられながらも咲良は答える。

「ぎいいいいいいいっ!!」

　突如、叫ぶと咲良を突き飛ばし、まだ部屋を開けていなかった仕事部屋に入っていく。

「す、鈴……！」

「こんなの……！　こんなのあるからイラストの仕事できちゃうんだ！　しちゃいけないんだよ、咲良は！　だって病気なんだから！　病院行かなきゃいけないのにこんなことやってるから、ドンドンおかしくなっていくんだよ！」

　起き上がり部屋へ入ると鈴は両手に咲良のペンタブレットを持ち、床に叩きつけていた。

　慌てて鈴を押さえつけるが、

「うるさい！」

　と、逆にタブレットで殴られてしまった。

　咄嗟に腕でガードしたが、鈴は続けざまにペンタブレットで咲良を殴り続ける。

　咲良は蹲り背中を丸めて防御するしかなかった。

　それでも、止めるよう必死に声かけする。

「やめっ……止めて！　鈴！　落ち着いて！」

「うるさいうるさいうるさい！　生意気なんだよ！　どうしてあんたが、どうしてあんたばかり！　いい思いすんのよ！　私の方がずっといい絵を描けるのに！　どうしてあんたばっかり！」

「鈴……？」

　思わず顔を上げる。

「この……っ！」

　顔めがけてタブレットが振り落とされた、その時だった。

「咲良に何をしている！」

　野狐が部屋に駆け込んできたと同時、鈴を突き飛ばし咲良から離す。

「や、野狐さん……！」

「痛いところはあるか？」

「大体は背中で受けたから……」

　顔をしかめながら体を起こす咲良を見て、野狐の表情が変わった。

　殴打を受けた背中を庇うよう抱き締めると、鈴を睨みつける。

　鈴は壁に当たった衝撃でしばらく動けないでいたが、野狐の形相を見て「ひっ」と声を上げ、

「咲良が悪いんだから！　私のせいじゃない！」

　と部屋から逃げ出そうとした。

　――が、

「そう簡単に逃げられるかなあ……？」

　恨みがましい声と同時に、ドアの上から何かが鈴の目の前に落ちた。

「な、何……っ？　――ヒィッ!?」

　落ちてきたのは、ざんばら髪の男の首だった。

　ゴロン、と半回転して鈴と目が合う。口から血を流しながら「ニタァ」と笑いかけてきた。

「きゃああああああ！！！」

　鈴が悲鳴を上げ、腰を抜かした。それでもこの場から逃げようと四つん這いになりながらも玄関に向かい、どうにか家の外に出る。

　だが、外に出たからといって安心できるわけではなかった。

　つむじ風が鈴を巻きこみ、体が宙に浮く。

　宙に浮いただけじゃない。服の所々が、切られていく。

「や、やだ……っ！　何これ!?」

　五十センチほど宙に浮いたところで風が収まり、鈴は尻餅をついた。

　キャッキャという楽しげな声が耳元で聞こえ、青く燃える火の玉が鈴を取り囲んだと思ったら提灯に変わり、真ん中が開いた途端に大きな舌が出現した。

　提灯は「がははははは」と笑い、上下に揺れながら鈴の周囲を回り出す。

「な、何よここ……っ！　お、お化け屋敷!?」

　ぎゃああ！　とまた叫び声を上げながら、鈴は這うように車まで逃げていった。






「逃げなきゃ……逃げなきゃ……」

　エンジンをかけ、ハンドルを回す。

　あまりに慌てたせいか、咲良の車に擦ってしまったがそれどころではない。

　車を走らせ、庭から出た途端――ボンネットに何かが乗っていることに気づく。

　鈴から見たらお尻を見せて後ろ向きで座っている。

　子供？　でも、いつの間に？

　頭の中で「？」が浮かんだ途端、その子供が勢いよくこちらに振り向くと、フロントガラスに張り付いた。

　その顔は子供ではなくて老人だった。

　両手両足は鶏ガラのように細いのに、顔だけは異様に大きい。

「いやああああ！」

　鈴は急ブレーキをかけて、運転席から転がり出た。

　もう腰どころか力が抜けて、鈴は大泣きしながらその場に突っ伏す。

「だ、誰か……！　誰か助けてぇ……！　咲良ぁ！」

　咲良の名を呼んではた、と気づく。

　咲良は？　咲良は大丈夫なの？　私、一人で逃げようとした。

　あのお化け屋敷に置いていってしまった。

　連れ出さなくちゃ！

「さ、咲良……っ！」

　ヨロヨロと起き上がると、服に付いた泥も払わずに道を引き返していった。






　鈴が逃げたあとを咲良は追う。

　ドア付近で転がっていた生首に一瞬尻込みしたら「俺だよ、俺」と馴染みの声と同時にポンと煙が出て、首が消えた代わりに妖狸が出現した。

「脅かしすぎ！」

「ぜんぜん驚かせすぎじゃねーべよ。咲良ちゃんのほうが何倍も苦しんでるのに」

　妖理は、すっとぼけた口調で口笛を吹く。

　外では鈴の叫び声が響いている。

「カマイタチと、こいつ妖狸の仲間たちだな」

　野狐が咲良に言う。

「野狐さん、どういうこと？」

「おびき寄せようと電子掲示板に書き込みしたんだ。相手にとって咲良が不幸になってないと溜飲が下がらない。なら、幸せにしているっていう情報を書き込めばどうなるかってね。相手が咲良をよく知っている人物なら、情報が確かかどうか我慢できなくなってやってくると思った。掲示板に書き込まれていた情報っていうのが、咲良がこっちに来てからのつい最近のものでさ、咲良が話さなくちゃ知らない話だった。だから〝鈴〟って子、怪しんだんだ。この子にしか俺のこと話してないんだろ？」

「……じゃあ、鈴が掲示板に書き込んで、私を陥れたっていうの？」

「ＳＮＳを炎上させたのも彼女だと睨んでる」

　野狐の告白に咲良は「信じられない」と首を横に振る。

　鈴が？

　私を陥れようとした？

「どうして……？　どうして私を？」

「そりゃあ、成功を妬んでるに決まってるベ。人間の中には足を引っ張って転ばせて喜ぶモンもいるんだ。あやかしも同じだけど、こっちはまあ、あからさまだからわかりやすいんだけどな」

　そう妖狸がツッコむ。

「だって、鈴は学生時代からの友達で、切磋琢磨してきた仲で、私がフリーでイラストの仕事を受けるようになって喜んでくれて、今回のことだって弁護士を探してくれて……」

「弁護士と会った？」

　野狐の問いに首を横に振る。

「なかなかいい人がいないって。待っていたけど、もうイラストの仕事を受けるのが怖くなっていたし、仕事も一つしかなくなったから辞めようかと話したの」

「実際は弁護士なんて探してなかったかもな。彼女に聞かないとわからないけど」

「そんな……」

　鈴が私を憎んでいる？

　でも、確かに最近の鈴はおかしかった。

　マウンティングではないかという言葉が多かった。

　けれど、気がつかないふりを続けていた。

「わざとだったんだ。……鈴が」

　もしかしたら自分は、鈴にしてみたら説教じみたことを言っていたのか？

　自分がよりたくさんの仕事を受けていることに優越感を抱き、覚えていない数多くの鈴との会話の中で、彼女を傷つけたのか。

「どうする？　咲良の気が収まらないのなら、山に誘導して丸一日『反省』させるけど」

「その『反省』って何をするつもりなんだか……」

　咲良はこめかみを揉む。

　人間同士が行う『反省』ではないことは、今回の鈴への脅かしでわかった。

「もう十分怖い思い、したんじゃないかな。鈴は怪談とか苦手なんだよ、遊園地のお化け屋敷とか絶対に入らないし」

「咲良ちゃん、緩いよ。二度とこざかしいことを考えられないくらいガツンとやった方がいいんだべ、ああいう輩は」

　と妖狸。いつの間にか傍で宙に浮いて待機しているカマイタチ三兄妹も頷いている。

　それを野狐が「まあまあ」となだめる。

「被害者は咲良だ。咲良の意思が一番大事。俺たちは加害者のあぶり出しに手を貸しただけだから、煽らない」

　ブーブー言いながらも了承したあやかしたちを横目に、野狐は咲良に話しかける。

「それで咲良はこれからどうする？　パクリだと炎上させたのはその鈴って子に間違いないだろう」

　咲良は考えこむように俯いていたが、すぐに顔を上げ、野狐に言う。

「……ちゃんと話したい。元のような仲には、なれないだろうけれど」

「わかった」と野狐が頷いた時だった。

「咲良！」

　咲良を呼ぶ声にあやかしたちは野狐以外、一斉に姿を消す。

「咲良！　いる？　無事なの!?」

　声を張り上げて呼ぶ声は鈴だ。

「鈴!?」

「咲良！」

　鈴は息を切らしながら咲良の手を掴むと「逃げるよ！　ここは危ないよ！」と、引っ張っていく。

「鈴、大丈夫だよ。もう……」

「駄目だよ！　ここは本物のお化け屋敷だよ！　咲良一人放っておけないよ！」

　――鈴。

　怖いのに必死になって戻ってきて、自分の手を引き一緒に逃げようとしている彼女は、以前と変わりない。

　友達思いで、親身になってくれる、一見キツそうでも優しい鈴。

　だからこそ、彼女の本心を彼女の口から聞かなくては。

　自分が彼女を嫉妬の化身に変貌させたのならば――それを解かなくては。

　自分ならできる。自分がその要因だから。

　ううん、それだけじゃない。






　――私ならできる。






　どうしてか、確かな自信が咲良にはあった。

　咲良は自分を引っ張っていく鈴の手を両手で握り返すと、足を止め、踏ん張る。

　抵抗しだした咲良に鈴は驚いた。

「咲良！　どうしたの？　早くこの場から逃げないと！」

「……どうして、ＳＮＳや掲示板に『黒琉のイラストはトレースだ』って嘘を流したの？」

　咲良の問いに鈴は、目を大きく開き、見つめる。

　咲良も目を逸らさずに真っ直ぐ鈴を見つめた。全てわかっている、という意味を乗せて。

　誤魔化しきれないと悟ったのか、鈴は腰から崩れるようにその場に座り込んだ。

「……もう掲示板見ないって言っていたのに、見たんだ？」

「見てないよ。この人が確認してくれたの」

　と、野狐を差す。

　鈴はチラリと横目で野狐を見たが、彼の軽蔑した眼差しに耐えきれなかったのか、すぐに逸らす。

「つい最近の私の情報が書かれてあったって。その情報は私が鈴にしか話していない内容だった。鈴か、鈴が他の友人に漏らした以外、考えられないの」

「イ、イラストレーター仲間には、話したけど……？　第一！『トレースだ』って言ってたのは私じゃないし！　みんなそうだって言ってるし！」

「その『みんな』って誰のこと？　ちゃんと教えて。私が直接その人たちに聞いて回るから」

　カマかけだ。本当にそうなら聞き回らないと、という覚悟は当然、咲良にはあるが。

　でないと、自分の名誉は回復しない。

　だが、効果があった。

「咲良が悪いんだよ……」

　ボソリと鈴が呟いた。やはり鈴の言う「みんな」はいなかったんだ。

「私、鈴に何かした？　ちゃんと教えて欲しい」

「咲良が、私より人気が出たから。私のイラストが世に出る機会を失っちゃったんだよ」

「どういうこと？」

「同じ時期に仕事の依頼を受けたのに、咲良が受けたイラストの本がバカ売れして、それからどんどん依頼が来てた。咲良は『一生懸命に営業した』っていうけど、私だってしたんだよ！　でも、断られてばかりで！　恥ずかしくて悔しくて営業したなんて言えなかった！　言ったら咲良のことだもん、伝で仕事回そうとするでしょ！　そんな同情心で仕事もらいたくないんだよ！」

　話していくうちに感情が溢れてきたのか、鈴の目からボロボロと大粒の涙が零れ、頬を何度も伝っていく。

「どうして？　学生時代は私の方がずっと評価は高かった。成績だって私の方がよかった。咲良はぼんやりしてて、絵だってそんな感じで、なのにどうして社会に出たら咲良の絵の方が認められるの？　どんどん咲良に置いていかれる気がして焦って、悔しくて……でも、咲良の絵が認められているのが嬉しくて、私も認められたいって、色んな感情がごちゃ混ぜになって！　苦しくて苦しくて、どうしようもなくて………………それで気づいたんだ。『最初が間違っていたんだ。私と咲良のスタート地点が逆だったんだ。ゼロに戻さなくちゃ』って。咲良にやり直してもらえば。『黒琉』というペンネームをこの世から消せばいいって」

「それでＳＮＳや掲示板に……」

「書き込んだら止められなくて！　仲間がいたって思っちゃって！　なんだか自分が認められたように感じて！　バカだよね、私……！」

「本当に馬鹿だよ、鈴は」

　咲良が答える。低くて底冷えするような声音だった。

　鈴の肩がひくつき、真っ赤になった目を咲良に向ける。

　目が合った瞬間、咲良は鈴の頬を撫で抱き締めた。

「……咲良？」

「鈴には学生時代からずっと頼ってた。私がぼんやりで、いつも夢見がちなことを言っていたから。でも、それを真剣に聞いてくれた。大好きだった。一番の親友だったよ。同じ仕事に就いて、たまには喧嘩もしながらいつまでも仲良くやっていきたかった。……なのに、どうして？　誰ともしれない相手に向かって謂れのない私の悪口を書いたの？　愚痴や悩みを話して欲しかった。例え、それが私への不満や嫉妬であっても。…………二人で喜びの花を咲かせたかった」

　咲良は強く鈴を抱き締め、思いの丈をぶつけた。

　怒りより、哀しみの方が何倍も強かった。

　大の親友だった彼女が、炎上させた張本人で、その後も、ことあるごとに悪意しかない場所に自ら入っていったことが。

　それをさせたのは自分だ。イラストの依頼をこなすのに時間をとられて、心の余裕をなくしていた。もしかしたら、鈴に心ない言葉を投げかけていたのかもしれない。それさえも覚えていないほど仕事に忙殺されていた。

　鈴の変化に気づかなかった。

　こうして抱き締めていると感じる。鈴の『置いていかれる』という孤独と寂しさ、そして自分の才能に対しての苛立ちが。

　切なくて胸が痛くなる。

　咲良の目からも涙が溢れ零れた。

　――今の私の気持ちが伝わって欲しい。言葉だけじゃなくて。

「私、鈴に甘えていたのかもしれない。いつも私を励ましてくれる鈴に。私が励ます番があったはずなのに、そのサインを見逃していたんだね」

　鈴の手が咲良の背中に回りギュッ、と抱き締めてくる。

　震えている鈴の体がさらに伝わってくるのが愛しくて、咲良も力を籠めた。

「ごめん！　ごめんなさい！　咲良！　言えなかった！　言えなかったの！　咲良のせいじゃない。私のプライドが邪魔してたんだ！」

「ううん、違う。気づけたはず、私と鈴の仲なら。ごめんね、気づいてもらえなくて寂しかったよね」

　わあああっ、と鈴が声を上げて泣く。

　鈴の悲鳴に近い泣き声は木霊して、緑萌える山々に染みこんでいった。







◇　◇　◇








「よかったのか？　あれで」

「うん」

　野狐の投げかけに咲良は元気よく頷く。

　あれから一週間が経った。

　山の緑も深い色に変化をし、土の色を覆い隠すようになった。

　同時に、気温も上がり、昼と夜の寒暖差も気にならなくなる。

　咲良と野狐は縁側に座り、ブランチと洒落込んでいた。

　綾ヶ瀬湖にあるパン屋で買ってきたサンドイッチと、野狐がいれた濃いめのコーヒーに牛乳をたっぷりと入れて。

　黒ごまの入った食パンに、ささみ肉とタマネギを辛子マヨネーズで和えた具が挟んであるものと、チーズとハムにキュウリを挟んだものの二種類。

「ここのパン、前から思っていたけれど美味しいね」

「だろう？　遠くから買いに来る客もいるんだって」

　と、思い思いに口に入れ咀嚼する。

　今日、野狐は公休日だ。だが、山の見回りは毎日あるので、それを済ませてから咲良のもとへやってきて、こうして一緒に食事を摂っている。

　お腹が膨らんで、牛乳コーヒー（野狐がそう言っている）を飲んで一息。

　野狐は咲良より倍以上食べるので、足りない分、ホットドッグと菓子パン追加だ。

　咲良は最後の菓子パンを食べている野狐を見ながら、ゆっくりとコーヒーを飲む。

　あの後――鈴と抱き締め合いながら泣き合って、心のつかえを全て洗い流した。

　鈴はＳＮＳ上で、全てを告白すると咲良に約束した。

　約束を違えたら、正式に訴えると野狐が告げ、鈴は神妙に頷いていた。

『またね、いつか』

『またいつか』

　そう言って別れた。

　それから一日も経たず、鈴は『イラストレーター黒琉のトレース問題についての告白』と題して、短文投稿サイトと本人ホームページに上がり、話題になった。

　またもや炎上騒ぎになり、鈴に非難のコメントが集中していた。

　今まで静観していた同業者たちは、咲良に対して同情の言葉を呟きに書き込み、出版社からは仕事の依頼メールや電話が来た。

　咲良自身もその対応に追われて、目の回るような一週間だった。

　鈴はホームページや投稿サイトに罵詈雑言を投げられても、全てを受け止めているようだ。

　咲良もそうだったからわかるが、あれは相当心身にくるものだ。

　アカウントやホームページを閉じず、それをあえて受け取っている鈴の現状が気になるが、連絡をとっていない。

　その代わり、新しくまたホームページ開設と短文投稿サイトに登録し、今回の件についてコメントを書いた。

『イラストレーターＲＩＮ様との件については話し合いが済んでおり、解決しております』

　今回の騒動についてのお詫びと、自分の気持ちも載せた。

　野狐の方も気になってチェックしているらしい。

「咲良の対応に不満を持つコメントも多いな」

『弁護士を挟むべき』『ちゃんと罪を償ってもらってください』『対応が甘すぎる』等々のコメントも溢れている。

「個々の考えがあるから。私と鈴の間ではあれで決着ついたんだ。……私と鈴にとって、一番堪える結末になった。それが十分過ぎる罰だと思ってる」

『またね、いつか』

『またいつか』

　最後に交わした短い挨拶。

　今度会うのは『いつか』わからない。

　少なくとも近い未来で、鈴と会うことはないだろう。

　もしかしたら二度と会わないかもしれない。

『いつか』

　できてしまったわだかまりが、解けて消えたら――

　初めて会った時のように、笑い合えたら。

　また友達に戻ろう。

　そう、話し合って決めた。

「一番の親友をなくしたんだもの……」

　寂しさが声音に乗ってしまう。

　でも、このまま会っていたらきっと無理が出てくる。

　特に鈴は、罪悪感を自分に抱いたままになる。

　そして私も、そんな鈴に気を遣うだろう。

　――そんな関係、友達とは言えない。

　自分と鈴の間が変化してしまったのは、間違いないのだ。

「咲良がそう決めたんなら、俺は何も言わないよ」

「うん」

「でも、突然泣きたくなったり寂しくなったりしたら、遠慮なく俺を呼んでくれよ？　駆けつけてくるから」

　ふわん、と咲良の頭に手を乗せて笑う野狐を見上げる。

　ニカリ、と歯を見せて悪戯小僧のような笑顔。きっと照れ隠し、と咲良は思う。

　そうだね。野狐さんと出会った頃は、いつもこんな笑顔だったよ。

　今は人の、大人の男性の笑みを浮かべる方が多いよね。

　今の笑顔も好きだけど、悪戯好きな子供の笑顔も私は好き。

「好きだよ」

　ぽつりと呟く。

　野狐は、突然の咲良の告白にビックリして固まっている。

　咲良はそんな野狐を見て微笑み、言葉を続ける。






「大好き、『黒琉』」






「――咲良、思いだしたのか」

　驚きで思わず立ち上がった野狐に続いて咲良も立ち上がり、彼に近づいた。

「思いだした。ここから横浜の家に戻る前の夜、お別れにきた野狐さんを抱き締めて泣いたよね。『黒琉、黒琉』って何度も名前を呼びながら。会えなくなるのが哀しくて私、記憶を封印したんだ。だけど、私の心の片隅に残ってて、思いだせないまま私のペンネームにしたんだ」

「いつ、思いだしたんだ？」

「鈴を抱き締めたときにね、どこかで同じように誰かを抱き締めた記憶が甦ったの。そこから少しずつ欠片を拾うような感じで……昨日、全部思いだしたの！」

　野狐――黒琉の顔が、驚きから喜びに変化する。

「黒琉、私が名付けた！」

「咲良！」

　黒琉の手が咲良を掴むと、胸の中へ引き込まれた。

　人の、成人男性の温もりは、遠い記憶に甦った狐の温もりと変わらない気がした。

　以前と違うのは、自分は抱き締められる立場ということだ。

　大きな体に自分の全てが、すっぽりと包まれる。

　ふいに額に唇の感触が落ちて驚く。

「ひゃっ!?」

「このくらいは許してよ。待ちに待ったんだ」

　今度は脇に手を差し入れたと思ったら、持ち上げられて胴上げをされる。

「ひゃああ！」

　これはたまらない。

「や、止めて～！　怖い怖い！　子供じゃないんだし！」

　宙に飛ばされて、悲鳴を上げた咲良を、黒琉はお姫様よろしくと抱き抱える形で受け止める。

　ぷう、と口を尖らせて野狐を見上げるが、彼の満面の笑みが本当に嬉しそうで怒りなんてどこかに吹き飛んでしまった。

　咲良も笑みを浮かべ、見つめ合う。






「では、改めてよろしく。俺の嫁さん」

「よろしく。私のお婿さん」






　そう言って笑い合った。
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　それから二週間後。

　咲良と黒琉は、春代とともに裏山に登っていた。

　といっても春代は退院したものの、リハビリをしなくてはならない状態であり、自分の足で山を登るには難しいということで、黒琉がおんぶしていた。

「春代さん、痛むところはない？　遠慮なく言って。ペースを緩めるから」

「大丈夫だよ。それよりいい気分だ。視界が高いねぇ、咲良の言ってた意味がよーくわかるよ」

　黒琉の気遣いに春代はそう答えると、眼下を見下ろす。

　隣に付き添っている咲良は、ちょっと恥ずかしそうに呟いた。

「ちょっと……そんな小さい頃の話を持ち出さなくても」

「いいじゃないの。咲良が、黒琉さんの名前を早く思いだせたことが嬉しいんだから。これで昔話しても、うっかり名前を呼んじゃう心配なくなって嬉しいのよ、お祖母ちゃんは」

「やっぱり、時間稼ぎのために横浜から病院に通うつもりだったんだ」

「結果的にそうなっただけ。だってここリハビリに通うより、春香たちが横浜に建てた家のほうが全然近いじゃないの」

「じゃあ、リハビリ終わるまでこっちには戻ってこないつもりなの？」

「そのつもりだよ。久しぶりに横浜や東京見物をしつつ、リハビリに励むんだ、お祖母ちゃんは」

　赤煉瓦でお茶したり、鎌倉散策したり、歌舞伎も観に行きたいね、と弾んだ口調で語る春代に、咲良も黒琉も眉を寄せる。

「お祖母ちゃん、もういい歳なんだからはしゃぎすぎないでよ」

「そうだよ、もうすぐ七十なんだし」

　代わる代わる心配されて、春代はムッとした口調で返した。

「まだ六十八！　ついでに病院で健康診断してもらったら、なんと五十代の数値だって褒められたんだから！　お肌も艶々ですねって看護師さんに羨ましがられたんだよ」

「まあ、確かに春代さんは他の六十代の人よりは若く見える」

　と黒琉。

　そういえば、お母さんも実際年齢より若く見えるかもと咲良は母の顔を思い浮かべ、自分の顔を撫でる。

「……私は歳相応な気がする」

「そう？」

「そうかい？」

　春代と黒琉に疑問形で投げかけられて複雑だ。

「それは若く見えるってこと？　それとも老けて見えるってこと？」

　思い切って尋ねたが、聞いていないふりをされた。

　黒琉が立ち止まる。

　山の頂上に着いたのだ。

　あるのは小さくて赤い祠。

　加藤さんが『この山は特別なんだ』って話していた。

　この祠があるから特別なのだろうか。

　黒琉の背中から降りた春代に、咲良は持っていた折りたたみの椅子を祠の前に設置すると、肩を貸して誘導する。

「咲良、黒琉。お祖母ちゃんがいない間、祠の掃除とお参りを頼むね」

「うん。任せて」

　咲良も黒琉も快く承諾する。

「――さて、ご報告を済ませてしまおうかね」

　春代の言葉に黒琉がビシリ、と背筋をただす。

　横にいた咲良もつられて背筋を伸ばした。

　そういえば、と咲良は今更ながらに春代に尋ねる。

「お祖母ちゃん。ここの御祭神様ってどなたなの？」

　春代は咲良たちに顔を向け笑うと、

「今日は特別な日だから、ご神体をお見せしようね」

　そう祠の扉を開けた。

　三方の上に朱色の黄金布に包まれた丸い形のもの。

　春代は優しく両手で取ると、絹布を広げる。

　現れたのは――銅鏡だった。

　鏡を囲む縁は花弁を象かたどっているようだ。

「桜の花を象っているんだよ」

　と春代。

　しかし、咲良がよく知っているような銅鏡と少々違う。

　何か、透明な硝子でない物が嵌め込まれている。

「填め込んでいるのって何？」

「姿見の部分は水晶なんだよ」

「だから顔が映らないのね」

「でもね、ここからが不思議なところさ」

　と、春代が何かを口ずさむ。

「祝詞だよ」黒琉がそっと教えてくれた。

　しばらく春代が祝詞を唱えていると、水晶が内側から輝き出す。

　光を集める物でも中に入っているのか？　と驚いたけど、たちまちジッと見つめられないほどに眩しくなり、咲良は目を眇めた。

「さあ、咲良。覗いてごらん」

　春代に鏡を差し出され、覗いて驚きに「あっ」と声を上げた。

「顔が映ってる！　……？　でも、私の顔じゃない……」

　映し出されているのは大人の女性で、それは美しい顔立ちだ。

　射干玉ぬばたまのような艶のある黒髪に、誰も足を踏み入れていない真っ新な雪のように白い肌。

　黒曜石のような瞳。小さな口はほのかに朱色で彩られている。

　額には朱の花鈿かでんが描かれて、飛鳥・奈良時代辺りの、色彩豊かな衣装を身に纏っている。

　咲良は、突如現れた鏡の中の美女から目が離せないままだ。

「お、お祖母ちゃん……この人は？」






「コノハナサクヤヒメのお姿だよ」






　コノハナサクヤヒメ。

　桜の花の語源となったともいわれている、絶世の美女神だ。

　多くの名前があるが、この名が一番知られているだろう。

「山の神、火の神、酒造の神様さ」

　春代は笑いながら咲良から鏡を受け取ると、黒琉を傍に呼ぶ。

　黒琉は神妙な顔つきで春代の前に跪き、頭を下げる。

「さ、咲良も黒琉の隣に」

　促され、咲良も黒琉の隣に並び、同じように跪いた。

　春代は歌うように何かを唱え二度、頭を下げる。

「おいでませ、コノハナサクヤ様」

　そう呼びかけた春代の傍に、急に誰かの気配を感じる。

　頭を下げていてもわかる。

　温かくて優しくて、また――頭を上げるのが、おこがましいほどの威圧感。

　――わたくしの神力の欠片を持つ愛し子よ、面を上げよ。

　私のこと？　咲良は横目で黒琉に視線を投げると、彼は「そうだ」と浅く頷く。

　こわごわ顔を上げて息を呑む。

　春代と重なるように立つ美女がそこにいたからだ。

　美女は透き通っていて、よく見ると上半身しか見えない。

　そして、このかんばせは、先ほど鏡に映っていたコノハナサクヤヒメ。

　――愛し子の目には、春代の体を借りて降りたわたくしの姿が視えるのでしょう？

「は、はい！」

　そうか、春代と重なっているのは、サクヤヒメが体を借りているからだ。

　納得した咲良にサクヤヒメは、それは花のように微笑んだ。

　瞬間、何もない空間から花弁が零れ落ちたのだから、ものすごい神力だ。

　――ほんに大きくなったこと。もう、婿を取る年齢になったのですね。

「はい」

　――隣にいる狐のあやかしが、そなたの婿でよろしいですか？

　咲良はどう答えようか悩む。

　神とあやかしは対峙している関係ではないか？

　私が「はい」と答えたら、黒琉はどうなってしまうのだろう？

　いい返答が考えられず、冷や汗が流れてきた。

　そんな咲良の気持ちを知ってか、ほほほ、とサクヤヒメは笑う。

　――その狐のあやかしに何かしようなどない。そこの妖狐はわたくしも、ようく存じていますから。

「そうだったんですね……よかった」

　ホッと安堵の息を吐く。

「コノハナサクヤ様。彼は妖狐ですが、私、彼を好きです。人とあやかしでは結婚できませんか？」

　と改めて尋ねる。

　サクヤヒメは、ゆるりと首を横に振った。

　――昔から異類婚姻はあります。それ自体、わたくしは反対しません。ただ……咲良は、わたくしの神力の欠片を受け継ぐ愛し子。いずれはご神体と春代の持つ神力の欠片を継承しなければなりません。そのとき、妖狐よ、そなたは咲良をどうする？　夫として陰ひなたなく助けることができますか？

　咲良から黒琉に話を投げかけてきたサクヤヒメに黒琉は、頭を下げたまま、ためらいなくハッキリと答えた。

「はい。咲良から名を授かった時から、そう決めておりました。……例え、彼女が思いださなくても、他に好いた人ができていようと俺は、俺の生き方を改めさせてくれた咲良に身を捧げようと今までこの地に留まり、善を積んで参りました」

「黒琉……」

　そこまで。

　そこまで私を想って、ずっと待っていてくれたの？

　私が他の男性と一緒になっても、貴方は助けになろうと決意していたなんて。

　じわりと心に温かいものが広がっていく。

　同時、涙まで溢れてきた。

　――面を上げよ、妖狐よ。

　顔を上げた黒琉を見下ろし、サクヤヒメは満足そうに頷く。

　――そなたは咲良が成長し大人になったら、拙い幼き日の約束など忘れていたとしても、自分の信念を貫こうとした。そなたの義理がたいところ、そして努力した日々、見守っていたわたくしにとっても、とても気持ちのよいものでした。

「ありがとうございます」

　――そして咲良。妖狐に付けた名を思いだしてよかった。

「私もそう思います……よかったです。彼を好きな気持ちも、思いだせました……」

　――わたくしも試練を与えた者として、約束を果たせねばなりませんね。『咲良が思いだすまで自ら名を名乗ってはいけない』と、意地悪をしてしまいましたから。春代や咲良に嫌われたくはありませんもの。

「そ、そんなこと……！　あ、ありません！」

　咲良の言葉に、ほほほ、とサクヤヒメはまた花を零しながら笑うと、両手で咲良の頬を撫でる。なんともいえない良い香りと、体を包み込む温もりが心地良い。

　幸せな気持ちに、知らずに微笑んでしまう。

　――そなたの血はわたくしの力の欠片を代々受け継ぐ巫女です。これから、色々大変だとは思いますが、挫けずに。手を差し伸べてくれる者たちは、そなたの回りに大勢います。大丈夫だと信じておりますよ。

「……はい」

　スッと頬から手が離れる。まだ残る温もりがこれは幻ではないと如実に伝えていた。

　サクヤヒメは、今度は黒琉に目を向ける。

　――妖狐、いえ黒琉。見事でした。こちらへ……

「はい」と黒琉は屈みながら近づいていき、また顔を下げる。

　サクヤヒメの御手が黒琉の後頭部に軽く触れた。ポウ、と明るい光が生まれ、黒琉の中へ入っていった。

　――今から『妖』から『善』への変化を許します。『善狐』として咲良と共に生きなさい。

「ありがとうございます」

　――ただ『善狐』の印は、稲荷神社の総本社でいただきなさいね。

「えっ？」

　サクヤヒメの言い分に、思わず黒琉は顔を上げる。

　――そなたたち狐を纏めているのは、わたくしではありませんから。『善狐』としての力を授けたのですから、その報告もしないといけませんよ？　あちらの顔もたてないと。

「俺……！　総本社に行かなくちゃいけないんですか……!?」

　サクヤヒメは、またもやほほほ、と笑い、周囲に花を零しながら消えていった。

　瞬時、春代がサクヤヒメの憑依から解け、意識を取り戻した。

「えええっ!?」と顔を真っ青にしながら頭を抱えている黒琉を見て、「やれやれ」と肩を竦める。

「お、お祖母ちゃん……我が家の家系ってただの巫女じゃなかったんだ」

　咲良は夢心地に春代に尋ねる。

「そうだよ。元々はちゃんとしたコノハナサクヤヒメを奉る神社があって、そこの巫女だったんだ。けど、大飢饉があったときに燃えてしまったそうだよ。なんで燃えたのかは伝わっていないけどね。ご先祖様はどうにかご神体だけ持ち出せて、それからご神体を奉れる場所を探して、ずっと梓巫女として放浪していたそうなんだ。私のお祖母ちゃんがこの地に辿り着いて、お祖父ちゃんとお祖父ちゃんの山と出会ってここに奉ることにしたんだよ」

「こんな力のある鏡を奉ってるとは思わなかったよ」

　咲良の興奮に、ははは、と春代は笑うと人差し指を立てた。

「このことは秘密だよ。知れ渡ると大変なことになる。こんな小さな山に参拝客が押し寄せてくるし、大きな神社に持っていかれるかもしれないから。ご神体様はこの地と、この山を大層お気に召しているのだから」

「そうなんだ……確かにここは気持ちの良い場所かも」

「『良いかも』じゃないよ『良いんだよ』」

「そうか」

「そうさ――さて、黒琉。今度は総本社に出向かないとね、頑張るんだよ」

　春代を見つめる黒琉の顔は真っ青で、目は助力を訴えている。

「ど、どうしたらいいんだ？　俺。行ったことないんだぜ……。行っても追い返されるだけだって！」

　珍しく慌てふためいている黒琉に、春代は大きく息を吐く。

「既に連絡はいってるよ。まあ、向こうについたら酒でも買って腰を低くしておくんだよ」

　うんうん、と黒琉は真剣に頷く。

「黒琉、頑張ってね」

　咲良が励ますと、春代が呆れたように告げた。

「何いってるんだか。咲良も一緒に行くんだよ。『善狐』の名付け親で許嫁なんだから」

「ええええ？　わ、私も!?」

「そうじゃないと示しがつかないだろう？　向こうの顔をたてなくちゃいけないよ」

　ええええええ、と脱力している二人を見て春代は、

「こういうところは息ピッタリだ」

　笑う。そして、

「まだまだ試練は続くけど、頑張りなさい。なあに、サクヤ様も仰っていただろう？　二人に手を差し伸べる者は周囲にいる。これからだってそういう人たちは出てくるよ。肝心なのは努力を忘れないことだよ」

　と励ます。

　春代の言葉に咲良と黒琉は顔を見合わせる。

「……頑張ろうか、黒琉」

「そうだな……。俺たちの将来がかかってるもんな」

「二人で力を合わせれば、大丈夫だよ」

　咲良は黒琉に笑いかける。

　黒琉も目を細め笑う。

　ごく自然に、二人は手を握りあう。

　これからだって、頑張れる。

　互いに想い合っていれば、なんだってできる。
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　山の木々がそよぐ。

　喜代ヶ谷にそびえる山々に生える樹木たちが、緑の香りを二人に運んでくる。

　応援しているように咲良は感じ、もう一度黒琉に笑いかける。

　彼も咲良と同じ思いらしい。






「俺たちを応援してくれてる奴らがこんなにいるんじゃ、頑張るしかないでしょ」






　そう照れくさそうに笑った。







了
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